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    人物紹介


    



    王おう子じ


    光の国からやってきた、長身痩躯の麗人。


    



    阿あ東とう弥や五ご郎ろう


    水分国の剣術指南番。「阿東念流」皆伝の強者。


    



    鷹たか久ひさ


    第十四代水分総領家当主。十五にして当主の座を継承。


    



    黒くろ瓜うり修しゅ理り


    水分国筆頭家老。鷹久を補佐している。


    



    ランガナーヤキ・スバーリ


    聖女を名乗るエキゾチックな美少女。通称「ランガ」。


    



    禅ぜん鬼き＆天てん禅ぜん


    ランガに仕える修行僧達。不思議な術を使う。

  



  
    　序章　王子前身


    



    



    「早く寝ねえど、王子様がくっぞ」


    　この土地の古老はたびたびそう言って夜よ更ふかしする子を寝かしつける。


    　子供はその言葉を聞くと、慌てて布団ふとんへ潜り込むのだ。布団の中で子供は古老におずおずと尋ねる。


    「ねえ。王子様っていったいなんなの？」


    　そう聞かれた古老は、怖い顔をして必ずこう答えるのだ。


    「おっかねぇ。おっかねぇ者だ。ずうーっと昔に、この国さやってきて、殿様を惑まどわして国を滅ぼしたおっかねぇ者だ」


    　と……。


    



    　〈王子〉──我々はその人物を知っている。


    　光の国よりこの戦乱混迷の世に降こう臨りんした金きん髪ぱつ碧へき眼がん長ちよう身しん痩そう軀くの美び貌ぼうの勇者。


    　その物腰、高貴。その心、清せい廉れん潔けつ白ぱく。


    　絶対的な美と無上の愛を奇跡に変え、弱きを助け強きを挫くじく。悪を倒し、地上に平和と光をもたらす者。


    　それが〈王子〉。それこそが〈王子〉。


    　しかし、この土地に伝わる〈王子〉はその王子像とは大きくかけ離れる。


    　この土地に伝わるのは我々の知る〈王子〉伝説とは異なる闇の〈王子〉伝説なのだ。


    　ああ！　できることならば語りたくない！


    　だが、筆者はあえて語ろう。語らねばならぬだろう。これもまた〈王子〉。


    　〈王子〉という者の一側面なのだから。


    



    　これより語られる物語は、今まで歴史の闇に埋もれ、決して語られることのなかった〈王子〉の物語。


    　一国を惑わし、滅亡させた邪悪なる〈王子〉の物語……。

  



  
    　第一章　王子出現


    



    一


    



    　てぃら、てぃら、てぃら……。


    　てぃら、てぃら、てぃら……。


    



    　ふいに聞こえたその音に弥や五ご郎ろうは足を止めた。


    　[image: ]たくましい肉体に微かすかな緊張が浮かんでいる。


    「どうしたのじゃ？」


    　急に立ち止まった弥五郎に怪け訝げんなものを覚えたのか、鷹たか久ひさがそう聞いてきた。だが鷹久の耳にもすぐにその音が聞こえてきたのだろう。鷹久もまたあどけない顔に不思議そうな色を浮かべ、耳を澄ます。


    　はたしてそれが音であったのかどうか定かではない。それは耳というよりも感覚そのものに聞こえてきたような気がしたからだ。それにしても、なんと耳みみ障ざわりのいい音色であろうか。


    　鈴？　いや。そんなものでは決して鳴らすことのできぬ音だ。


    　ここは広大な水分みくまりの湖うみの畔ほとり。今しがた陽が暮れたばかり。西の山さん容ようの向こうはまだ薄青い色をしているが、もう夜天には星が煌きらめきだし、四辺はすでに夜更けている。鏡面のごとき湖は満月の輝きを映しだし、てらてらと光っていた。


    （斯か様ような時分にさても面めん妖ような音……）


    　弥五郎は額ひたいにある三日月形の疵きずの下に皺しわを寄せた。


    　阿あ東とう弥五郎景かげ久ひさ。弱冠二十三歳にして水分総領家の剣術指南番を務めている。


    　獅し子しの鬣たてがみのごとく[image: ]ほう々ほうとした髪。武骨ながら彫りの深い精せい悍かんな顔立ち。よく筋に肉くのついた引き締まった長身。額の三日月疵は、敵方の侍大将と一騎討ちしたおりの名誉の負傷である。


    　今しがた城内の馬場にて傍かたわらにいる幼い主君水分鷹久に剣の稽古をつけたばかりであった。稽古の後、鷹久が蛍を見たいと言い出し、忍びで城を抜け、水分家の鷹場であるこの湖の畔へと来ていたのである。


    　そんなおりに聞こえてきた奇妙な音であった。


    　弥五郎は小さな主君を守護するように鷹久の前に屈強な肉体を出す。辺りを警戒し、鋭い視線を巡らせた。付近に人の気配はない。ただ、夏の虫が涼やかに鳴き、蛍が舞うばかり。時たま、がさりと葦あし叢むらを揺らすのは水鳥に違いなかった。


    「げに美しき音色かな……」


    　鷹久が微かに頰ほおを紅こう潮ちようさせ、そう呟つぶやいた。


    　確かに美しい音。だが、弥や五ご郎ろうは不用意に聞きほれるわけにはいかない。弥五郎は水分みくまり総領家の家け人にんである。背後の若い主君を不審な者から守る義務があるのだ。


    　音──らしきものは湖のほうより聞こえてくる。


    （なんだ……あれは？）


    　弥五郎は不思議なものを発見した。音のする場所。岸より五間けん（約九メートル）ほど離れた湖上に蛍が異常に群れ集まっている。青白く輝き舞う無数の蛍らは、水中にある何かを求めるように群集し、一つの光の塊となろうとしているかに見えた。


    　きゅっ、と鷹たか久ひさの小さな手が袖そでを摑つかむのを感じる。見れば、大きな瞳に微かすかな怯おびえの色を浮かべ、上目使いで弥五郎を見つめてきていた。妖あやしい蛍の群れを目にし、気味が悪くなったのだろう。弥五郎は幼い主君にいじらしさを覚えた。


    （おおっ。愛いとしいお屋や形かた様！）


    　弥五郎は鷹久を抱きしめ、その[image: ]もちのような頰ほおに口づけの嵐を送りたい衝動にかられる。が、当然主君に対して左様な無礼は働かない。武骨な顔を優しげに和やわらげるにとどめ、こう告げた。


    「ここでお待ちくだされ。それがしが見てまいります」


    　弥五郎は未だ不安げな鷹久をその場に残し、蛍の集合するほうへと向かった。葦あし叢むらを搔かき分け、ざぶざぶと足首のあたりまで湖の中へ分け入ってゆく。


    　その時、妙なことが起こった。


    　蛍の群れ集つどう辺り。その水中より、すぅ、と白いものが浮き上がってきたではないか。水面はつゆほども揺らぐことがない。やがて、その白いものは湖上へと完全に姿を現した。


    　人──であった。


    　一いつ糸し纏まとわぬ男。それが背中を向けて水上に浮遊してきたのである。白はく磁じのごとく白い肌。彫刻されたようにしなやかな筋肉美。よく引き締まった尻。翼の痕こん跡せきかと疑ってしまうほど素晴らしく造形的な肩甲骨……。全てにおいて均整の取れた見事な後ろ姿である。


    　男の人生はその後ろ姿にこそ表れるという。それを弥五郎は己おのれの尊敬する年配の武将たちを見て知っていた。だが、この男の後ろ姿は弥五郎の見てきたどんな後ろ姿とも違う。


    　──美しい。


    　それだけ。ただそれだけが凝縮し、後ろ姿という形をとっているように見受けられた。この男がはたしてどれほどの美しい人生を送ってきたのか計り知れない。


    　蛍たちが男の出現を寿ことほぐがごとくいっそう光を強くした。


    　男の背中を見ているうちに弥五郎の身体からだが徐々に火ほ照てってくる。下腹部にとろりとした熱が生まれてきた。弥五郎はその男の背中に知らぬうちに魅せられてしまっていたのである。それは背後で待つ鷹久も同じであったらしい。ほぉ、と溜ため息いきを吐つき、自らの胸を揉もみしだくかのように手を当てていた。


    　だが、斯か様ような夜よ更ふけに全裸で湖上に浮遊する者など尋常な人間のはずもない。本来ならば変質的な人物と思うところである。あるいは、何か物ものの怪けの類たぐいに違いない。


    　弥や五ご郎ろうは腰の刀に手をやって叫んだ。


    「何者かっ！」


    　男は声に一度ぴくりと肩を震ふるわせるとゆっくりと振り返りはじめる。


    　ごぱあぁっ！


    「ぬあっ！」


    「ひゃっ！」


    　途端、激しい光輝が男より迸ほとばしった。弥五郎と鷹たか久ひさはつい声を上げて眩まばゆさに目を背そむける。


    　光輝？　否いな。それは高貴！


    　男の身より発せられる超強力な高貴が二人の視覚を光の輝きと誤認させたのだ。


    　高貴に眩くらんだ目が徐々に馴なれてくると、弥五郎はようやく男の姿を確認することができるようになってきた。


    　絶対無比の美び貌ぼう。それが、そこにあった。


    　水に濡ぬれた黄金こがね色いろの髪は、山間より昇る陽の筋のよう。色香を宿し憂うれいを含んだ瞳は、青天のごとき蒼あお色。彫の深い中性的な顔は、天神のごとく精せい悍かんでありながら、荒々しさなど微み塵じんも含まず気品に満ち[image: ]あふれていた。


    　てぃら、てぃら、てぃら！


    　てぃら、てぃら、てぃら！


    　あの音が、今度は激しくはっきりと聞こえてくる。それは、男の美が発する音色であった。


    　星の瞬またたきを見てきらきらと聞こえるように。音も立てず降る雪をしんしんと表現するように。男の美は、てぃらてぃらという音色を奏でていたのである。


    　弥五郎は未だかつて体験したことのない濃厚な美にあてられ、一瞬、全身の力が抜けて倒れそうになった。だが、なんとか持ちこたえる。


    　男が無言でこちらを見つめてきた。


    「ぐあっ！」


    　その超強烈な流し目の光線を受け、性感帯をつつかれたような刺激が全身を駆け巡った。弥五郎の[image: ]たくましい胸板の上で乳首がぴんと立つ。


    　浮遊する男がゆっくりと下降しはじめた。


    　おおっ！　なんということだ。男の下降に合わせ、湖の水が割れ引いてゆくではないか!?


    （水が恥じらっておる！）


    　突拍子もない理屈だがそう思うより他に説明のしようがない。男の美貌は水すらも魅了し、その身を濡らすことを躊躇ためらわせているとでもいうのだろうか？


    　水の引いた土の上に優雅に降り立つと、男は夥おびただしい蛍をおのが眷けん属ぞくであるがごとく従わせ、一歩一歩こちらに近づいてくる。


    「来るでない！」


    　弥や五ご郎ろうは男の美に圧倒されそうな己おのれを奮い立たせ、すぐ後方の主君を守らんと刀を抜き放はなった。だが、男は弥五郎の言葉に構わずに進んでくる。


    　ちら、と弥五郎が男の股こ間かんに目をやった。そこに名工の手によって鍛え上げられた、小太刀のごとき男子の象徴物が優しげに鎮座している。弥五郎の目には、それが居合う前の大脇わき差ざしに映って見えた。


    　阿あ東とう弥五郎景かげ久ひさ。阿東念流剣術免めん許きよ皆かい伝でんにして、宗家である。剣の技量は自他ともに認める国内無む双そうであった。だが、男の股間の大脇差はその弥五郎をしてこう思わしめたのである。


    （心もとない！）


    　弥五郎の握る刀は備前の大おお業わざ物ものである。名刀と言っていい。だが、こんな剣一振りでは、いや、阿東念流免許皆伝程度の剣の腕ごとき、この男の股間のものの前では心もとなく感じるのであった。


    　微み塵じんも動けぬ弥五郎の横を男は素通りしてゆく。


    　すれ違った瞬間に漂ってきた男の体臭のかぐわしさ！　数万本という薔ば薇らの花を醸造した美酒のごとき香が鼻び腔こうから脳のう髄ずいに抜け、一気に酩めい酊ていしたかのような眩暈めまいがした。


    　そのまま絶頂に達し、全身の力が抜けてしまいそうなのを必死で踏みこたえる。男の歩みゆく先には己の守るべき主君鷹たか久ひさがいるのだ。


    「おのれ妖よう人じん！　お屋や形かた様に近づくでない！」


    　弥五郎は無防備な男の背へと袈け裟さがけに斬きりかかった。


    「なっ!?」


    　確かに斬った。斬ったはずである。手ごたえがあった。だが、男の艶えん美びな背中には傷一つついていなかったのである。


    「くそっ！」


    　弥五郎はすかさず男の背を突く。だが、男は変わらず無事なままである。


    （刃が斬ることを拒絶した!?）


    　まさか備前ものの名刀が……いや名刀であるがゆえであろうか。それ自身武士の魂が宿るとされる刀は、弥五郎の意を離れ男の美肌を傷つけることを肯がえんじなかったのである。


    　啞あ然ぜんとする弥五郎の目の前で男はどんどん鷹久のほうへと歩んでゆく。鷹久はなぜか胸元と股間を手で隠しながら悲鳴のような声を上げた。


    「くっ……来るな！　駄目じゃ！　やだやだやだ！」


    　言葉とは裏腹に鷹久の顔は赤く火ほ照てり、眼まなこは熱く潤うるんでいる。さながら愛いとしい人に身を捧ささげる前の乙おと女めが心にもなくいったん拒絶の言葉を口にするがごとく。


    「お屋形様！」


    　弥五郎は鷹久を助けんと男へと再度斬りかかろうとする。だが、それができない。男の纏まとう美の光膜はこれ以上、弥や五ご郎ろうの接近を許さない。


    「曲くせ者ものめ！　お屋や形かた様に何をするつもりか！」


    　そこで弥五郎の脳裏に嫌いやな予感が過った。こんなにも愛らしく可愛かわいらしい鷹たか久ひさである。硬派な弥五郎ですら剣術指南の際には、その手に触れる喜びに身が震ふるえ、仄ほのかなときめきを覚えるほどであった。この曲者の目にさぞかし鷹久は無防備なご馳走として映っていることだろう。


    （まさかこやつ！　お屋形様を手て籠ごめにするつもりか!?）


    　弥五郎は焦あせりを覚えた。だが、自由にならぬ情けなきこの身よ！　男の手により鷹久の桃のような尻、野の苺いちごのごとき乳首が乱暴に弄もてあそばれる様を想像し、弥五郎は青ざめた。


    （ああ！　このままではお屋形様の貞操が奪われてしまう！　斯か様ような仕儀に相あい成なれば、俺は腹を切っても詫わびきれぬ。阿あ東とう家末代までの恥！）


    　弥五郎がそう絶望したのも束の間。男は鷹久を無視してその横を素通りしていった。


    　ぽかんとする弥五郎と鷹久。


    　遠ざかってゆく男の身体からだが、ぼおっ、と輝いた。輝きは男の裸身に纏まといつくように凝固してゆき、形を成していく。そうしてそれは衣服へと変化していった。


    　奇妙な衣服であった。純白の合羽かつぱ。陣羽織の前を閉じたような蒼あおい装しよう束ぞく。酸ほお漿ずきのごとく膨ふくらんだ短たん袴ばかま。腰には異様に細い太刀。宝石のちりばめられた冠。珍妙としかいいようのない格好だが、その男の美び貌ぼうとあいまり、気品に[image: ]あふれ、かつ勇壮な印象を持って見える。


    　男の裸身が衣服によって隠されたことにより、先ほどまでの直視しがたいほどの美光がやや和やわらいだ。このまま何もできずに男を去らせては弥五郎の中の武士の誇りに瑕きずがつく。弥五郎は気力を振り絞り、去って行こうとする男へと声を張り上げた。


    「うぬ、何者か！　いずこへ行かんとしておる！」


    　その時になってようやく弥五郎の言葉が聞こえたかのように男がぴたりと歩みを止めた。男がゆるりと振り返る。その顔には穏やかな微笑が浮かんでいた。


    「私は〈王子〉」


    　低く涼やかなその声はそのまま星になってしまうのではないかと思えるほど素敵であった。


    「お……王子？」


    　男は白く細長い指を道のむこうへと向ける。


    「あそこへ向かっています」


    「あ、あそこだと？」


    　男の指差した先。湖面に白塗りの威容を映しながら聳そびえ立つその場所は、


    「城……!?」


    　それは水分みくまり総領家の居城〈水分城〉。すなわち、弥五郎と鷹久がつい四半刻（約三十分）前まで剣術の稽古を行っていた城に外ほかならなかった。


    



    二


    



    　山また山が連なっていた。深しん山ざん幽ゆう谷こく──そんな言葉がよく似合う。


    　そんな山脈を飛ぶ鳥の視点になって見れば、峨が々がと犇ひしめき合う山々の間に、ぽっかりと穴があいたように湖が存在するのを見つけることができる。


    　周囲長が、ざっと五里（約十九・五キロメートル）ほどもある広い湖。


    〈水分みくまりの湖うみ〉。そう呼ばれている。


    　その湖を囲むように無数の郷ごう村そん、町が見受けられた。湖畔の国、〈水分の国〉である。


    　水分の語源は、「水配り」であるという。「水を配り分け与える」の意である。


    　実際、天より降り、湖に一度溜たまった水は、幾筋もの川となって周辺諸国へと流れゆき、民の農耕、川漁の助けとなっていた。まさに水を配り分け与える湖といっていい。


    　そういったものは、自然、信仰の対象となる。水分の湖には、水の女神が鎮座しており、民は、その恩恵にあずかっているのだ。そう思うようになる。


    　神宿る湖の鎮座する国。ここ、水分は、国内のみならず隣国の民にとっても聖なる土地であった。侵おかせば祟たたりがあるとまでいわれている。


    　もっとも、周囲を高い山岳に囲まれた水分の地は、生なま半なかなことでは攻め落とせず、また、こんな山深い国を攻めて利があるわけでもない。そのため、この戦国の世にあって水分の地は、隣国から見て見ぬふりをされ、孤島のような存在となっていたのであった。


    　湖の畔ほとりに三つの城が見える。東岸にあるのが水みず森もり城。西岸にあるのが、水みず山やま城。その二つは、山の斜面に造られた山城で、城というよりは砦といったほうが相応ふさわしい簡かん易いな造りである。水森城と水山城は北岸にある本城の支城に過ぎないのだ。その北岸の本城が、


    　──〈水分城〉


    　水分の湖岸に威い容ようを聳そびえ立たせる巨城である。


    　この城は他国に例を見ない不思議な造りとなっていた。湖畔の断だん崖がいに、石垣が組まれ、いくつもの砦とりで、居きよ館かんが築かれている。この時代によく見られる山城なのだが、前方がすぐに湖で、後方には岩山が聳えているのが特徴的であった。一見して、どうやって城中に入るものなのか疑問に思われる。実際、城には、船を使うか断崖を削って造られた湖沿いの小路を使って入る他ない。奇妙な造りだが、風ふう光こう明めい媚びにして湖と岩山に守られた堅けん牢ろうな城といっていいだろう。


    　その水分城の奥手。断崖に面した場所に地下牢の入り口がある。今、その地下牢には一人の不思議な人物が収容されていた。


    　──〈王子〉


    　昨夜、弥や五ご郎ろうと鷹たか久ひさが出会った美び貌ぼうの男である。


    　あの後、王子は弥五郎が止めるのにも構わず、一人どんどん水分城へと向かっていった。力ずくで止めようとしても、そのつど奇妙な力──美の力とでも言うべきであろうか？──に阻はばまれてしまう。ついにはどうすることもできぬまま弥や五ご郎ろうは王子が城へ到着するのを許してしまったのである。当然のごとく城の番士たちが駆けつけ、王子を取り囲んだ。


    「曲くせ者ものだ！　この者を捕らえ、牢ろうに連れてゆくのだ！」


    　その時、弥五郎は番士たちにそう命じた。命じたものの番士たちにそれができるものか、どうも心もとない。実際、番士たちは王子の発する美に恐れおののいて、いかんともしがたくなっている。だが、意外なことにそこで王子がこう言いはじめた。


    「ああ。城内に入れてくださるのですか。このまま無理に入ってしまってもよかったのですが、それは少々気が引けていたのです。ありがとうございます」


    　一同はぽかんとした。


    　──捕らえ、牢に連れてゆく。


    　この弥五郎の命めいを、城へ入れてくれると解釈したらしい。そうして大人しく番士たちに連れられて牢へ向かったのである。そこからが大変だった。


    　王子を拘こう束そくしようと番士が王子の腕を取る。しばらく、そのまま牢へ進んでいた番士と王子であったが、途中で番士の身体からだがぶるぶると震ふるえだした。王子の美に必死で耐えているのである。そんな時、番士はうっかり王子と至近距離で目を合わせてしまった。


    「はぶっ！」


    　途端に番士は王子の美に当てられ鼻血を噴出させた。そのまま、へなへなと力をなくし倒れてしまう。次々と番士が入れ代わり、王子を連れてゆかんとする。だが、しばらくすると


    「ぶばっ！　美しや！」


    「はぶばっ！　美しや！」


    　と、鼻血を出して倒れていくのだ。


    （惰だ弱じやくなり！）


    　弥五郎はそう思ったが、それはあまりに酷というもの。弥五郎のごとく日々の剣術鍛たん錬れんの中、心しん胆たんを鍛えている者ならばともかく、一番士程度には王子の美は刺激が強すぎる。しかも腕を組み、近距離で目を合わせるなどという、あたかも仲なか睦むつまじき恋人同士のごとき状況を長時間続けていては致し方がないというもの。


    　もっともそんな珍事も四半刻ほどで収まった。どうやら王子の美しさにも「慣れ」というものがあるらしい。ようやく王子の美に慣れた番士が鼻血を垂らし、できるだけ目を合わせぬようにしながら、王子を牢へと連れてゆくという難事を成したのである。


    　それから一晩が経過した。


    　今、弥五郎と鷹たか久ひさは王子を尋問すべく地下牢の入り口に立っている。


    　何から何まで[image: ]の男だった。見た目は南蛮人のごとく見えるが流りゆう暢ちような和語を話す。左様な男がなにゆえこの山深い水分みくまりに現れたのか。聞かずにすませておくわけにはいかない。


    　弥五郎は傍かたわらの小さな当主へと目を向ける。


    「お屋や形かた様。あやつの尋問はそれがしが行います。斯か様ようなむさ苦しき場所に何もお屋形様御おん自みずからがお越しにならずとも……」


    　鷹たか久ひさは「いや」と言って首を振った。


    「わしもあの男に興味がある。直じかに会って話が聞きたいのじゃ。それにあのような見み目め麗うるわしき男を斯様な場所に一人押し込めておくのは何やら不ふ憫びんに感じての……」


    　そう言う鷹久の幼い顔は微かすかに桃色がかっていた。


    （まさかお屋形様はあの王子に……）


    　不安を感じつつも弥や五ご郎ろうは「なれば」と頷うなずき、地ち下か牢ろうの入り口である重い鉄てつ扉ぴを開いた。


    　扉を開くと石段が長く続いている。この石段を地下深く下った場所に牢が設けられているのだ。弥五郎は手て燭しよくを持ち、鷹久を先導して石段を下ってゆく。


    　かび臭くささが立ち込め、ぽたぽたと地下水が滴したたっていた。ともすると鼠ねずみや油虫ゴキブリが足元を[image: ]はい回り、実に気味の悪い場所である。


    　やがて石段は一つの鉄扉に行き当たった。この扉の向う側が地下牢である。弥五郎は閂かんぬきを外し、重く[image: ]さびついた扉をゆっくりと開いてゆく。中には格子のついた牢が四つ並んでいた。一番奥の牢に王子が収容されているはずである。そこで、ふと弥五郎は違和感を覚えた。


    （カビの臭においがせぬ）


    　先ほどまであんなにもむんむんと漂っていたカビの臭いが消えている。それどころか、地下牢の空気そのものが山頂のごとく澄んだ清涼なものへと変わっていたのであった。


    　足元をかさかさと[image: ]うものがある。


    （玉虫？　いや……）


    　足元を[image: ]っていた虫は鮮やかな蒼あお色をしており、ところどころ銀色に輝いていたのだ。さながら宝石のように見える。こんな美しい昆虫を弥五郎は見たことがなかった。


    　怪け訝げんに思いながらも弥五郎と鷹久は王子のいるであろう牢の前へと歩んでゆく。


    　そこで二人は目を見張った。


    「なっ！　なんじゃこれはっ！」


    　鷹久が愛らしい声で驚嘆を現したのも宜むべなるかな。その牢の内に王子はいた。いたのだが、そこにいたのは王子だけではなかったのだ。


    　綺き麗れいな姿勢で端たん座ざする王子の周りに先ほど目にした虫たちが無数に犇ひしめいていたのである。それぞれがきらきらと蒼く輝き、まるで王子は宝石に囲まれているかのようであった。


    　そんなものらに取り囲まれ、王子はあたかも宝物庫の主のごとく悠然と座していたのである。


    「やあ。来られましたか」


    　二人の姿を目にし、王子は気品[image: ]あふれる動作でお辞儀した。が、二人はそれどころではない。


    「これはなんとしたことだ!?」


    　つい叫ぶように言ってしまった弥五郎の問いに、王子は首を傾かしげる。


    「何とは？」


    「この……虫たちだ！」


    「ああ。なつかれてしまったようです」


    　無論、そんなことを聞いているのではない。この極楽からやってきたような生物はなんなのかと聞いていたのだ。


    「や、弥や五ご郎ろう……」


    　鷹たか久ひさがおずおずと口を挟んだ。


    「これは油虫ゴキブリではないか……？」


    　その一言に弥五郎は、はっ、とした。


    （そうだ！）


    　色こそ違えどその形状は油虫のそれである。だが、油虫はこれほど見み目め麗うるわしい姿をしていただろうか？　この生物らは目にしただけで悍おぞましく打ち殺してやりたくなる衝動に駆られるものらではなかったろうか？　今、目の前に犇ひしめく生物たちは打ち殺してやりたいどころか手に取って愛あい玩がんしたいとすら思われてくる。


    　弥五郎は冷や汗を流し、王子へと目を向けた。そこに煌こう々こうと光を放はなつ王子の秀しゆう麗れいな美び貌ぼうがある。
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    　一晩。


    　この害虫らは王子と一晩ここで共に過ごしたのだ。


    　そこで彼らの遺伝子は恥じ入った。この王子に比べ、自分たちはなんと醜みにくく悍おぞましい進化を遂げたものか。今まで我ら一族はただ生存し繁殖することのみを考え進化してきた。そのすえに行きついたのが、この忌いみ嫌われる外見、そして習性である。


    　──今からでも遅くはない……！


    　ただ生存・繁殖するためではなく、美しくあるという方向に我らは進化してゆくべきなのではなかろうか？


    　そう思ったかどうかは定かではない。それだけでこれほど急激な進化を遂げることが可能なのかもまた疑わしい。だが考えてもみよ。現代、油虫ゴキブリを駆除しようと毎年より強力な新薬が開発されるが、そのたびにこの害虫らは耐性を身につけてゆく。それはまさにイタチごっこと化しているではないか。この生物の進化速度は驚くほど早いのだ。一晩で進化することがあったとしても決して不思議ではないだろう。


    　そこまで中世戦国期の人間である弥や五ご郎ろうが考えることができたわけではない。ただ弥五郎は


    （王子の美び貌ぼうが油虫を変えてしまったのだ……！）


    　とだけ理解した。


    「う、うぬは一体何者なのだ！」


    「私は王子です」


    　涼しげな顔でそう答える王子の白い顔に弥五郎は薄ら寒い思いを抱く。


    「そ、それは聞いた。一体うぬはいずこより、いかような目的あってここに来たのだ」


    「私は光の国から〈姫〉を捜しにやってきました」


    　さらりとそう答える。


    「光の国……？　姫……？」


    「はい」と王子は泰たい然ぜんとして頷うなずいた。


    「光の国は私の故郷です。住む人はみな慈いつくしみ深く、常に妙なる楽の音が流れています。飢えもなく、憎しみ合うこともなく、人々は壮そう麗れいな宮殿を建て、幸福に笑い合って暮らしている……。そんな国です」


    「それは……」


    　──極楽ではないか……!?


    （いやいや！）


    　弥五郎は首を振る。そんな馬鹿なことがあるものか。


    「偽りを申すな！　左様な虚きよ言げんで我らを欺あざむけると……」


    「待て。弥五郎」


    　怒鳴りつけようとした弥五郎を鷹たか久ひさの小さな掌てのひらが制する。


    「王子とやら。その光の国の話、今少し詳しく聞かせよ」


    「お屋や形かた様。斯か様ようなたわけた話に耳を傾けることなど……」


    「聞かせよ」


    　鷹たか久ひさは弥や五ご郎ろうの小言など聞こえないかのように格子へと身を寄せ、王子へと話を促す。その顔つきが火ほ照てり夢見るようになっていた。


    （おっ、お屋形様!?）


    　今まで鷹久が弥五郎の言葉を無視するようなことは一度としてなかった。今までこの素直で可愛かわいらしい主君は弥五郎の諫かん言げんを「弥五郎が左様に申すならば」と絶対の信頼のうちに受け入れてくれていたのである。


    　だが、今、鷹久は弥五郎の言葉よりもこの得体の知れぬ男の言葉を聞こうとしている。


    　いや、そんなことよりも王子を見る鷹久のこの熱い瞳はなんだ!?　これはまるで恋する者の目ではないか!?


    （斯様な瞳、俺は未だお屋形様より向けられたことはないぞ！）


    　弥五郎の思いも知らず、王子が「では」と言って再び語りだす。


    　王子の話は荒こう唐とう無む稽けいとしか言いようがなかった。天空を飛ぶ乗り物。黄金こがね色いろの星の海を翔かける船。尽きることのない甘美な果実。昼夜を問わず興ぜられる煌きらびやかな舞踏会。枯れることのない花々の咲き乱れる庭園。病やまいもなく老いもない永久の青春を謳おう歌かする住人たち……。


    　とてもではないが信じられぬ話である。だが、弥五郎はいつの間にかこの男の話に聞き入っている己おのれに気がつきはじめた。


    　王子の淡々とした、それでいて聞き心地のいい語り口調。低く耳みみ障ざわりのよい声こわ色いろ。それを語る王子の理知的で物柔らかな物腰。


    　聞けば聞くほどに胸の内に快美な熱が生まれてくるのを感じる。耳から脳へ直接美酒を注そそぎ込まれるような快感。それによって生じる酩めい酊てい感かん。あたかも目前に王子の語る話の光景が現出してくるがごとき錯さつ覚かくを覚えてくる。このありえない話を信じてしまいたくなる。


    （いかん！）


    　脳内に生まれてくる快楽とは裏腹に弥五郎の心中には言い知れぬ恐怖が湧わき上がってきた。


    （危険だ！　この話は危険だ！）


    　王子の語る光の国の物語はそれ自体が何か麻薬めいた効果を持っている。この話を聞き続ければ、脳が侵しん食しよくされ、ついには正気を失ってしまうのではないか。


    　ふと鷹久に目をやれば、その顔がぼんやりとしたものに変わっている。ぽかんと開いた口の端からは涎よだれが垂れはじめていた。はあはあと息が荒くなっており、まるで女人の入浴を覗のぞく不届き者のごとき様相である。


    （駄目だ！　これ以上純じゆん真しん無む垢くなお屋形様にこの話を聞かせては駄目だ！）


    　弥五郎は恐怖に駆られるように声を張り上げていた。


    「やめい！　もうその話はやめい！」


    　その声に王子は口を噤つぐむ。幻から覚めたように鷹たか久ひさの虚うつろだった瞳に光が戻った。


    「弥や五ご郎ろう。なにゆえ止めるのじゃ」


    「いけません。お屋や形かた様！　これ以上、この男の話に耳を傾けてはいけません。お屋形様はもうお戻りください。この男の尋問はそれがし一人が行いますゆえ」


    「おぬし一人？」


    　鷹久の顔にありありとした不快の色が浮いている。それは嫉しつ妬との色に外ほかならなかった。


    「おぬしはこの地下深くで王子と二人きりで話をすると申すか？」


    「い、いけませぬか？」


    「駄目じゃ駄目じゃ！　そんなのは駄目じゃ！　わしも王子の話を聞くのじゃ！」


    　駄々っ子のようにそう喚わめくと鷹久は格子の向こうの王子へと目を戻した。


    「さあ王子。光の国の話を聞かせてくれ。もっと……もっとじゃ……」


    　鷹久の顔はご馳走を目の前にした獣のごとくあさましいものに変わっていた。


    　弥五郎はぞっとする。


    「では、続けます」と王子がなおも口を開こうとするのを慌てて弥五郎が止めた。


    「さ、左様な話を聞きにきたのではない。うぬはいったい何用あってこの国、この城へやってきた。先ほど、姫がどうとか申しておったな。姫などこの城にはおらぬぞ！」


    　なんとか話題を変えた。鷹久が露骨に嫌いやな顔をする。


    　弥五郎の言う通り、この城に〈姫〉と呼べる人物はいない。未だ十五歳の鷹久には妻はいないし、当然娘もいない。女兄弟もいない。〈姫〉と美称をつけて呼ぶほどの女人はいないのだ。


    「姫……」


    　王子がぽつりと呟つぶやいた。そのまま、しばし押し黙る。蒼あおい瞳がみるみる潤うるんできた。


    「なっ……」


    　なんと王子が泣きはじめたのだった。ぼろぼろと大粒の涙が零こぼれ落ちる。


    「姫！　おおっ、姫！　姫！」


    　整った顔を悲しみに歪ゆがめ、そう喚き声を上げる。


    　ふいの王子の大号泣を目まの当たりにし、弥五郎は啞あ然ぜんとした。大の男の人目もはばからぬ涙。その慟どう哭こくは悲劇の名場面をみるがごとく絵になっており、美しいものである。だが、弥五郎はここで初めて貴族的なこの男の心の


    　──異常性


    　を垣かい間ま見たような気がした。


    「姫！　姫！　姫！」


    　なおも声を張り上げ続ける王子に鷹久が優しげに声をかける。


    「王子よ。泣くな。その姫がいったいどうしたというのじゃ。わしに聞かせてはくれぬか？」


    　その言葉を受け、ようやく王子は冷静さを取り戻した。未だ頰ほおを涙で濡ぬらしながら、王子はぽつぽつと語りだす。


    「姫は……私の婚約者でした」


    　王子の話が再びはじまった。王子と姫との出会いの物語である。


    　それは国と国とが取り決めた縁談であった。


    　だが出会った二人は一目で恋に落ちる。互いに交かわし合う、熱い愛の言葉。楽しく幸せな蜜月。


    　それは弥や五ご郎ろうも鷹たか久ひさも一度として聞いたことのない純真で甘やかな天上の愛の物語であった。


    　鷹久の顔がうっとりとしたものに変わってゆく。語る王子も幸福だった愛の日々を思い出しているのか、先ほどまでの涙も忘れ、顔つきが穏やかなものになってきた。


    （この話も危険だ）


    　弥五郎はそう思う。先の光の国の物語同様に……いや、それ以上にこの愛の物語は麻薬的であった。弥五郎は王子の言葉に惹ひき込まれぬように気を引き締め、なんとかこの話を止める機会を窺うかがっていた。が、この物語は王子の次の言葉によって急激に冷却される。


    「私と姫との日々は長く続きませんでした」


    　王子の顔に急に翳かげが差した。


    「なぜじゃ？　いったい何があったのじゃ？」


    　鷹久が顔を曇らせる。王子の蒼あおい瞳が悽せい愴そうな光を放はなった。


    「〈魔女〉」


    「まじょ……？」


    「世を歪ゆがめ、破壊し、惑まどわす闇の者ども。その者たちが姫の国を破滅へと追いやったのです」


    　一転、熱い愛の物語は幻げん妖よう怪かい奇きな戦いくさの物語へと変わった。異界より現れた七人の魔女が、巨大にして悍おぞましい魔物の軍団、数千の人々を瞬時に死滅させる兵器、不和を起こす邪悪な謀ぼう略りやくなどを駆使し、姫の国へと攻撃を開始したのである。


    　姫の国は滅び去り、姫は独り亡命することとなった。そうして姫はこの日本国へと逃げ込んでいるのだという。


    「私は亡命した姫を捜しにこの国へやってきました。未だ魔女どもは姫の命を狙ねらっています。私は姫を捜しだし、守らねばなりません。私は姫の気配を感覚的に察知することができます」


    「察知できる!?」


    「〈超赤い糸理論〉……。愛し合っている者同士ならば当然です」


    　王子は強くそう断言すると言葉を続けた。


    「私は姫の気配を頼りに旅をしてきました。そうしてようやく姫の居場所がわかったのです」


    「それがこの水分みくまり城だというのか？」


    　王子は首を振った。


    「湖」


    　湖といえばこの国では水分の湖うみのことである。


    「姫がこの国へ来るのに使用した船が湖の底に沈んでいるのです。おそらく姫はそこに隠れ潜ひそんでいます。ですが船は湖のさらに底、地の下に埋まい没ぼつしており、私の力では引き上げることができません。ですが、姫の船とこの城との間に微かすかな美び脈みやくの流れがあるのを察知しました。姫の船のある湖の底とこの城とはなんらかの美的繫つながりがあるのです」


    　美脈、美的繫がり、という言葉の意味はよくわからないが、つまりこの城と湖の底とは繫がっており、その道を使用したくて王子はこの城へとやってきたのだ。昨夜、王子が湖中より出現したのは、なんとか姫とやらの船を引き上げようと潜ってみていたというところだろうか。


    　そう納得しそうになり、弥や五ご郎ろうは慌ててその思いを打ち消した。


    「た、たわけ！　左様な話、信じられるものか！　だいたい光の国などというふざけた国の名など聞いたこともないぞ！　いったいそんな国、どこにあるというのだ！」


    　弥五郎の言葉を受け、王子は少し考えるように黙り込んだ。しばらくしてゆっくりと右手を上げはじめる。自然、弥五郎と鷹たか久ひさの目はその指先に集中してしまう。


    　王子の指先は地ち下か牢ろうの天井をさしていた。いや、天井などではない。それはもっと遥はるかに高い場所をさしていたのである。


    「星の海の果て、アンドロメダ銀河の中に光の国はあります」


    「あんどろ……」


    「姫は星の海を翔かける船に乗って、この地へ降り立ちました」


    　弥五郎も鷹久も言葉を失った。


    「星の……果て……？」


    　ようやく鷹久がそれだけ口にした。天をさした王子の指先がふるふると震ふるえだす。


    「姫……」


    　王子の目に再び涙が滲にじみだした。


    「姫……姫……姫……」


    　王子を取り囲んでいた油虫ゴキブリや鼠ねずみたちがざわざわと蠢うごめきだした。王子の心の乱れをそのまま表現するがごとく。


    「お、お屋や形かた様。本日はここまでと致しましょう……」


    　気味が悪くなり、弥五郎は鷹久に囁ささやく。名な残ごり惜しそうにする鷹久を無理やりに連れて、弥五郎は地下牢を後にする。


    「姫……姫……姫……」


    　王子の声はなおも続いている。ふと、王子のほうを振り返り、弥五郎は驚きに目を見張った。


    　王子の涙の落ちた場所。そこに一輪の白しろ薔ば薇らが咲いていたのである。


    



    三


    



    　地下牢の石段を上りきり、ようやく弥五郎と鷹久は地上へと戻ってきた。いつの間にやら陽は西の山並みの向こうに沈みかけている。だいぶ長い時を地ち下か牢ろうで過ごしていたらしい。


    「のお、弥や五ご郎ろう」


    　赤く染まる夕陽を眺めながら鷹たか久ひさはぼんやりとしてそう言った。


    「あの王子という男は神なのではなかろうか？」


    「なっ、何を仰おおせか！　まさかあの者のほら話をお信じになられたのではありますまいな。あのような妖よう人じんの言、お信じになられてはなりませぬ」


    「うむ……」と曖あい昧まいに言って鷹久は俯うつむいた。


    「のお、弥五郎。水分みくまりの湖うみの伝説を知っておるか？」


    　ふいに鷹久が言った。


    「知っているも何も……」


    　知らぬはずがない。この水分に住む者ならば、誰でも幼い頃子守歌がわりに聞かされるものであった。それは水分の湖が生まれた理由、そして水分総領家の興おこりを説明する伝説である。


    　神代の昔、高たか天まが原はら（神々の住まう天の国）から女神がこの地に降り立った。その勢いによって山が割れ、地に穴が開き、そこに水が湧わき、水分の湖が生まれる。旱かん魃ばつに苦しんでいた人々は大いに喜び、女神を崇あがめ奉たてまつった。


    『私はこの湖に鎮座し、我わが夫つま神がみの来るのを待ち続けるつもりです。私は眠りにつくので、夫神が来たら起こしてほしい。夫神が来て、私が目覚めたならば、この地を餓えも苦しみもない幸い[image: ]あふれる国にするでしょう』


    　そう告げて女神は永の眠りについた。そして女神を起こす役目を与えられた者が女神の祭さい祀し者しやとなり、国を治め、守ることとなった。すなわち、その祭祀者の一族が水分総領家である。


    　そこまで思いだし、弥五郎は、はっ、となった。弥五郎の表情の変化を目にし、鷹久は得たりとばかりに頷うなずく。


    「神代の昔にこの地に降り立った女神こそが王子の捜し求めている姫。そして女神が待ち続けている夫神こそが王子なのではないか？」


    「そんな……」


    　弥五郎はそれを否定しようとした。だが言葉が出てこない。確かに王子の語った話は、どことなく水分の神話を彷ほう彿ふつさせる。そして昨晩から今日にかけて王子の見せた幾いく多たの奇跡。それは神と言ってしまっても差さし支つかえないほどのものであった。


    「なれば、わしの……、水分総領家当主の役目は女神を起こすこと。すなわち姫を湖の底より引き上げることじゃ。さすればこの国は幸い[image: ]れる常とこ世よのごとき国となる……」


    「お、お屋や形かた様！　惑まどわされてはなりませぬ！　落ち着いて考えてもみなされ！　あの男の言、到底信じられたものではありませぬぞ！」


    　弥五郎の言葉を受け、鷹久は自じ[image: ]ちようぎみに微ほほ笑えんだ。


    「のお、弥五郎。わしはなんのための当主なのであろうな……」


    「無論、この水分みくまりの国を守り治めるための……」


    「それが名ばかりだということに気づかぬほど、わしはうつけてはおらぬぞ」


    　この寂しげな言葉に弥や五ご郎ろうは押し黙る。


    　弥五郎は小さく痩やせた当主の姿を改めて見つめた。病弱で、発育の遅い鷹たか久ひさは十五歳という年齢ながら、未だ十二、三の稚ち児ごのごとく見える。


    　──水分左さ近こん大たい輔ふ鷹久。第十四代水分総領家当主。


    　父である鷹たか満みつが急死して二年。側そば腹はらの兄たちを抜いて鷹久は当主となった。鷹久を当主の座につけたのは、筆頭家老の黒くろ瓜うり修しゆ理り亮のすけ昌まさ月つきである。鷹久がまだ若年であるという理由から、政まつりごとは黒瓜修理が名代として補佐するということになった。が、補佐などただの名目。実態は、修理が、政の実権を握る形になっていたのである。


    　水分総領家当主の座など、今やただのお飾りに過ぎぬのだ。


    　だが、そのお飾りが時として政には、必要であったりもする。


    　水分の女神の祭さい祀し者しやである水分当主は、土地の者にとってやはり神聖な存在であった。水分総領家が国を治めているということは、水分の女神が、治めているということに外ほかならない。水分氏の血筋が当主の座についている限り、民は納得し従うしかない。


    　実権を奪われているに等しい鷹久の存在意義とはつまりそれである。鷹久の言う通り、名ばかりの当主に過ぎないのだ。


    「だがの、弥五郎。伝説の通りならば、わしの真の役目は女神を起こし、この地に幸いの国を築くこと。王子が女神の夫つま神がみならばわしの生にも意味ができるのではないか……」


    　弥五郎は何も言うことができなかった。この幼い当主は王子の出現に夢と希望、己おのれの生きる意味とを見はじめたのだろう。それを誰が責められる。誰がその希望を壊すことができる。


    　だが、弥五郎はどうしても鷹久の言葉に首を縦に振ることができなかった。


    　なぜだろう。弥五郎は王子に対し、得体の知れぬ危険性を感じていたのだ。姫を思って泣きじゃくった王子の異常性。そこに弥五郎は何やら不吉なものを覚えていたのである。


    　鷹久の視線がふと土を盛って造られた左手の曲くる輪わへと移る（曲輪とは、城の周囲に張り巡らされた囲いのようなものである）。そこに一本の老木が立っていた。桃の木である。花どころか葉すらつけていない。


    「もう枯れてしまったのかの」


    　そんなことを鷹久は呟つぶやいた。


    　その桃が葉を散らしてからもうずいぶんたつ。おそらく枯れてしまっているのだろう。かつては春先に絢けん爛らんな花を咲かせ、城衆の目を愉たのしませたものである。


    「あの桃の木を母上様はたいへん愛しておられた。葉を散らしたのは母上様のお亡くなりになられた年じゃったな……」


    　そう語る鷹久の心中は読みきれない。もしかすると花を咲かすことなくそこに立ち続ける老木と、お飾りの当主に過ぎぬ己おのれの境遇を重ねているのかもわからない。


    （ああ。愛いとしく不ふ憫びんなお屋や形かた様……）


    　弥や五ご郎ろうの内にぐっと込み上げてくるものがあった。できることならば鷹たか久ひさの身を抱きしめ、自身の肉体でその悲しみを慰なぐさめてやりたい。だが、主君と家臣という間柄ではそれをすることも、その思いを口にすることも叶かなわなかった。


    　漢おとこ、弥五郎は主君への叶わぬ思いを胸の内に秘め、ただ隣に立ち、小さな当主をあらゆる苦しみ、悲しみから守ってやろうと心に誓ったのである。


    「さあ、殿。もう居きよ館かんへと戻りましょうぞ」


    　弥五郎は鷹久を促してその場を後にした。


    



    四


    



    　その夜のことである。


    　地ち下か牢ろうに続く石段の入り口を守る番士が妙な声を聞いた。


    　──姫……。姫……。姫……。


    　甘やかでありながら哀あい切せつの響きを帯びた声であった。それは鉄てつ扉ぴの奥、地の底より聞こえてくる。さながらそれは唄うたのように聞こえた。これが唄だとしたならば、なんと美しい唄であろうか。番士が今まで聞いた、いかな唄よりも耳心地よく胸に響く美声。


    （これは常とこ世よの住人の唄か？）


    　地下牢に続く鉄扉がいつの間にか常世へと通じる扉にでも化してしまったかのように錯さつ覚かくされてくる。


    　番士はその声を聞くにつれ、徐々に陶とう然ぜんとした心持ちになってきた。声に誘われるように、鉄扉へと近づいてゆく。気がつけば扉の閂かんぬきを外し、薄く開けて中を覗のぞき込んでいた。


    　地下深くへ続く石段の向こう、暗くら闇やみに何かちらほらと星のごとく青く光るものが無数に見える。その光の粒は夥おびただしい数であった。それがさわさわと蠢うごめきながら、物もの凄すごい速度でこちらに押し寄せてくるではないか。


    「うっ、うわぁ！」


    　番士はそこで我に返り、急いで鉄扉を閉める。閂を掛けようとした時、内側より強力な圧力が扉にかかった。扉が勢いよく開け放はなたれ、番士が弾き飛ばされる。扉の内より爆発するように蒼あおく輝くものたちが迸ほとばしり出てきた。


    「む……虫ぃ？」


    　それらは碧へき玉ぎよくのごとく輝く虫たちであった。無数の虫たちは蛍のごとく光を放ちながら、地を[image: ]はい、宙を舞い踊る。


    「ひぃぃ！　なんだぁ！　なんなんだこの美しいものたちはぁ！」


    　番士は腰を抜かし、喚わめき散らした。騒ぎを聞きつけた不寝番の侍たちが次々と駆けつけてくる。飛び回る玉色の虫に一同は驚き呆あきれて言葉をなくした。


    　間もなく、開け放たれた扉の中から一人の男がしゃなりしゃなりと典てん雅がな歩法で進み出てきた。まるで橋はし懸がかりより登場する役者のごとき圧倒的な花を纏まとっている。その男の身より発散された花が形を成し、今、この場を飛び回っている宝物のごとき生物群となったかのように思われた。金きん髪ぱつ碧へき眼がん長ちよう身しん痩そう軀くのその麗れい人じんは昨夜捕らえた王子と名乗る人物に外ほかならない。


    　王子は頰ほおに涙の筋を作り「姫……姫……」と呟つぶやきながら歩んでくる。


    　ぽとり、ぽとり、と王子が涙を落とした場所に次々と伸びあがってくるものがあった。それは白しろ薔ば薇らである。


    　誰も王子の歩みを止めることができない。ただ、遠巻きに眺め、号泣する美しい人を見守ることしかできなかった。


    



    　城下の武家町にいる弥や五ご郎ろうのもとにもその騒ぎは届いていた。水分みくまり城の北の丸の辺りに青色の光が無数に湧わき上がり、鬼おに火びのごとく乱舞している。それに武家町に居住する侍やその女房どもが気づき騒ぎ立てはじめたのであった。弥五郎はすぐにそれが王子に関わることだと察しがついた。すぐさま着替え、佩はい刀とうを引っ摑つかみ、城へと駆けてゆく。


    　城へと入り、北の丸へと到着した時、そこに人だかりができていた。誰もが呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、ある一点をぼんやりと眺めている。


    「どけっ！　どかぬか！」


    　弥五郎は阿あ呆ほうみたいに佇ちよ立りつする侍たちを搔かき分け、人だかりの前へと進んでゆく。


    「弥五郎。来たか」


    　声がかかる。鷹たか久ひさであった。


    「お屋や形かた様。これはいったい……」


    　鷹久は無言で曲くる輪わの上を指差した。


    「おおっ！」


    　そこに弥五郎は見た。妖よう星せいのごとく舞う青い光の中、桃の木に取りすがり慟どう哭こくする王子の姿を。合羽かつぱを夜風にはためかし、おいおいと夜天に向かいむせび泣く。地ち下か牢ろうの入り口から王子の足元まで純白の道のようなものができている。それは白薔薇でできた道であった。そして王子が手をつき、滂ぼう沱だの涙を滴したたらせる桃の木には


    「花が咲いている！」


    　そう。とうに枯れきっていたはずの桃の老樹が王子の悲哀を慰めんとするがごとく、今を盛さかりとばかりに繚りよう乱らんと花を咲かせていたのである。その悲しくも美しい光景は、あたかも神話の一場面を見るがごとくであった。


    「神じゃ……。やはり王子は神じゃぞ……」


    　鷹久が王子から目を離せぬまま、誰にともなく呟いた。その言葉に誘われるように、その場にいた人々が、一人、また一人と声を発しはじめる。


    「神だ……」


    「神の降こう臨りんだ……」


    　この場の全ての人間が王子に魅了されていた。みな、幼年期より水分みくまりの神話を聞いて育った者たちである。水分の女神が悠ゆう久きゆうの昔より待ちわびていた夫つま神がみと王子とを重ねていたのだ。


    　王子の姿に他愛たわいなく魅了されてゆく侍たちを見、弥や五ご郎ろうは言い知れぬ不安を感じる。


    （駄目だ。なぜかわからぬが、この男をこのままにしておいては危険だ。この男の語った光の国の物語と同じだ。この男の存在は麻薬のごとく人々を酔わせ惑まどわす。この男を今すぐにでも捕らえ国外に追放せねば……！）


    　弥五郎は叫んでいた。


    「何を呆ほうけておる！　あの者は脱獄者だぞ！　捕らえよ！　捕らえるのだ！」


    　弥五郎の命に即座に反応できた者はいなかった。侍の半数が呆ぼう然ぜんとしたまま弥五郎の言葉を聞き流し、残る半数は困惑している。


    「し、しかし、あの者は……」


    「神だというのか？　惑わされるな！　あれはただの人ぞ！　人にしか見えぬであろう！」


    「はっ……ははっ！」


    　侍たちは戸惑いながらも弥五郎の命に応じ、曲くる輪わの上の王子へと駆けてゆく。
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    　王子は濡ぬれた眼まなこを己おのれに向かってくる武者たちに向けた。そして一言。


    「美しくない……」


    　直後。油虫ゴキブリが大波となって、ぶわりと舞い上がった。青い光の奔ほん流りゆうとなった虫どもは怒ど濤とうのごとく侍たちに押し寄せて、その身を押し包んでしまう。


    「おぶ……おぶぶっ！　美し……美し……。おぶぶ……ぶぶっ……！」


    　光の荒波の中、侍たちの声だけが聞こえてきた。やがて、その声が小さくなるとともに、さぁーっと波が引くように虫どもが侍たちより離れてゆく。


    　そこにはいい夢でも見ているがごとく虚うつろな目でぶつぶつと呟つぶやく武者たちが転がっていた。


    「う……美しいよぉ～。母上様ぁ～。美しいよぉ～。わーいわーい……」


    　弥や五ご郎ろうは、ぞっ、として立ちつくした。


    「弥五郎！」


    　鷹たか久ひさの怒気をはらんだ声が飛んでくる。


    「お屋や形かた様……」


    　振り向いた弥五郎の頰ほおを鷹久の平手が打った。小さな身体からだを伸びあがらせて弥五郎の長身へと必死の一打ちを加えたのである。非力な鷹久の平手など革のような弥五郎の頰にはなんの痛つう痒ようも感じさせない。だが、実際の身の痛み以上に愛する主君に打ちよう擲ちやくされたという心の痛みが弥五郎にこの上ない衝撃を与えていた。


    「なんということをするのじゃ！　わからぬか！　王子は神じゃぞ！」


    「か、神と？　お、お屋形様……」


    　何か弥五郎が言おうとする前に曲くる輪わの上より神こう々ごうしい声が上がった。


    「美しくない！」


    　王子であった。


    　弥五郎を睨にらみつけていた鷹久だったが、王子の美声の力によって、あっという間に弥五郎の存在を忘れてしまう。王子のほうへと熱っぽい瞳を戻す。


    「美しくない……。この国は美しくありません。もっと美を。もっともっとこの国を美しく。この国を美で満たさねば。姫を呼び起こさねば……」


    　鷹久をはじめとする城衆にはその王子の言葉が地上へ向けて発された神の諭ゆ告こくとして響いた。


    　もう城衆は疑ってなどいない。王子は神に違いがない。そして今、湖底の女神を呼び起こそうとしておられる。誰もがそう理解した。


    　いや、一人だけそうは思わぬ者がいた。弥五郎である。


    （神？　みなにはあの男がそう見えているのか？　俺にはそう見えぬ。俺には……）


    　弥五郎は地に倒れ、未だぶつぶつと呟き続ける侍たちをちらりと見る。


    　弥五郎の内に戦せん慄りつとともに恐怖に似た感情が湧わき上がってきた。


    （魔性に見える……）

  



  
    　第二章　王子試合


    



    〈その人〉は湖底の船の中で、眠っているでも覚醒しているでもない状態で存在していた。


    〈その人〉は今や肉体を持たぬただの意思である。長き旅路、闘争に疲れ果て、今一時の休息をとっていたのであった。この休息がどれほどの長きにわたるかは〈その人〉自身にも想像がつかない。この船は清らかな母の胎たい内ないと霊的に同じ造りとなっている。すなわち〈その人〉は生まれる前の赤子へと戻っていたのだ。


    　温かい人工母ぼ胎たいに抱かれながら〈その人〉は夢を見る。


    　愛した人とともに過ごした日々の夢を……。


    



    一


    



    　その部屋には、むっとするような甘い匂いが立ち込めていた。


    　香こう炉ろより縷る々ると立ち昇る香に煙けぶり、白いものが絡み合い蠢うごめいている。


    　それは、裸の少年たちであった。みな小鳥のように可か憐れんな顔をした美少年で、稚ち児ご烏え帽ぼ子しを被かぶっている他は、何も纏まとっていない。


    　その少年たちの白い裸身に埋もれるように、一人の男が明みん国こく渡来の豪ごう奢しやな緋ひ毛もう氈せんの上にゆったりと寝そべっていた。


    　鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろの長髪。色香を宿した切れ長の垂れ目。異様に紅く厚い唇。顎あごに浮いた妖よう艶えんな黒子ほくろ。大輪の毒花のごとき中年男性である。


    　少年たちは、その男性のはだけた胸元に口を寄せ、撫なでさすり、快美の表情を浮かべている。なかには、男の気を引こうと、二人組になって口づけし合う少年たちもいる。紅こう潮ちようした頰ほおの色とは対照的に、少年たちの瞳には光なく、さながら人形のようであった。美少年たちは、この中年男性によって身も心も支配されてしまっているのである。


    　──黒くろ瓜うり修しゆ理り亮のすけ昌まさ月つき。水分みくまり家の筆頭家老にして、この国の実質的支配者である。


    　いや、政まつりごとを私わたくしし、他の追つい随ずいを許さぬその姿勢は独裁者といったほうが正しいだろう。


    　かつて黒瓜修理は水分家臣団の中でも戦場での兵ひよう糧ろう調達などを担当する地味で目立たぬ存在であった。そんな黒瓜が、その怪物性を発揮しはじめたのは、先代当主水分鷹たか満みつが亡くなった頃からである。


    　鷹満には、四人の息子がいた。


    　長男鷹たか孝たか。次男鷹たか貞さだ。三男鷹たか保やす。そして現当主である四男鷹たか久ひさである。


    　このうち鷹孝は、病弱で流行はやり病やまいにより早そう世せいしていた。家督を継ぐのは、当然次男の鷹貞ということになる。鷹貞は思慮深く、かつ戦場では勇ゆう猛もう果か敢かん。まさに当主の器であった。


    　だが、ここでやっかいな問題が生じてきた。


    　この四人の兄弟の中で鷹たか満みつの正室の子は長男鷹たか孝たかと四男鷹たか久ひさのみ。鷹たか貞さだと鷹たか保やすは側室の子だったのだ。末っ子の鷹久もまた家督を継ぐ権利があったのである。


    　もっとも、この時鷹久は十三歳。若年の上に身体脆ぜい弱じやく。当主の器ではない。鷹久自身も、家督を継ぐ意志がない。家老衆の意見は、鷹貞が家督を継ぐことで纏まとまろうとしていた。


    　そんな時、ふいに黒くろ瓜うりが、口を挟んだのである。


    　──側室の子が家督につくは傾けい城せい傾けい国こくの徴しるしなり。総領には鷹久様を。


    　黒瓜は、古今東西の歴史を繙ひもとき、正室の子が家督を継ぐことの正当性、側室の子が家督を継ぐことの危あやうさをとくとくと説きだした。その悪魔のごとき雄弁、説得力に、家老衆の大半が鷹久を家督にすべきではないかと思いはじめてしまったのである。


    　黒瓜は鷹久を支持する家老衆を[image: ]あおり、やがて水分みくまり家臣団の内に鷹久派と鷹貞派の対立を生じさせた。黒瓜は、謀ぼう略りやくを巡らせ、鷹貞派の重臣を次々と失脚させる。そうして対立は激化し、ついには内乱の域へと達することになった。


    　黒瓜は、巧たくみに内乱を制し、鷹貞及びその支持者を誅ちゆう殺さつ。三男鷹保を国外に追放。鷹久を当主の座に据すえることに成功したのだ。そして、自身は、鷹久を当主へとつけた第一人者として発言力を強め、ついには実権を一手に握るまでになっていたのである。


    　醜みにくい権力の鬼。独裁者。そして、漁ぎよ色しよく家かをもって悪名高い。

  



  [image: ]



  
    　若く消極的であった日の鬱うつ憤ぷんを晴らすように、黒くろ瓜うりは衆しゆう道どうの道に耽たん溺できしていた。


    　家人の子のうちでも容よう姿し端たん麗れいなものを選び、小こ姓しようとして側に置き、次々と手をつけていったのである。はじめ小姓たちは、それも出世の道とやむなく応じていたが、黒瓜の絶妙な性技の前に身も心も支配され、ついには黒瓜の肉奴隷と化してゆくのであった。


    　今、黒瓜は存分に調教しつくした美少年の肉にく布団ぶとんに埋もれ、一人の侍と対面していた。


    「相も変わらず、面白みのない面よのぉ」


    　上等な酒でも啜すするように傍かたわらの美少年の口を啜り、黒瓜がそう口にする。それは目の前に控える侍──阿あ東とう弥や五ご郎ろうの沈ちん毅きな顔つきに対して吐かれた言葉であった。


    「むふん。つまり、こういうことか」


    　黒瓜が、扇せん子すで弥五郎を指す。


    「その光の国から来たとかいう王子なる者が、水分みくまりの女神の待ちわびていた夫つま神がみであると」


    「城中の者……ことにお屋や形かた様はそう信じ込んでおられるようです」


    　弥五郎の心は暗い。あの日、鷹たか久ひさに頰ほおを張られた痛みが未だ消えず疼うずいているようだ。あの夜から弥五郎は鷹久に会っていない。鷹久のほうで弥五郎を避けているようだ。弥五郎は親愛なる主君にお目にかかれぬ日を鬱うつ々うつとして過ごしていたのであった。


    「それでこの騒ぎか」


    　黒瓜は厚い唇に扇をあてる。


    　あの夜より三日がたっていた。鷹久は王子を地ち下か牢ろうより解き放はなち、身辺に侍はべらせている。そして、王子の言っていた「この水分城と湖の底は繫つながっている」という言葉を信じ、城衆に命じて城内を探索させているのである。各曲くる輪わの砦とりで、居きよ館かんの床下を調べ、井戸の底を浚さらい、石垣の石の一つ一つに至るまで叩たたいて調べてみる。が、未だそれらしい通路はみつかっていない。


    「して。うぬはどう思う」


    「どう……とは」


    「その王子は誠に神だと思うか」


    　弥五郎は言い淀よどんだ。主君の鷹久が信じているのである。それを否定するような発言を弥五郎ができるはずもない。何も答えられぬ弥五郎を[image: ]あざけるように黒瓜は皮肉な笑いを浮かべた。


    「北の丸にて王子が起こしたという光は私も目にした。王子とやらの姿も幾度か見かけた。確かに王子は神のごとき力と美び貌ぼうを備えておる。だが実際にあれが神かどうかは問題ではない」


    「は？」


    「あれが神として祀まつり上げるのに差さし支つかえなき者か否いなかだ」


    　黒瓜は何か含みのある言い方をして、むふんと笑った。


    （佞ねい臣しんめ。何を企たくらんでおる……）


    　弥五郎は怪け訝げんの念を抱いだき、黒瓜の妖よう麗れいな顔を見た。


    「それよりも弥五郎よ」


    　はぐらかすように黒くろ瓜うりが言った。


    「うぬの担当する村の年ねん貢ぐが未納となっておるがこれはいかなことか？」


    　ふいに痛いところを突かれた。おそらくこれが本題であろう。


    「面めん目ぼく次し第だいもござりません」


    「聞けば阿あ東とう。そなたは農民どもに慈じ悲ひ深く当たっておるそうではないか」


    　慈悲深くという部分を殊こと更さら強調した。そんなもの無用だと断じているのだ。


    　慈悲深く、というほどでもないが、弥や五ご郎ろうは農民たちから強硬な手段で年貢を回収するようなことはしていない。昨年より凶作が続き、農家は困こん窮きゆうしている。村によってはその日の食べ物にも困るような有様なのだ。そんな者たちから無理に年貢を回収するような非道はできない。


    　弥五郎はできるだけ村々の名主たちと膝ひざを突き合わせ、その言い分を真しん摯しに聞くようにしていた。そうやって交わるうちに弥五郎と農民たちの間に信頼や友情が生まれているのも事実。その関係を弥五郎は尊とうといものとしていた。


    　しかし謀ぼう略りやくのみで成り上がった黒瓜にはそのような農民と弥五郎との信頼関係などわかるはずもない。黒瓜は言葉を続ける。


    「よいか。この水分みくまりは女神の祭さい祀し者しやたる総領家の威光によって治まっておる国。総領家の威光さえあれば多少農民など痛めつけたところで不満は起こらぬ。それがわからぬか？」


    　これはあまりに乱暴な言である。さすがの弥五郎も、かっ、となった。


    「お言葉を返すようですが」


    　顔を上げ、きっ、と黒瓜を見据える。


    「ご家老の行った増税により、総領家の威光も薄れてきております。本来ならばこの凶作のおり、徳政を行ってしかるべきもの。もはや総領家の威光など風前の灯ともしびにすぎませぬぞ」


    　声こそ荒らげなかったが、その口調には物もの凄すごい気迫が籠こもっていた。


    　事実、黒瓜が実権を握り、増税を行ってから、農民の間では不満が強くなってきている。


    　増税を行っているのは黒瓜だが、農民はそうは思わない。不満が集まるのは何も知らぬ当主鷹たか久ひさにである。そこに弥五郎は怒りを感じていた。その怒りの思いをこの機会に一気に言ってやったのだ。


    　だが、言ってしまってから弥五郎は、はっ、と我に返る。いくらなんでも口が過ぎた。侍大将ごときが国の筆頭家老に言っていいことではない。弥五郎は色をなくし黒瓜の顔を窺うかがい見た。


    　だが、意外。黒瓜は、怒るどころか、妖よう艶えんな顔で微ほほ笑えんでいる。


    「むふん。総領家の威光は風前の灯か」


    　そう呟つぶやいた。むしろ機嫌がよさそうにすら見える。


    　──予想通り。


    　何やらそんな顔つきである。弥五郎が啞あ然ぜんとしていると「ときに阿東」と黒瓜が尋ねてきた。


    「先ほども申した通り、そなたは農民どもに慈悲深く当たり、信任を集めているとか。そればかりではない。そなたの勇猛さ、誠実さは、若い家人たちの間でも評判がよいそうよな。ん？」


    　急に弥や五ご郎ろうを褒ほめはじめた。黒くろ瓜うりが弥五郎を褒めたことなど一度もない。何やら気味が悪い。


    「左様なことは……」


    「謙けん[image: ]そんするな。聞けばそなた兵へい法ほうの使い手だとか。それはいかな兵法じゃ？」


    「念流でございます」


    　ふーん、と黒瓜は曖あい昧まいに頷うなずく。おそらく聞いたことがないのだろう。


    「実は武ぶ芸げい上じよう覧らん試合を執とり行おうと思っておる」


    「は？」


    　唐突な言葉であった。


    「なに。ここ数年、戦いくさもなく家人どもも力を持てあましておろう。とくに近年、わが国は文に偏かたより過ぎる傾向にある。戦がないとはいえ、武家の本ほん懐かいが武門にあるのは変わらぬこと。この機に家人たちに武士のあるべき姿を見せておく必要があろうと思ってな」


    　弥五郎は不審の念を抱く。黒瓜は吏り僚りよう派はの武士である。政権を握ってよりこの方、武を軽かろんじてきた。それが急に何を言い出したのだろう。そもそも文に偏るのは黒瓜自身の政治方針に外ほかならない。この急な心変わりは怪しいとしか言いようがないではないか。


    　弥五郎の疑いを知ってか知らずか黒瓜は言葉を続ける。


    「そこでだ。うぬに出てもらいたい」


    「それがしが……ですか？」


    「うぬは水分みくまり武士団きっての剣の使い手だ。うぬが出ねばはじまるまい。うぬの兵法の腕、ぜひとも国人衆に披露し、武人の鑑かがみとなってほしい」


    　また弥五郎を持ち上げた。ますますもって怪しい。だが弥五郎は立場上、否いなとは言えない。


    「謹つつしんでお受け致します」


    　と、引き受けるより他なかった。


    「して。それがしの相手はいったい？」


    　弥五郎は家中の兵法家たちの顔をいろいろと思い浮かべた。槍やりや弓馬術の達者は幾人か思いつくが剣術の使い手といえば思い当たる者がいない。武人たちは戦の役に立つ槍そう術じゆつや弓術を主流に学び、鍛たん錬れんする。この戦国の世では剣術はまだまだマイナーなものだったのである。


    「さて。誰にしたものかの……」


    　その口ぶりはすでに相手を決めてあるが未だ明かす気がない、といった様子であった。


    「まあよい。考えておくわ。それだけだ。下がってよいぞ」


    　黒瓜が、満足げに頷いてそう言うので、疑念を抱きながらも弥五郎は退出した。


    　廊下を出、障子を閉めた時、ふと、黒瓜の呟つぶやきが聞こえてきた。


    「そうか。総領家の威光は風ふう前ぜんの灯ともしびか。では……」


    　そこで黒瓜は、むふん、と笑った。


    「新しいお飾りが必要よなぁ」


    



    二


    



    「ああう……ううあ……ああう……！」


    　ふいに寝所より響いてきた悩ましげな呻うめき声に鷹たか久ひさは驚き慌てた。寝所には王子が独り休んでいたはずである。鷹久は急いで襖ふすまを開けて寝所へと飛び込んだ。


    　王子が床の上で悶もだえ苦しんでいる。衣の前をかき広げ、たくましい胸板、蕾つぼみのような乳首が露あらわになっていた。白雪のごとき肌には、蜜のような玉の汗がびっしりと浮かび、顔には艶なまめかしい苦く悶もんの色がある。


    「あん。ああう……。あああ……あはあ……。あ、うん……！」


    　左手の細長く麗うるわしい指が宙をかいている。右手は己おのれの胸を揉もみしだくようにされ、麗れい美びな太ふと[image: ]ももも露わに右の美脚が上がり、嘗なめてしまいたくなるような足の指が中空でわなないていた。


    　悪夢にうなされているのだ。だが、はたしていかな悪夢を見ているものか、この苦しみようは尋常ではない。まるで悪漢に手て籠ごめにされている夢でも見ているかのようであった。


    　不謹慎にも鷹久はその王子の姿に淫みだらな情欲が湧わくのを覚えてしまう。だが、すぐに我に返り、王子の身体からだを揺すった。


    「王子！　王子！　いかがしたのじゃ！　大事ないか！」


    　鷹久の声に王子は、はっ、と瞼まぶたを開く。


    　しばし荒い息のまま室内を見回していたが、鷹久の心配そうな顔を見ると安心したのか、深呼吸を吐いてから、ようやく微笑を浮かべた。


    「夢を……見ていました」


    「夢……？」


    「はい。とても恐ろしい夢です。いや、本当に夢だったのでしょうか……」


    　鷹久は不安げな顔をして王子をみつめた。


    「実はこの星に来て、湖の畔ほとりで鷹久さんに会うまでの記憶が欠落しています」


    「え？」


    　唐突な言葉であった。鷹久は愛らしい眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。


    「私は姫の気配を追ってこの星に来ました。ですが、そこからの記憶がないのです。気がつけば、あの湖の畔で貴男あなたと弥や五ご郎ろうさんの前にいました」


    「それは……」


    「もしかすると今見た夢はその欠落した記憶なのかもしれません」


    「いかな夢を見たのじゃ」


    「魔女……」


    　王子が忌いま忌ましげに口にしたのはその言葉であった。


    「あれは魔女に違いない。ええ。きっと魔女です。魔女が私を追ってくるのです。そして私に何か禍まが々まがしい赤い光を撃ち込んできました。その光に私の身体からだは侵おかされてゆき……」


    　王子の顔が青ざめる。


    「私は死にました」


    　鷹たか久ひさは啞あ然ぜんとした。


    「魔女がこの国に来ています。悍おぞましい魔女！　きっと魔女も姫の居場所をつきとめたのでしょう！　ああ！　早く姫を湖の底より引き上げねば！　姫！　姫！」


    　叫びはじめた王子は錯さく乱らんしていると言ってよかった。頭痛に耐えるように頭を抱かかえ、ぶんぶんと首を振る。


    「王子！　夢じゃ！　それはただの夢じゃ！　落ち着け！　落ち着くのじゃ！」


    　鷹久はなんとか王子を落ち着かせようと、その身体を押さえつける。触れた王子の身体は強く震ふるえていた。その振動が王子の身から発される美とともに鷹久へと伝わってゆき、心と肉体の性感帯をぶるぶると刺激する。鷹久の内に快美感とともに強い愛いとしさが湧わき上がってきた。


    「大丈夫。大丈夫じゃ王子。わしが必ず姫を引き上げてみせるぞ。それがわしの……水分みくまり総領家当主の役目なのだから……」


    「ああ。鷹久さん。あなたはなんと心美しい人なのでしょう」


    　王子はやや落ち着きを取り戻し、鷹久の手を取って顔を近づける。蒼あおく潤うるむ泉のごとき瞳に見つめられ、先ほど覚えた快楽とともに、鷹久の胸がどくどくと強く脈打ちはじめた。


    （ああ、王子。愛しい王子。わしはおぬしのためならばなんでもしよう。お主が喜び微ほほ笑えむならば何を犠ぎ牲せいにしてもかまうものか……）


    　陶とう然ぜんとするなか、そんな思いが内に湧き上がってきた。


    



    三


    



    　翌早朝。


    　弥や五ご郎ろうは栗毛の愛馬に跨またがり、武家町の屋敷より水分湖の対岸へと出発していた。


    　途中ですれ違った若党らが


    「おおっ！　阿あ東とう様だ！」


    「おはようございまする。本日もまた勇ましい！」


    「さすがは国内無む双そうでございますなあ！」


    　などと目を輝かせて挨あい拶さつしてゆく。


    　弥五郎は若くして数々の武功を立て、今や侍大将の地位についている。そればかりではない。剣をとっては国内無双。まさに弥五郎は、水分国一の勇士と言って差さし支つかえない人物であった。その姿は若い侍たちの羨せん望ぼうの的となっているのである。だが、


    （国内無双か……。左様なもの、今や無用のものよ）


    　弥や五ご郎ろうはそう思った。


    　先に述べたような栄光に弥五郎があったのは、先代当主、水分みくまり総領鷹たか満みつ存命の頃のことである。


    　鷹満は質しつ実じつ剛ごう健けんな人柄で知られ、国内のみならず他国からも信頼を集めていた。武を重んじ、隣国が侵略に遭えば、義をもって支援に応じる。武人たちも腕の振るい甲が斐いがあったものだ。


    　だが、嫡ちやく子しの鷹たか久ひさが当主の座につき、吏り僚りよう派はの家老、黒くろ瓜うり修しゆ理りが政まつりごとを行うようになってからは、武は軽かろんじられるようになる。実際、山深き国水分は、他国からの侵略を受けることもない。他国の援護を引き受けさえせねば、武力はほぼ無用のものなのであった。


    「今や、年ねん貢ぐの取り立て人かよ」


    　弥五郎は、自じ[image: ]ちようぎみに呟つぶやいた。


    　──年貢の取り立て人。


    　気の荒い武功派の侍たちに黒瓜が命じたのはまさにその役目であった。武人たちの荒々しい気性を利用して、農民らを脅おどし、年貢を回収させようというのだ。誇り高き水分武者としてはなんとも情けない役目である。


    （水分武者も地に堕おちた……）


    　弥五郎は自分の今向かっている村のことを思う。その村はことに凶作の影響が強く、困こん窮きゆうの度合いが強かった。みな暗い顔をしており、農民たちから信任の厚い弥五郎に対してもおどおどした目を向けてくる。正直、年貢の催促に向かうのは気が重くなる村であった。思えばその村には一月以上足を向けていない。


    　暗あん澹たんたる気持ちを抱かかえたまま、弥五郎は村へ向かって馬を走らせた。


    



    （おや？）


    　村に到着した弥五郎は妙な思いにとらわれた。


    　童わらべが楽しげに追いかけっこをし、農夫が藁わら束たばを担いで運んでいる。湖上では漁民が丸木舟を浮かべ、蝦えびを捕っていた。人々はみな笑い合って幸せそうにしている。


    　いつも卑ひ屈くつな顔で弥五郎を見てきた農民が今日は快活に挨あい拶さつをしてくる。


    　戸と惑まどいながら挨拶を返した弥五郎は農民の額ひたいに赤く輝くものが嵌はまっていることに気がついた。それは楕円形の赤い宝石である。見ればほとんどの村人がそれを額につけているではないか。


    　弥五郎は怪け訝げんに思いながらも名主の家に向けて馬を進めた。


    　村の中を進むにつれて、弥五郎の内の怪訝の念はさらに強まっていった。村の様子が明らかに変わってきたのである。


    　まず、牛がやけに多い。繫つながれるでも働かされるでもなく、そこかしこに牛が放はなたれ、うろうろとうろついているのであった。


    　さらに道端に半裸の男たちが座して何事か行っている。ある者は座禅を組み、ある者は己おのれの足を頭の後ろに組み、ある者はうつぶせになりながら身体からだを弓なりにそらした状態で耐えていた。みな、肉体を不自然な方向に曲げた姿勢を維持したまま、じっとしているのである。何やら行ぎようのようなものをやっているように見えるが、いったいなんなのかわからない。尋ねてみると、


    「瑜伽ヨーガ」


    　と厳げん粛しゆくな声で意味のわからない答えをされた。


    　珍妙な音楽が聞こえてくる。やたらとけたたましい弦楽器の音。ひょろひょろと身体の力の抜けそうになる笛の響き。甲かん高だかい声で歌われる歌詞は聞いたこともない異国の言葉だ。


    　見れば[image: ]つじに三人の男が腰掛け楽器を演奏している。悦えつに入いって歌う歌手。奇異な形の琴。異様に長い縦笛。笛を吹く男の前には壺が一つ置かれており、その内より一匹の蛇が鎌かま首くびをもたげ、笛の音に合わせてゆらゆらと踊っている。あの男らは確か農夫であったはずだが、いつの間に斯か様ような芸能を身につけたのか。


    　また村の各所に妖あやしげな神像が配置されているのが目についた。腕や首が無数についた異形の魔神。乳ち房ぶさも露あらわな放ほう埒らつの女神。交合する男女神。牛馬や猿、獅し子しの首を有する半はん獣じゆう半はん神しん……。それらには赤や黄色の粉末が塗りたくられ、密教僧の奉ずる秘仏に似ているが、いやに性的で装そう飾しよく過か多たなものであった。人々はそれらの像の前に座し、敬けい虔けんに祈りを捧ささげている。


    「ああ。うめぇ。天てん竺じくの聖女様が下さった聖飯カレーはほんとにうめぇやぁ」


    「んだぁ。こげなうめぇ物、おら、食ったごとねえやぁ」


    　近くの農家で老人が二人、縁側に腰掛けて話している。その老人の額ひたいにも紅い宝石が嵌はめ込まれていた。何かをしきりに口に運んでいるが、それが見えない。老人の手元の茶碗には何も入っていないのだ。空の茶碗を口元に持っていき、老人はさらさらと[image: ]はしでかきこむ仕草をする。


    「ああ。うめぇ。うめぇ。こげなうめぇ物が、いぐらでも出てくんだおんなぁ」


    　弥や五ご郎ろうは顔をしかめ、先に進む。


    　道すがら一いつ糸し纏まとわぬ男二人とすれ違った。その男たちの額にも赤い宝石が光っている。


    「おめえも、とうとう聖女様がら聖衣サリーば授かったが」


    「ああ。こげな綺き麗れいな服、おら初めて着だやぁ。ぬくくて気持ちいいやぁ。そいにしても、おめえの女房、べっぴんだっちゃなぁ」


    　男が虚こ空くうに目を向ける。まるで、そこに誰かがいるかのように。


    「おお。ずっと女房がでぎねぐて困ってたんだぁ。だどもやぁ、聖女様が聖嫁デイーバばくれただぁ。ここだけの話、こいづは、夜もすげえんだどぉ」


    「おっ。嫁ごが、照れてっど！」


    　そう言って笑い合った。


    （なんだ？　おかしいぞ？）


    　前にこの村に来たのは一月以上前である。その頃はただのひなびた農村であった。それがいつの間にかずいぶんと様変わりしてしまっている。


    　ぱおぉぉぉーん。


    　けたたましい獣の雄お叫たけびが聞こえてきて、弥や五ご郎ろうは、びくりと肩を震ふるわせた。雄叫びのした方向へ目を向けると、


    「すわっ！」


    　山のように巨大な動物がのしのしと歩んでくるではないか。


    　石のような色をした堅かたそうな皮膚。耳が団扇うちわのごとく大きく、鼻が蛇のように長い。こんな珍妙な獣を弥五郎は見たことがない。まるで魔ま獣じゆうである。


    　その背中に一人の男が乗っていた。


    「これはこれは阿あ東とう様」


    　柔にゆう和わに微ほほ笑えむその男はこの村の名主に違いなかった。名主の額ひたいにも赤い宝石がついている。


    「なんだその獣は！」


    　驚く弥五郎に名主は獣の背より降りながらなんでもないことのようにこう答える。


    「これは象でございます」


    「ぞ、象と？」


    　異国にそのような獣がいると聞いたことがある。


    「暴れだせば手がつけられませぬが、馴なれれば従順で、力も強くたいへん役に立っております。なにせ牛は聖なる動物ですからこきつかうわけにもまいりませんので」


    「な、なにゆえ左様な獣がここに。いや、この村の変わりようはいかなことだ！」


    　名主は、はははっと笑った。


    「見違えましたでしょう。それもこれも聖女様のおかげでございます」


    「聖女？」


    　ここに来るまでに何度かその名は耳にした。


    「天てん竺じくから来られた聖女様です。この国をお救いになるために渡来されました」


    「はぁ？　天竺!?」


    　天竺──明みん国こくよりも遥はるか西方。仏法発祥の地。絵え屛びよう風ぶなどでみる極楽のごとき異国……。それなりに教養のある弥五郎ですら、その程度のことしか思い浮かばない。ただ、仏ブツ陀ダの生誕した国として、神秘な雰囲気を伴って感じられた。


    「そういえば阿東様は何用あって来られたのです。ああ、未納であった年ねん貢ぐの件ですな」


    「う、うむ。そなたらの生活も苦しいと思うが……」


    「昨年のぶんも含め、耳をそろえてお納め致します」


    　さらりと名主が言った。


    「なっ……」


    「なんでしたら来年のぶんも纏まとめてお納め致しましょうか」


    「何を申しておる。うぬらは、ただでさえ貧しい暮らしをしておったではないか。それで冬が越せるのか？」


    　弥や五ご郎ろうのほうが焦あせってしまった。名主は落ち着いて頷うなずく。


    「もう米も野菜もこの村には必要ないのです。私どもは聖女様に如意宝珠イーシーノルブーを授けていただきました。この如意宝珠イーシーノルブーが聖飯カレーも聖ナ[image: ]ンも聖茶チヤイもいくらでも出して下さります」


    　そう言って額ひたいに埋め込まれた赤い宝石を指差した。


    「いーしー……？　なんなのだそれは？」


    「これは望む物をなんでも出すことのできる天てん竺じくの宝珠でございます。美味なる食物。豪華な衣服。美しく従順な伴はん侶りよ……。なんでもでございます」


    「馬鹿な。左様なものあるものか。では、美味なる食物とやらを出してみよ」


    　名主は困ったような顔をした。


    「お出ししてもよろしいのですが、それらは阿あ東とう様には見ることができません。如意宝珠イーシーノルブーによって造り出したものは如意宝珠イーシーノルブーをつけた者にしか見ることができぬのです」


    「はあ？」


    　なんとも疑わしい話である。


    「そなた本気で申しておるのか？　その天竺の聖女とやらに[image: ]だまされておるのではないか？」


    　言われ、名主は悲しげな顔になった。


    「そう思われるのも致し方ないのかもしれません。なにせ如意宝珠イーシーノルブーをつけぬ者には見ることも触れることもできぬのですから……」


    　しょんぼりする名主を目にし、弥五郎は腹立たしい思いを抱いた。


    （望むものをいくらでも出すことができる？　そんなうまい話あるものか。民の困こん窮きゆうにつけこむ詐さ欺ぎ師しに違いなし。善良な領民をたぶらかす聖女とやら。捨て置けぬ）


    　弥五郎は名主の肩をがっしと摑つかんだ。


    「聖女とやらに会わせるのだ。その化けの皮をはがしてくれる！」


    



    　弥五郎は名主に連れられて聖女の来るという湖畔へと到着した。なんでも聖女は人々を集めここで毎日説法をするのだという。


    　間もなく一人、二人と農民たちが集まってくる。意外にも額に赤石をつけていない者が半数以上であった。それは未だ聖女の信者となっていない、近隣の村の者たちだろう。望む物を自在に生み出すという如意宝珠イーシーノルブーの[image: ]うわさを聞きつけ、どんなものかとやってきたのだ。これから行われる説法はそんな者たちへの布教の意味もあるのだという。


    　さらにのそのそと数頭の象と十数頭の牛が集まってくる。ちらほらと鹿や猿の姿も見受けられた。獣たちはのっそりとその場に腰掛けると聖女の現れるのを大人しく待っている。


    「獣たちもまた聖女様の説法を聞きに参ったのですよ」


    　驚く弥五郎に、当たり前のように名主が言う。


    　やがて湖岸の広場が人や獣でいっぱいになる頃、二人の僧が粛しゆく々しゆくと姿を現した。


    「聖女様の直弟子の禅ぜん鬼き様と天てん禅ぜん様にございます」


    　異様な風ふう体ていの二人組であった。二人ともゆったりとした赤茶色の衣を纏まとい、頭を剃そり上げている。纏った衣は色彩や形が日本国の僧衣とは違っていた。剃り上げた入道頭は角のように鋭角に尖とがり、耳もまた長く尖っている。額ひたいには紅い宝石が妖あやしく輝いていた。


    　禅鬼、と名主が説明したほうは、巌いわおを積み上げて造ったような筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる肉体。太く大きな鼻。金かな椀まりのごとく見開かれた瞳。獅し子しを思わせる大きな口。不ふ動どう尊そんが化け現げんしたかのような恐ろしげな風ふう貌ぼうだ。背中には僧侶には似つかわしくない異形の刀剣を斜めに背負っている。長大な刀身の左右に鎌状の刃が無数に突き出ていた。まるで魚の骨のような形をした刀である。


    　天禅というもう一人の男は禅鬼とはまるで対照的な風貌をしていた。枯れ木のようにほっそりとした手足。目鼻口はどれも細く、線のよう。なんとも存在感の気迫な顔つきである。


    「聖女様のお越しである」


    　禅鬼が重々しくそう告げて野太い腕を湖のほうへと向ける。一同の視線が湖へと集まった。


    　湖上に、ぽっと桜色の光が灯ともる。それは光を纏った一人の女性であった。


    　漆しつ黒こくの長髪をさらさらと舞わせ、静かに合がつ掌しようし穏やかに瞳を閉じている。金きん糸しの刺し繡しゆうの施された桃色の衣をゆったりと纏い、雰囲気、装しよう束ぞくともに天てん女によのごとく人々の目に映った。


    　額に紅星のようなものが一際強く輝いている。深紅の宝玉がそこに埋め込まれていた。


    （あれが聖女……）


    　驚くべし。聖女は湖上に立っているではないか。そのまま水面に波紋を描きながら、ゆっくり岸へと歩んでくる。それだけで人々はざわめき目を見張ってしまった。


    　やがて広場に群集した農民や獣に十分声が届く距離まで接近すると水上にて立ち止まる。


    「ナマステ」


    　聖女が静かに言った。聞いたことのない異国の言葉である。意味はわからぬが何やら神しん韻いんとしてこの場に響き渡った。


    　額に宝石をつけた信者たちは馴なれたもので、合掌し、頭を垂れながら「ナマステ」と唱和する。どうやらこれは挨あい拶さつの言葉のようである。


    　聖女は満足そうに、ふっ、と微ほほ笑えんだ。小さな花がそっと咲いたような可か憐れんにして神聖な笑みである。その口元より不思議な訛なまりをもった和語が発された。


    「ワタシの名は、ランガナーヤキ・スバーリ。ランガとお呼びください。天てん竺じくよりこの地へ参りました。この国は迷いと苦しみに満ち[image: ]あふれています。ワタシは釈しや[image: ]か如によ来らいの命を受け、民を助け導き、この地に理想郷アガルタを築くために降こう臨りんしました」


    　途端に数人の農民らが「聖女様！　聖女ランガ様！」と喚わめきながら湖岸へと駆けてゆく。みな赤石を額につけぬ他村の者たちであった。


    「おらたづは貧しくて年ねん貢ぐば納められねえだぁ」


    「おらどこの娘が病やまいさかかって熱が下がんねえ。お助けくだされぇ」


    　口々に救いを求める声を上げる。


    　聖女ランガは落ち着いた様子でこっくりと頷うなずくと水上を歩いて岸辺までやってきた。ふっ、と手を一振りする。その指の間に光るものが生まれていた。それは一枚の銀銭であった。


    「これを売って米を買いなさい」


    　農民の手に握らせる。農民は「ありがとうごぜえます」と何度も頭を下げ、下がってゆく。


    　またランガは手を振った。すると次は手の中に白い粉が生じる。


    「これを飲ませれば病もたちどころに癒いえるでしょう」


    　ランガは手を振って次々と手の内に銀銭、仏像、指輪、白い粉、金色の蜜などを生み出し、悩める農民たちに与えてゆく。それらが一体どこから出てきているのか。さながら虚こ空くうから生じさせているかのように見える。


    「聖灰ヴイブーテイ、聖蜜アムリタを極楽スクワーヴアテイーより取り出し、人々に与えているのでございますよ」


    　名主が誇らしげに説明する。だが弥や五ご郎ろうは胡う散さん臭くさげにその奇跡を見ていた。


    （何かのまやかしではないのか？）


    　一通りの農民たちに与え終えると、ランガは背筋を伸ばし、一同を見渡した。


    「ワタシはミナサンに聖灰ヴイブーテイや聖蜜アムリタを与えることができます。ですがこの程度のことは如意宝珠イーシーノルブーを受け入れれば誰にでもできるようになるのです」


    　群集の内より一人の老人がよたよたと進み出てきた。顔色は青白く、ひどく痩やせ細り、立っているのもやっとといった風ふ情ぜいである。実際、ランガの前まで来るとばたりと倒れてしまった。老人は息荒くランガへと告げる。


    「お……おらは如意宝珠イーシーノルブーば受けいれっど……。おらはこの通り死病さかかって明日も知れね。もうどうなってもええだ。聖女様……如意宝珠イーシーノルブーばおらさ授けてくだせ……」


    　ランガはにっこり微ほほ笑えむと優しく頷く。


    「プレアデス忍法〈如意宝珠イーシーノルブー〉」


    　結んだ印の中に桃色の光が、ぽっ、と灯ともる。光は見る間に凝縮されてゆき、紅い宝石へと変じていった。手の中で生まれた紅石をランガは老人の額ひたいへと押し付けてゆく。紅石はなんの抵抗もなく、滑るように老人の額へと埋め込まれていった。


    　かっ、と老人が目を見開く。


    　直後、今まで重病で虫の息だったはずの老人が跳ねるように飛び起きた。むきむきと枯れ枝のようだった身体からだに肉が盛り上がり、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男へと変じてゆく。老人は野太い声で驚きを口にした。


    「わぁっ！　たまげだや！　まるで六十年は若返ったみでえだぁ！　なっ、治ったのが？　治ったのが、おらの病は!?」


    　老人は子供のようにぴょんぴょん跳んでみせた後、近くの大岩をむむっと言って片手で持ち上げる。人々が、おおっ、と声を上げた。


    　ランガがにっこりと微ほほ笑えんで頷うなずく。


    「如意宝珠イーシーノルブーにはあらゆる病やまいを癒いやす力があるのです。そしてミナサンの内に眠っていた力を呼び覚ますのです。これも御み仏ほとけのお導きです」


    　ざわめきが起こった。赤石を額ひたいにつけぬ他村の者たちが驚きを素直に声に表したのである。対してすでに赤石をつけているこの村の者たちは誇らしげな面持ちで頷いていた。


    「ミナサン。御仏を、その使いであるワタシを信じ、如意宝珠イーシーノルブーを額につけなさい。如意宝珠イーシーノルブーはミナサンを必ずや理想郷アガルタへと導きます。信じる者には聖飯カレーが、聖衣サリーが、聖嫁デイーバが与えられ、一切の飢え、不安、苦しみから解放されるでしょう。ワタシはこの水分みくまりの地に理想郷アガルタを築くつもりです。この地は御仏に守られた素晴らしい国となるでしょう。理想郷アガルタに暮らせるのは如意宝珠イーシーノルブーをつけた者だけなのです」


    　しばし赤石をつけぬ他村の者たちは互いに顔を見合わせあった。だが、傍かたわらの赤石をつけた農民に優しく微笑まれ、意を決する。


    　農民の一人が「おらは聖女様ば信じる」と言い出した。「おらも」「おらもだ」と一人、また一人とランガへと頭を下げはじめる。瞬またたく間にこの場に集まった赤石をつけぬ農民たちの全てがランガの信者へとなってしまったのであった。


    「それでよいのです。ワタシはアナタガタを必ずやお救いするでしょう」


    「おおおっ！」という歓声が農民たちより湧わき上がった。


    　その時である。


    　群集の後方より「きゃーっ」という甲かん高だかい悲鳴が上がった。


    



    　歓声が一気に静まった。


    　沈黙した広場にうえっへっへっへっという下げ卑びた笑いが響いてくる。


    「あ～。ちょっと、どけてねぇ。どけねえとぶっ殺しちゃうよぉ～」


    　威いを含んだ猫なで声に、聴衆たちが広場の端に退ひいていく。聴衆のあけた場所を十数人ほどの男たちがのたのたと歩いてくるのが目に入った。


    　男たちは、獣の皮でこしらえた胴着、革かわ袴ばかまを身に着け、手には野太刀、鉤かぎ槍やり、金かな砕さい棒ぼうなどを握っている。いずれも[image: ]ほう頭とう垢く面めんにして、その顔には野や卑ひな笑みが浮かんでいた。


    （野武士！）


    　弥や五ご郎ろうは咄とつ嗟さに理解した。近年、他国の戦いくさに敗れ浪人した者どもが徒党を組み、山さん賊ぞくまがいの誘ゆう拐かい略りやく奪だつを行っている。そういう連中がこの山深い水分の地にも侵入し、村々を襲おそっているという[image: ]うわさがあった。おそらくそういった野武士どもだろう。


    「野武士だぁ！」


    　農民の一人が叫ぶとともに、広場に集まっていた聴衆が悲鳴を上げながら散っていく。


    「お姉ちゃ～ん。さっきから見てたら宝物たーっくさん出してるじゃ～ん」


    「ねぇ～。おじちゃんたちにもそれちょーおっだいっ！」


    「つうかぁ、一つ残らずおじちゃんたちに渡してくれなぁーい？」


    　そんなたわけたことを口走り、野武士どもがランガへと近寄ってゆく。ランガは黙したまま涼しげな目を野や盗とうどもに向けていた。


    「ああん！　色っぽい目ぇ～。おじちゃん、おっ起たっちゃうっ！」


    「うんうん。お姉ちゃんごと宝物いただいちゃおっかなぁ。ねえ。お姉ちゃん、おじちゃんたちと一緒に来てくれるぅ？　おじちゃんたちとすっごく楽しいことしようよぉ。来てくれないとこの村の人たち一人残らずぶっ殺しちゃうぞーっと」


    　首しゆ魁かいと思われる大たい兵ひよう肥満の大男が粘液状の涎よだれを垂らしながらランガに迫ってゆく。


    「やめぬか！」


    　立ち塞ふさがったのは弥や五ご郎ろうであった。刀を抜き、大男へと切きっ先さきを向ける。


    「あぁん？　なんだぁ？　侍が混じってっぞぉ」


    「おいおい空気読めよぉ～。水分みくまり武者ってやつぅ？　暑苦しいなぁ」


    「らっくしょうだろぉ。最近水分武者って戦いくさしてねえから弱っちいっていうぜぇ～。うへへ」


    　侮ぶ辱じよくの言葉に、弥五郎は、くっ、と声を漏もらした。ランガのほうを振り返り、声を張り上げる。


    「逃げよ！　ここはそれがしが食い止める！」


    　その言葉にランガは少し驚いたような顔をした。


    「はいはいはいはい。うっぜえなあ。おい。誰かこの青侍、とっととぶっ殺しちゃってよぉ」


    「うぃ～っす」


    　大男の命を受け、野太刀を握った野武士数人が面倒臭くさそうに進み出てくる。弥五郎はぎりりと刀の柄を握りしめた。


    「あんさぁ～。侍のお兄ちゃんさぁ～。俺たちをさぁ～。嘗なめてんのさぁ～？　たった一人でさぁ～。俺たち全員をさぁ～。相手できるわけないでさぁ～？」


    「死んで詫わびてもらわなきゃいけないよねぇ～。うひっ。ぐひひっ」


    　殺意と侮ぶ[image: ]べつのこもった視線が、弥五郎に集中した。弥五郎は、無数の針のごときその視線を静かな怒りでもって受け止める。


    「確かに。嘗めておる」


    　ぽつり、と弥五郎が呟つぶやいた。


    「だが、うぬらも、同じよな」


    「あぁん？」


    「水分武者を嘗めておる。うぬらも、死んで詫びよ」


    　弥五郎の言葉に、野盗どもはまた笑い声を上げた。


    「そういう台詞せりふはさぁ～！　地獄で言うんださぁ！」


    　途端、男三人が、野獣を思わせる跳躍を見せ、三方より弥や五ご郎ろうに跳びかかってきた。ふいの奇襲に、弥五郎は、躱かわす暇もない。三つの野太刀は、弥五郎の身体からだを正確に捉えていた。


    「ぐえへへぇ！　命いっただきぃ！」


    　刹せつ那な！　弥五郎の顔が鬼神のそれに変じた。


    　激烈な閃せん光こうが一度に三つ弥五郎の刀持つ手元より迸ほとばしる。


    　次の瞬間、弥五郎を襲おそった三人の男の身に不思議なことが起こった。


    　跳びかかったはずの弥五郎の身体を、三人はするりとすり抜けてしまったのである。弥五郎の背後に着地した三人は拍子抜けした顔をした。


    「え？　あれ？　おろ？　すり抜……」


    　と、思ったのは錯さつ覚かく。なんと三人の身体は、頭頂から股また下したまで見事に両断されていたのだ。二つに分かれた男どもの身体は、弥五郎を間に通し、通り過ぎてしまっていたのである。


    「すり抜……げべぶっ」


    　三つの肉体が弥五郎の背後で、ぐちゃりとくずおれる。弥五郎は、それを振り返ることもせず刀に軽く血ぶりをくれる。額ひたいの三日月疵きずに血が一滴飛んできて付着した。


    　瞬時にして男三人を両断し、斬きられた本人が気づかぬほどの剣速。尋常のものではない。

  



  [image: ]



  
    「阿あ東とう念ねん流免めん許きよ皆かい伝でん。阿東弥五郎景かげ久ひさ」


    　そう静かに名乗り、弥五郎は、びしり、と刀を構え直す。その五体には陽炎かげろうのごとき剣気が立ち昇り、寸分の隙すきも見られない。余裕を見せていた野や盗とうどもの間に動揺が生まれた。


    「あ……阿あ東とう念ねん流だとぉ？」


    　──阿東念流。


    　念流なる剣術は、鎌倉時代、奥おう州しゆう相そう馬まの武将、相そう馬ま四し郎ろう義よし元もと──出家して念ねん阿あ弥み慈じ恩おんが、京きよう鞍くら馬ま寺でら、鎌倉日向ひゆうが鵜う戸ど石せき龕がんなどを巡り、妙法を得、編み出したものといわれている。そもそもは、仇あだ討うちのための剣術修業であったとか。


    　弥や五ご郎ろうの先祖である阿東九く郎ろう安やす久ひさも慈恩の直弟子の一人であり、十年修業した後に奥おう義ぎを授かった。以後、阿東九郎はここ水分みくまりに土着し、子し々し孫そん々そんまで脈々とその道統を伝えたのである。


    　初期念流の復ふく讐しゆう剣としての実戦性をもっとも強く受け継ぎ、その太刀筋、玄げん妙みようにして不可思議。それこそが阿東念流であり、弥五郎は若くしてその宗家なのであった。


    　野武士どもが、じり、と退る。


    「どうした。来ぬのか？」


    　弥五郎は、野武士の群れを眺め回し、変わらぬ精せい悍かんな無表情でそう尋ねる。


    「では、こちらから参る」


    　弥五郎の身体からだが、緩かん慢まんとも無造作とも思える動きで、野武士どもの中へ分け入ってゆく。


    「きっ、来た！」


    　目の前の一人が慌てて金かな砕さい棒ぼうを振り上げる。


    　どっ、という重く鈍い音とともに、その男は、瞬時にして斬きり倒された。


    「やっ、野郎！」


    　どっ！


    　そう叫んだ男も、血ち飛沫しぶきをあげて、大地に倒れ伏す。


    「げべっ！」


    「うぎゃっ！」


    　一歩に一斬。一歩に一斬。弥五郎の重剣は、素早く跳び回る野武士どもを、小こ蝿ばえを一匹ずつ打ち落とすがごとくゆっくりと、無駄なく、確実に、片付けてゆく。


    「こっ！　こここっ！　こいつ強いぞっ！　強すぎる！」


    　男たちが散開しはじめた。纏まとまっていたのでは一いち網もう打だ尽じんにされる。そう判断したのだろう。弥五郎を遠巻きに取り囲みながら、もはや跳びかかっていくことができない。


    「やめるか？」


    　弥五郎が聞いた。野武士どもは、冷や汗の浮いた顔を互いに見合わせる。


    「勇者ヴイーラ……」


    　ランガがぽつりと呟つぶやく。その顔が微かすかに紅こう潮ちようしていた。


    　その時である。どどどどっ……という地響きが弥五郎の耳に聞こえてきた。


    「なっ！　あれは？」


    　弥や五ご郎ろうの手が止まる。


    「うおらぁぁぁぁ！」


    「うおおおおおっ！」


    「ぶっ殺すぅぅぅ！」


    　鯨げい波はを上げながら南方の丘の上より土つち煙けむりをまき散らし、押し寄せてくるのは数十という野武士の集団であった。


    「まだあんなにおったのか！」


    　今まで弥五郎が相手していたのは野武士集団のほんの一部。本隊は丘の上に隠れ潜ひそんでいたのである。ここまで戦ってきて、弥五郎の息はすっかりあがっていた。あれだけの数の野武士を相手に戦える体力は残されていない。


    「早く！　早く逃げよ！　村の者もみなだ！　皆殺しにされるぞ！」


    　弥五郎は大声を張り上げた。


    　だがランガを振り返ると、相変わらずそこにじっと立ったままである。その傍かたわらには彼女の弟子である天てん禅ぜんと禅ぜん鬼きとが悠然と立ち尽くしていた。


    「おい！　逃げよ……ぐっ！」


    　ランガのほうに気を取られていた弥五郎の肩口に鋭い痛みが走る。弥五郎の隙すきをついた野武士の鉤かぎ槍やりが肩を一突きしたのだ。


    「おのれっ！」


    「ひぎっ！」


    　己おのれの肩を突いた野武士を斬きり捨てると再び弥五郎は叫んだ。


    「何をしておる！　早く逃げるのだ！」


    　もう野武士集団はすぐそこまで来ていた。今逃げねば、もう逃げきれなくなる。ランガは焦あせる弥五郎の顔を見つめ、この修しゆ羅ら場ばには不似合いな穏やかな笑みを浮かべた。


    「勇者ヴイーラ。アナタ一人を戦わせはしません」


    「何を……」


    　そうこうしている間に広場には野武士集団が侵入してきた。野武士どもは弥五郎とランガたちを湖岸へと追い詰めるように囲んでいく。


    「うえっへっへっへぇ。侍のお兄ちゃーん。それに美人のお姉ちゃーん。もう絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいじゃないかぁ～。さあ観念しなさぁーい」


    「お兄ちゃんはずいぶん仲間を殺してくれたから嬲なぶり殺しぃ。お姉ちゃんは嬲りものぉ。うひひ。なぶりなぶりぃぃぃ～」


    　すっ、とランガが前に進み出た。


    　ランガは野武士の集団に囲まれても変わらぬ落ち着いた声こわ色いろでこう言葉を発する。


    「アナタガタはこの国の迷える民ですか？　それとも〈悪魔マーラ〉ですか？」


    　その問いにしばしきょとんとした野武士どもであったが、へっへっへっと笑いはじめる。


    「まーら？　マラって言ったの？　お姉ちゃんもドスケベだねぇ。そうよ。俺らマラよ。マラ。マラ。お姉ちゃんを貫いちゃうよぉぉ。へろへろへろ」


    「わかりました。アナタガタは、悪魔マーラですね。では……」


    　ランガが、すい、と手を野武士の群れに向け、ひやりとした声を発した。


    「滅びなさい」


    　次の瞬間、今まで大人しく控えていた禅ぜん鬼きが弾かれたように飛び出す。


    　幾筋もの銀光が、ぱっ、と迸ほとばしった。


    　どっ！　どっ！


    　血ち煙けむりが上がり、野武士どもの、首、手、腕が、宙に舞った。


    「なっ！　なんだぁ!?」


    　野武士たちが、恐怖とともに後退する。


    　禅鬼の丸太のような右腕には異形の刀剣が握られていた。長大な刀身の左右に鎌状の刃が突き出た魚の骨のような形状の刀。その刀よりぽたぽたと血が滴したたっているところをみると、先ほど野武士たちを[image: ]ほふり去ったのはこの武器であるらしい。


    「坊主ぼうずが人を殺していいのかぁ！」


    　野や盗とうどもが、そんなことを口走り、それぞれ武器を構える。禅鬼が残忍に口元を歪ゆがめた。


    「……仏に[image: ]あいては仏を殺し……祖に[image: ]いては祖を殺す……」


    　野武士の首領と思われる大男が、ぐふう、と息を漏もらす。その面めん貌ぼうは怒りに真っ赤であった。


    「お、おめえら！　なにしてんだぁ！　とっととぶっ殺しちまえ！」


    　おうっ！　と叫ぶと野武士たちが突撃を開始する。


    　禅鬼は[image: ]ちよう笑しようすると、厳おごそかに言葉を発した。


    「天てん竺じく忍法〈幻身ギユル分ぶん身しん〉」


    　禅鬼の巨きよ軀くが靄もやがかかったようにぼやけた。次に起こった現象に、野武士たちは目を見張る。


    「げげぇ！」


    　仰天！　なんと禅鬼が八人に増えているではないか！


    　鬼神のごときその顔相、巌いわおのごとき体たい軀くは、八人とも寸分違たがわず同じである。


    　こふぅ、と血の臭においのする吐息を吐き、八人の禅鬼が同時に異形の武器を構えた。


    「びびるんじゃねぇ！〈影分身〉の術だ！　本物は、一つ！　あとは幻だ！」


    　野武士の一人が喚わめく。彼らは知っていた。高度な忍術者は、己おのれの影や残像、水鏡に映る虚像などを利用し、自身の姿を無数に増やして見せることができるということを。禅鬼の使用したのもそんな術の一つであろう。ならば、本体は一つ。残りはただの幻像に過ぎない。敵の戦力が増えたわけではないのだ。


    　だが予想を裏切って、八人の禅鬼は、ぱっ、とそれぞれ別々の方向に散ったではないか!?


    「は？　はれ？　はれれれ？　なんで？」


    　八つのうち七つが幻ならば、一つの実像に従って動くはずである。だが、八人の禅ぜん鬼きは、一体一体が意志を持つがごとく別々の動きをはじめたのだ。


    　禅鬼たちが、野武士の群れへと突っ込んでくる。


    「ひえっ！」


    　八体が八体とも幻などではなかった。八人の禅鬼の剛腕が魚の骨のような武器を振るうたびに、首が、腕が、胴体が血ち飛沫しぶきとともに散って舞う。


    　それは、一方的な殺さつ戮りくであった。野武士たちの数に任せた戦術は、五体に増えた魔人には手も足も出ない。数十人いた野武士どもは、瞬またたく間に半数ほどに減じてしまう。


    　さすがの野武士たちも劣勢と気がつき、算さんを乱して逃走を開始する。


    「逃がしませんよ」


    　細い目を微かすかに見開いてそう告げたのは、もう一人の僧、天てん禅ぜんであった。


    「天てん竺じく忍法〈[image: ]惑マンガラ襲しゆう来らい〉」


    　天禅の額ひたいの紅玉が強い光を放はなった。天てん禅ぜんの周囲の空間が不気味に歪ゆがみ、[image: ]ねじくれる。その歪みの中に血のような色をした存在が数体浮かび上がったように見えた。


    　ぱっ、と眩まばゆい緑光が迸ほとばしる。弥や五ご郎ろうは目が眩くらみ、瞳を閉じた。


    「ぎゃぁぁぁっ！」


    　光の中、野武士たちの悲鳴だけが響き渡る。


    　弥五郎が目を開いた時、野武士たちのいた場所、なんとそこには白骨化した野武士たちの屍しかばねが微かに煙を上げながら転がっていたのだ！　怪奇なり！


    　残されたのは、大男のみ。


    「な、なんでぇ？　な、ななな、なんなんだ、おめぇら！」


    　ほんの数瞬のうちに手下が一人残らず倒された。しかも彼の想像を絶する妖よう異いな力によって。


    「おっ、おおお！　おばけだぁ！」


    　大男はどすどすと逃げ出す。


    　逃走する大男を目で追いながら、ランガが玲れい瓏ろうな微笑を浮かべた。両手の人差し指と中指を立てて、それをゆっくりと額の紅玉へと添えてゆく。


    　直後、ランガの瞳が、かっ、と見開かれた。


    「浄化ジアアっっ!!」


    　ヴォン！


    　女のものとは思えぬ咆ほう哮こうとともに、額の紅玉より一いつ閃せんの怪光が矢となって発射された。


    　怪光は逃げる大男を見事に射い抜ぬく。


    「ぶわっ!?」


    　一瞬、大男の身体からだが膨ふくらんだかと思えば、その巨体が火を噴いて爆発した。


    　強い爆風が吹き抜け、大男のいた場所に、ごうごうと炎が燃え上がっている。


    　弥や五ご郎ろうは、啞あ然ぜんとしたまま佇ちよ立りつしていた。


    「いったい……何が起こったのだ……」


    　まだ混乱し続ける頭をなんとか冷静にしようとする。だが、つい今しがた自分の目にしたものを理解しきれない。


    　ランガが、ゆっくりと弥五郎へと歩み寄ってくる。弥五郎の目前に来ると静かに合がつ掌しようし、


    「感謝しますダンニヤワード」


    　と言って頭を下げた。よくよく見れば、未だ十四、五ほどのあどけない少女である。


    「お強いのですね」


    　その言葉が自分に向けられた言葉であるということに弥五郎はしばらく気がつけなかった。それもそのはずである。凶きよう悪あく無む比ひな野武士どもを圧倒的な力で退治したのは弥五郎ではなく、このランガのほうなのだから。


    「強い……？　強いのはそなたらだ。なんなのだ今の力は？　そなたらは人間か？」


    　ランガは微ほほ笑えんだ。人の心を落ち着かせるような温かく包容力のある笑みである。


    「天てん禅ぜんも禅ぜん鬼きも、そしてワタシもただの人間です。如意宝珠イーシーノルブーをつけることによって自らの内なる力に目覚めただけです。如意宝珠イーシーノルブーを受け入れさえすれば誰でもあのような力を使うことができるようになります。そう……アナタでも」


    「俺にも……？」


    　弥五郎は、ランガの瞳を見返した。桃色がかった不思議な瞳の色をしている。


    　ランガが、そっ、と弥五郎の肩の傷に手を触れた。ぼんやりとランガの手が桜色の光を放はなちはじめる。弥五郎の肩の痛みが徐々に薄れてゆく。ランガが手を離した時には弥五郎の傷が完全に塞ふさがっていた。


    「勇者ヴイーラ」


    　ランガが弥五郎の手を取った。


    「アナタこそが大悪魔マハマーラを討とう滅めつし、この地に理想郷アガルタを築くお力を持った方……」


    「まはまーら……？」


    「美しき姿で民を惑まどわし、堕だ落らくさせる許されざる存在です」


    「美しき姿で……民を……」


    　その時、弥五郎の頭をよぎったのは、先日この国にふいに現れた不思議な人物……。


    　──王子のことであった。


    



    四


    



    　翌日のことである。


    　弥五郎は、黒くろ瓜うりのもとに年ねん貢ぐの回収を無事終えたことを報告に出向いた。黒瓜は相変わらず美少年を侍はべらせ弥や五ご郎ろうの話をつまらなそうに聞いている。


    　弥五郎は聖女ランガのことや村が変わっていることなどを語るのは避け、ただ名主が自分たちの蓄えを削り、昨年から来年のぶんに至るまでを無理に納めてくれたと説明した。


    　弥五郎の話を聞き終えた黒くろ瓜うりはむふんと笑う。


    「それみたことか。連中は密ひそかに富を隠し持っておるのだ。力にものを言わせればそれを差し出す。来年からはその村の年ねん貢ぐを倍にしようぞ」


    　横暴なことを言った。弥五郎は口答えするわけにもゆかず、奥歯を嚙かみしめる。


    「ところで阿あ東とう」


    　黒瓜が不敵に笑ってこう切り出してきた。


    「武ぶ芸げい上じよう覧らんのことだが」


    　弥五郎は少し驚いた。先日、武芸上覧の話を聞いたときには一時の気まぐれで口にしたに過ぎないと思っていたのだ。黒瓜がなんの益にもならぬ上覧試合など本気で開くわけがない。


    「日取りが決まったぞ。上覧試合は十日後とする」


    「十日後……？」


    　それなりの準備もあろうにずいぶんと急な話である。


    「なに。こういったことは早いほうがよかろうと思ってな」


    　黒瓜は上機嫌そうにぱたぱたと扇せん子すを振る。


    「剣術のみならず、槍そう術じゆつ、弓術、馬術などの達者も集めるつもりだ。見物人も家人だけではつまらぬ。町人、農民も集め、大々的に行おうぞ」


    　弥五郎は、ぽかんとしていた。武に興味のないはずの黒瓜がなにゆえここまで上覧試合に乗り気になっているのだろう？


    （こやつ……何か企たくらんでおるのか……）


    　弥五郎は訝いぶかしげに黒瓜の顔を見返した。


    「おお。そういえば阿東。うぬの相手が決したぞ」


    　急に自分の話となり、弥五郎は気を引き締める。黒瓜が、むふんと笑う。そして次に口にしたのは驚くべき人物の名であった。


    「うぬの相手は王子よ」


    「王子……!?」


    　弥五郎は大きく目を見開いた。


    



    　鷹たか久ひさは焦あせっていた。


    　居きよ館かんの室に座り込み、畳の目を苛いら立だたしげに見つめる。すぐ側には王子が庭の景色へと目を向けていた。


    　城中の床下、井戸の底、水堀の内、石垣の石……、湖の底に通じていそうな場所は全て調べてみた。だがいっこうにそれらしい抜け道はみつからない。


    　これでは王子を失望させてしまう。王子の苦しみを救ってやることができない。


    　鷹たか久ひさの心を読んでいたかのごとく王子が声をかけてきた。


    「みつからないのですね？」


    「い、いや。大丈夫だ。わしにまかせておけ」


    「みつからないのでしょう？」


    　強く尋ねられ、鷹久は黙り込む。


    「では、直接姫の船を引き上げるしかありませんね」


    　なんとない風に王子が言った。


    「直接？」


    「湖の底を掘りましょう」


    「そっ！」


    　それは考えただけでもたいへんな作業である。水分みくまり湖の最大水深は十一間（約十九・九メートル）はあると聞く。その底を掘るなんてできるのだろうか。


    　困惑し、考えを巡らせる鷹久だったが、王子の意識はもう別の場所へと移っていた。鷹久を置いてけぼりにするように再び庭先に視線を投げる。


    「姫……」


    　寂しげに呟つぶやいて俯うつむく。そして唐突にこんなことを言った。


    「私がここに来ているのにどうして姫は出てきてくれないのでしょうか……」


    「え？」


    「私が姫の気配を感じ取れるように、姫も私の気配を感じ取れるはず……。なのにどうして姫は出てきてくれないのでしょうか……」


    　そんなことが鷹久にわかるはずもない。そもそも愛する者の気配を感じ取れるなどという理屈自体がもはや理解不能なのだ。


    「きっとこの国が美しくないからでしょう」


    「美しくない……？」


    「この国を美しくしましょう」


    　王子がきっぱりと言った。


    「この水分の国をもっともっと美しく、美に[image: ]あふれた国に作り変えるのです。そう、光の国のような場所に……」


    「光の国……」


    　以前、王子から聞かされた光の国の物語。人が、町が、全てが美に[image: ]れた平和な国。己おのれの治めるこの山深い国がそんな天国のような国へと変わる……。


    　鷹久は王子の発案を夢想し、うっとりとした。光の国を想像すると脳の皺しわの一つ一つから甘ったるい蜜のようなものが滲にじみ出てくるような感覚を受ける。その蜜は鷹たか久ひさの思考や意識をどろどろと覆おおってゆき、ついには鷹久自身の自由な意思すらもとろかしてしまうかのようだった。


    「お願いします」


    　王子の声がすぐ耳元で聞こえてきた。幻覚剤を耳から吹き込まれ、鼻や口からすぅーっと抜けてゆくような感覚を受ける。判断能力の鈍った鷹久は自然とこう言ってしまっていた。


    「無論じゃ……。王子のためならば……なんでもやってみせようぞ……」


    「ありがとうございます」


    　王子は高貴な礼法で鷹久に頭を下げた。


    「だが……大勢の金と人とが必要になるな……」


    　ぼんやりと鷹久はそんなことを言った。


    「姫のためならば、どれだけのものが犠牲になってもかまわない。そう思いませんか？」


    　そうなのだろうか？　そんなことをしたら、民が苦しむのではなかろうか？


    　いや、きっとそうなのだ。だって王子の顔はこんなに穏やかで優しそうなのだから……。


    「うむ」と鷹久は頷いていた。


    「それに、大丈夫です。私がこの国の皆さんに直接お願いをします」


    「直接、お願い？」


    「はい。それができる場をちょうど黒くろ瓜うりさんに頂きました」


    　王子はにっこりと笑う。その笑いは鷹久の内に残った最後の理性を完全に溶かしてしまうほど甘やかなものだった。


    「上じよう覧らん試合をするそうです。国中の人を集めて……」


    



    五


    



    　抜けるような青天に鳶とんびが孤を描いて舞っていた。


    　本日、水分みくまり総領家筆頭家老、黒瓜修しゆ理り亮のすけ昌まさ月つき主催による武ぶ芸げい上覧試合がとり行われる。


    　場所は水分城横の水分神社本宮の境けい内だい。早朝より陣じん幕まくが張られ、竹たけ矢や来らいが組まれ、厳おごそかだった境内はにわかに活気[image: ]あふれるものに変わっていた。今回のこの武芸上覧試合は、水分家の家人のみならず、町人、農民の観戦も許されている。普段娯楽の少ない山国の住人たちは、この機会にお侍様方の武芸の腕前をぜひ拝見しようと湧わきかえっていた。


    　槍やりの名手二名による槍試合。家中の豪力のもの八名による相撲。弓の達者四名による流鏑馬やぶさめ。老成の武者二名による甲かつ冑ちゆうを纏まとった戦場さながらの騎馬試合……。


    　今、弥や五ご郎ろうは陣幕の裏の床机に腰掛け、人々の上げる歓声を聞いていた。


    　黒染めの鉢巻き、襷たすきがけをし、普段稽古で使用している鍔つばつきの木剣を握りしめている。


    　すでに予定されていた試合は半ばまで終了し、間もなく己おのれの試合となるはずであった。


    （やはりおかしい……）


    　武ぶ芸げい者にとっての大事といえる試合直前になって弥や五ご郎ろうは一つの疑念を抱いていた。いや、その疑念は黒くろ瓜うりに試合することを命じられた時よりずっと抱いていた疑念である。それがここになって大きくなってきたのだ。


    （あの兵へい法ほう嫌いのご家老がなにゆえ、斯か様ように大々的な武芸試合など開く？　しかも町人や農民を虫ほどにも思っていないあの方が、民衆にまで観戦を許したのだ？）


    　そして何よりも疑問だったのが


    （なにゆえ、あの王子を試合に出す？）


    　──王子。


    　ぞくり、とするものが弥五郎の背筋に流れる。


    　王子と初めて出会った夜、その背に斬きりつけたはずの太刀は王子を傷つけることができなかった。


    （勝てるか……王子に……）


    　不安が胸をよぎる。


    　試合は木剣による寸止め。たとえ刀で王子を傷つけることができなくとも、打ったと思われる場所で木剣を止めれば勝ちである。はたして王子がいかほどの剣の使い手なのかわからぬが勝機はあるはずだ。


    　だが、とにかく王子という男、得体が知れない。これから自分は得体の知れぬ存在と戦うのだ。そう思うと戦せん慄りつを抑えきれない。


    「いかん」


    　兵法勝負の前に余計な雑念を持つのは敗北に繫つながる。


    　弥五郎は気を落ち着かせるため、用意された水みず桶おけの水を飲むことにした。柄ひ[image: ]しやくで水を掬すくい、口に含もうとした時、手元が狂い、柄[image: ]を取り落としてしまった。柄[image: ]は転がりながら水をその場にまき散らす。


    「ああ。いかん」


    　斯様な失態をおかすのは心が乱れている証拠である。これでは勝てる勝負も勝てぬの道理。弥五郎は気を取り直し柄[image: ]を拾おうとした。


    　その時、一羽の蝶ちようがひらひらと舞って来る。零こぼれた水によってつくられた水溜たまりの上にその蝶は舞い降りた。しばらく、とまっていたが、やがてぷるぷると翅はねを震ふるわせると、ころりと倒れてしまう。


    「なっ？」


    　弥五郎は怪しみを覚え、水桶に指を突っ込み、嘗なめてみる。舌先に微かすかな痺しびれを感じた。


    （薬……!?）


    　水桶の水には痺れ薬が混入されていたのだ。今、偶然蝶が舞い降りねば気がつかぬまま一気に水を飲んでしまっていた。もしこの水を飲んでいれば試合中に身体からだが痺れ、動けなくなっていたはずである。


    （王子……いや、黒くろ瓜うりの仕業か！）


    　毒を仕込むなどという卑ひ劣れつな手段、狡こう猾かつな黒瓜のやりそうなことである。


    （黒瓜は俺を敗れさせたいのか？　しかし、なんのために）


    　キナ臭くさいものを感じ取り、弥や五ご郎ろうは眉まゆをひそめる。


    （おかしいと思っていたのだ。この上じよう覧らん試合。裏に黒いものが動くのを感じる）


    　その意図するところはわからないがこの試合は黒瓜の謀ぼう略りやくが働いている。


    　弥五郎は身を震ふるわせた。恐れではなく、怒りによるものであった。


    　青天が曇り気を帯びてくる。遠く微かすかにごろごろと天が鳴るのが聞こえた。間もなく雨が来るようだった。


    



    　大きく太鼓が鳴らされた。


    　ついに王子と弥五郎との試合開始の時が来たのである。


    　弥五郎は木剣の感触を確かめるように強く握りしめ、陣じん幕まくの外に歩み出た。


    　空は鉛色に曇り、ぽつりぽつりと雨の粒が降ってくる。大雨がきそうであった。


    　竹たけ矢や来らいの向こうには夥おびただしい群衆が背伸びをしながらこちらを期待の目でみつめている。


    　社の縁側に席が設けられ、そこに緊張した面持ちで座っている鷹たか久ひさがいる。その近くに黒瓜の艶なまめかしい姿があった。弥五郎は黒瓜のほうに鋭い視線を投げる。


    （卑ひ怯きよう者ものめ。俺は痺しびれ薬など飲んではおらぬぞ！）


    　そう目で訴える。黒瓜は少しだけ眉根を動かしたが、あくまで何事もない風を装っていた。傍かたわらの小こ姓しように、そっと何事か耳打ちする。「まだ、薬の効果が表れぬのか？」そんなことを尋ねているのかもしれない。


    　次に弥五郎は愛いとしい鷹久へと視線を向けた。


    　花のように可か憐れんな鷹久の姿がそこにある。なんだかひどく懐なつかしいもののように感じられた。


    （お屋や形かた様。お顔を拝見するのは久しぶりにございますな。この弥五郎、必ずや勝ってその勝利をお屋形様にお捧ささげいたします）


    　やがて反対側の陣幕が揺れて、一人の人物が歩み出てきた。


    （王子……！）


    　蒼あおい衣に身を包み、純白の合羽かつぱをたなびかせる金きん髪ぱつ碧へき眼がんの男。美び貌ぼうに不似合いな木剣を握り、しゃなりしゃなりと歩み来る姿はこれから兵へい法ほう試合を行う者とは思えぬ優雅さであった。


    　静かに王子が木剣を掲げる。


    　どびゅうっ！


    　途端、何か光にも似た波動のようなものが迸ほとばしったような気がした。それは〈勇壮さ〉という波動であった。


    　勇壮さの波動を受け、竹矢来のすぐ側にいた観衆がばたばたと倒れてゆく。倒れた者たちは口々に「かっ……かっこいぃ～」などと放心したように口走っていた。倒れぬ者も王子の美び貌ぼうに目を奪われ、固かた唾ずを呑のんでいる。女人のみならず男子までもが頰ほおを赤らめ、ほぉ、と息を吐ついた。先ほど倒れなかった者たちの中でも心弱き者は恍こう惚こつの声を漏もらし、遅れて、ぱたぱたと倒れてゆく。


    （だ、駄目だ！）


    　つい王子の勇壮さに見み惚とれてしまっていた自分に気がつき、弥や五ご郎ろうは心中で己おのれの頰を叩たたく。


    （王子は敵ぞ！　惑まどわされるな阿あ東とう弥五郎！）


    　やがて二人の名が呼び上げられた。


    　王子と弥五郎は鷹たか久ひさのほうへ礼をした後、向かい合う。


    　再び、大きく太鼓が打ち鳴らされ、試合が開始された。


    　しばし、両名対たい峙じしたまま時が過ぎる。そうこうするうちに雨脚が強まってきた。大降りといっていい降りになってきたが試合は続行される。顔を濡ぬらす雨水に耐え、弥五郎は王子の姿をしっかと見据えた。


    （濡れていない？）


    　王子の顔は毛ほども濡れていないではないか。よく見れば王子の周りだけ、丸く光の輪に包まれていた。


    （王子の上だけ晴れている！）


    　そう。王子の真上の雨雲に小さく穴があき、光が射し込んでいたのである。


    （天の差別！）


    　無ぶ様ざまに濡れるなど美しき王子には似合わない。濡れるのは地上の愚民どもだけで十分だ。まるで天がそう言っているかのようではないか。


    　光の中、王子がゆったりと木剣を構えはじめた。


    　弥五郎と王子との距離、およそ五間（約九メートル）。


    　光射し込む中、王子は左手を腰につけ、脚を軽く爪つま先さき立ちにさせている。右手に木剣を片手持ちにし、やや斜め上から弥五郎の喉のど元もとに切きっ先さきを向けていた。さながら高貴な人物が「跪ひざまずきなさい」と命ずるがごとき体勢。刀持つ手の小指が立っている。


    　ともすれば珍妙としか言いようのない構えだが、王子がやれば妙に様さまになっていた。王子の美を際立たせ、勇ましくも神こう々ごうしく見えてしまうのである。


    　人々はその姿に魅せられてしまっていた。王子の構えの作り出した美の吸引力が百人以上もいる観衆の目を全て集めてしまっている。


    「おお！　なんとも美しき位よ！　まるで武神が降こう臨りんしたかのようではないか！」


    　そうわざとらしく大声を上げたのは黒くろ瓜うりであった。普段、大声を上げることのない黒瓜がそんなことをわざわざ言い出したのは、どう考えても訝いぶかしい。だが、王子の美貌にすっかり心を奪われてしまっていた観衆は、黒くろ瓜うりの言葉にまんまと扇せん動どうされてしまう。


    「ほんとじゃ。まるで神じゃ」


    「神が現れたようじゃ」


    　静まっていた観衆がざわめきだす。我わが意を得たりとばかりに、むふっ、と黒瓜が笑う。


    「それに引きかえ見よ」


    　観衆は黒瓜の言葉に誘われて、すっかり忘れられてしまっていた弥や五ご郎ろうへと目を向ける。


    　濡ぬれ鼠ねずみとなっている弥五郎の構えもまた奇妙なものであった。


    　後ろに引いた足に全体重を預け、体重ののらぬ前の足の甲は異常なまでに捻ひねられて、後ろ足と合わせて八の字の形となっている。どっしりと構えた木剣は、幹から伸び出た枝のように弥五郎の身体からだと一体となっているがごとく見えた。


    　──〈躰たい中ちゆう剣けん〉


    　念流独自の構えである。一見、珍妙で動き難そうだが、八の字に捻った足はその捻りの力で思いのほか敏びん捷しように動く。また他方からの力にもぶれにくい。理にかなった実戦的な構えなのだ。


    　だが、黒瓜は弥五郎の構えを指差して[image: ]ちよう笑しようする。


    「むふん。むふふふ、ふん。なんともみっともない構えじゃ。案か山か子しかあれは？　これでは戦う前から勝利が見えておるのぉ」


    　黒瓜の言葉につられ、観衆の内より失笑が漏もれた。先ほどからの黒瓜の言動。明らかに黒瓜は民衆を扇動し、王子を美しい者、弥五郎を醜みにくい者と思わせようとしている。何か狙ねらいがあるのは明白だ。


    （だが勝てばよい。勝てばよいのだ！）


    　兵へい法ほうの優劣は位の美しさで決まるものではない。王子の正体が悪魔であろうが神であろうが構わない。醜くとも打ち勝ったほうが正しいのだ。


    　ぱっ！　と稲光が奔はしった。遅れてごろごろと天が鳴りはじめる。雷が来ているのだ。観衆が怯おびえざわめきだす。だが、弥五郎は王子へ鋭い視線を向けたまま決して動揺を見せなかった。心中にはもはや勝負のことしかない。


    （いかにあの構えより攻めくるつもりか）


    　斜め上から向けられた片手持ちの剣、爪つま先さき立ちの脚。


    （一気に距離を縮め、肘ひじと手首にて木剣を操作し、我が剣を捌さばき突き込んでくる。直線的な速さを旨むねとした剣か……）


    　長年兵法に携わってきた弥五郎の感は、王子の奇き矯きような構えをそう読んで取った。


    （ならば、こちらより攻めるか？　いや、あえて色を見せて、突いてくるのを逆に捌き、後の先を狙うか）


    　相手が直線的に攻めてくるのなら、横面についてしまえばこちらが有利。腰につけた左腕は、がら空きの左胴を守るためのものだろう。ならば右に回り込み、右胴を素早く打って抜けるのが得策かと思われる。


    　以上の判断より、弥や五ご郎ろうは王子が間合いをつめてくるのをその場にて待つことにした。


    　十分に引きつける必要がある。王子が十分間合いに入って来たならば、あえて胸元を無防備にしてみせる。当然そこを突いてくる。その突きを躱かわして反撃に転ずる。そういう算段だ。


    　そぼ降る雨の中、弥五郎はじりじりと待った。弥五郎の額ひたいより汗の混じった雨水が流れ落ちる。対する王子は汗一つかかずに涼しげな顔のまま。


    （それにしても……美しい……）


    　改めて弥五郎は思う。


    　普通、兵へい法ほう勝負の際、敵と対たい峙じすれば、威圧感のようなものを感じるものである。だが、この王子からは何の威圧感も感じられない。むしろ大きな包容力のようなものすら感じてしまう。


    　こちらを見るあの目つきはなんだ？　あれが敵を見る目だろうか。まるで愛いとしい子供を見る親のごとき慈じ愛あいに満ちているではないか。本当に王子は弥五郎と戦おうとしているのか。


    『おいでなさい』あるいは、『今そちらに行きますよ』


    　そんなことを小さな童わらべに呼びかけているかのようである。


    　そう思いはじめると急に王子の身体からだが大きくなったような気がした。


    　いや、弥五郎自身が小さな子供に変わってゆくのか。


    　本当にここは試合の場か。こんな穏やかな試合場が存在するのか？

  



  [image: ]



  
    　ここは試合場ではない。ここは、花畑だ。


    　色とりどりの花が咲き乱れ、可か憐れんな蝶ちようが無数に舞い、綺き麗れいな声で小鳥たちが囀さえずっている。


    　遠くに見たことのない象ぞう牙げ色いろの宮殿が見えた。


    　そうだ。ここはあの宮殿の庭だ。庭園なのだ。


    　うふふ……うふふ……と耳をくすぐるような笑い声が聞こえる。


    　見れば蝶が笑っていた。


    　それは蝶のように見えたが蝶ではなかった。蝶の翅はねを有した小さな全裸の少年たちだったのである。みな、少女と見み紛まがうばかりに見み目め麗うるわしい容姿をしていた。蝶だけではない。小鳥もまた両腕が翼となった少年、野花の花弁の真ん中にはあどけない少年の顔が微ほほ笑えんでいた。


    　そんな者らに囲まれ、弥や五ご郎ろうは幼い子供になって遊んでいたのである。


    『遊ぼ。遊ぼ。遊ぼ』


    　蝶少年、小鳥少年、花少年たちが弥五郎に囁ささやきかけてくる。たくさんのお友達に囲まれて弥五郎少年はとても楽しい気分になった。


    　蝶が小鳥が花が一斉に歌いはじめる。弥五郎も一緒になって歌う。


    　ここはとても綺麗で美しい場所だ。


    　こんな美しい場所、初めて来た。いつまでも遊んでいたい。


    　ふと見ると、花々の向こうで蝶と戯たわむれる一人の人物が立っている。


    　金きん髪ぱつ碧へき眼がん。長ちよう身しん痩そう軀く。


    　この美しい場所にぴったりな、まるで御お伽とぎの国から抜け出してきたかのような美しい人だ。


    　その人が幼い弥五郎に向けて微笑んでいる。


    　弥五郎は、初恋に似た胸の高鳴りを覚えた。


    　弥五郎の身体からだはどんどん幼く、小さくなってゆく。


    　だから美しい人はどんどん、どんどん大きく高くなってゆく。


    　いつしか美しい人は弥五郎のいる世界を覆おおいつくし、弥五郎をその内側に取り込み、溶かしてしまう。美しい人に包まれて、弥五郎は、とても幸せな気分だ。


    　いつまでも、いつまでも、穏やかに……穏やかに……


    



    　とん。


    



    　はっ、と我に返った弥五郎の胸に王子の木剣が静かに当たっていた。


    「勝負ありぃぃぃ！」


    　審判の高らかな声とともに、ざわっ、という声が沸いた。


    （なんだ？　何が起こったのだ？）


    　弥五郎は状況を理解できずに呆ぼう然ぜんとした。気がつけばすでに勝負は決していたのである。


    　さて、試合の実情はこうであった。


    　互いに構えた二名。しばし、二名、そのまま動かない。


    　しばらくして王子がしゃなりしゃなりと弥や五ご郎ろうに向けて歩みはじめた。そのまま弥五郎はただ立ち尽くしたまま。


    　弥五郎に十分近づいた王子は、すい、と無造作に弥五郎の胸に木剣を当てたのである。


    　それだけで、あっけなく勝敗は決したのだ。


    　はたして弥五郎の身に何が起こったのか。これを説明するのは困難である。


    　後のこととなるが江戸時代初期から中期の剣豪、無外むがい流の祖として知られる辻つじ月げつ丹たん資すけ茂もちの剣は、兵へい法ほう勝負の際、膨ふくらんで見えたという。また幕末の剣豪、江戸中西道場の寺てら田だ五ご右衛え門もん宗むね有ありは常々「我わが剣は炎を出すぞ」と語り、同、白しら井い亨とおる義よし謙かねは「我が剣は輪を出すぞ」と語っていたと伝えられる。事実、それらの剣豪と剣を持って対たい峙じした者にはそのように見えていた。


    　だが、実際に太刀が膨らんだり、炎や輪を放はなったりしたわけではない。


    　対峙した者が、超絶の剣気を有した剣聖の威いに打たれ、その世界観に取り込まれてしまったがゆえに目にした錯さつ覚かくであったのだろう。


    　弥五郎が王子と対峙して見た庭園の幻覚もまた同じであったのだ。


    （なんということだ！　俺は王子の美しさに取り込まれてしまっていた！）


    　そう。誰よりも王子の見た目に[image: ]だまされぬよう気を張っていたはずの弥五郎が、もっとも強く王子の美に当てられていたのである。しかし、それもそのはず。兵法勝負ほどに相手を思い、読み、強く感じ合う機会はない。ある意味それは性交渉以上に二人の人間が濃密に混じり合う瞬間ではなかろうか？　弥五郎は王子の美を真っ向から受け入れ、そして王子の纏まとう美の世界観の深みに嵌はまってしまっていたのであった。


    　ここで幕末の二剣豪の言葉を借りるならば、こういうことになる。


    　──『我が剣は美を出すぞ』


    「そんな……馬鹿な……」


    　弥五郎は、顔中に脂汗を浮かべ、目玉が零こぼれ落ちんばかりに王子を凝視する。そこに敵意の色一つない美しい顔があった。その美しい顔に弥五郎はぞっとするような戦せん慄りつを覚える。


    「神……いや」


    　──大マハ悪魔マーラ……。


    　その時、ぴかりと雷光が閃ひらめいた。どぉぉん、と耳をつんざく雷鳴が轟とどろき渡る。落ちたのはかなり近くと予想された。続いてさらにもう一発の稲光。一瞬、人々の視界が真っ白くなる。落ちたのは神社のすぐ脇にある杉の巨木であった。


    　群集がざわめきだす。剛ごう毅きな侍たちも慌てふためきはじめた。


    「このまま続けるのは危のうございます！」


    　行ぎよう司じ役の侍が黒くろ瓜うりのもとに行き、そう諫かん言げんする。黒瓜は舌打ちすると、


    「やむをえぬ。お開きだ」


    　と苦々しげに口にした。もっとも黒くろ瓜うりがそう決断するまでもなく、すでに観衆らは退散しはじめている。


    　側そば小こ姓しようが鷹たか久ひさを社の内へと促した。だが、鷹久はその場にとどまり広場を指差す。


    「王子が……」


    　鷹久の指した先で王子が広場の中央に残り、悠然と立ち尽くしている。そして、すうっ、と木剣を掲げたではないか。


    　雲間より射し込む光線の中、一剣を天に向け佇ちよ立りつする美び貌ぼうの男。その神秘な姿に気がついた人々が足を止める。みな、逃げるのも忘れ、神こう々ごうしい王子の姿へと目を奪われてしまっていた。


    　だが、危険だ。この雷雨の中、広場の中央で木剣を掲げる行為。正気のさたではない。それは「雷よ落ちて来なさい」と自ら誘っているかのようではないか。さながらヒステリックに泣き喚わめく淑しゆく女じよに「どうされたのですか」と手を差し伸のべる貴公子のごとく！


    　はたして天も美しき王子の誘いに魅惑されてしまったのか。愛いとしい美男子の胸元に走り寄る烈女のごとく、掲げられた木剣の先端に一いつ閃せんの稲光が飛び込んできた。


    　ぱっ、と世界が白く染まる。激しい閃せん光こうに人々は瞼まぶたを閉じた。


    「王子ぃ！」


    　鷹久が悲鳴を上げた。


    　美しき王子は天に愛され、愛され過ぎたゆえに雷を落とされ、そのまま天に連れてゆかれてしまったのではないか。


    　だが雷光にやられた瞳が徐々に回復し、人々が再び王子へと目を向けた時、そこに驚くべき光景を目まの当たりにしたのであった。


    　おおっ！　広場の真上に巨大な光の球体が浮いているではないか。その球体は、ばちばちと電光を発しながら、王子の木剣の先端に停止していたのだった。


    　人々は理解した。あの球体は雷だ！


    　王子が落下してきた稲妻を剣先にて受け止めていたのである。


    　王子は木剣の上の光球へと穏やかな微笑を送った。そして次に言った言葉がこれである。


    「空へお帰りなさい」


    　その甘やかな言葉が電光に通じたのだろうか。電光は恥じらい、名な残ごり惜しむように一時、そこで軽く揺れると、一筋の光の線となり、上空へと逆流してゆく。さながらそれは天へ帰ってゆく昇しよう竜りゆうのごとくであった。


    　逆流した電光が空を覆おおっていた黒雲へと直撃する。途端に、弾けるように空が晴れ渡った。ぶつかった稲妻が重々しい雨雲を霧む散さんさせてしまったのである。


    　一瞬にして蒼そう天てんを取り戻した広場で、誰もが声をなくして呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。


    　長い静寂を破ったのは黒瓜のややうわずった声であった。


    「み、見たか！　皆の者！」


    　衆人の視線が黒くろ瓜うりへと集中する。


    「見られたか！　蛮ばん勇ゆう阿あ東とう弥や五ご郎ろうを見事に退治し、雷すらも退しりぞけた王子様のお力を！」


    　弥五郎に対して退治という言葉を使った。それは王子を持ち上げ、弥五郎を貶おとしめる二重の目的を持った言葉に違いなかった。


    「みなはこの王子様が何者であるか疑問に思われたろう。このお方の正体を今こそみなに明かそう。このお方は……」


    　そこで黒瓜は効果を狙ねらうように一度言葉を切った。


    「水分みくまりの女神が神代の昔より待ちわびていた夫つま神がみに外ほかならぬ」


    　黒瓜の言葉はあまりにも唐突である。常ならば信じることができない。だが、王子の圧倒的な美び貌ぼう。神こう々ごうしい佇たたずまい。誰もが知る英雄阿東弥五郎をあっさりと倒してのけた実力、そして何より雷すらも従わせる奇跡は、黒瓜の言葉を裏付けて余りあるものだった。


    「今日より王子様は水分城に鎮座され、末永くこの水分の国を守護されることだろう。水分の民よ。王子様を、そして王子様を奉たてまつる水分総領家を崇あがめ奉れ！　王子様を信仰する者には幸いが、せぬものには必ずや神しん罰ばつが下るであろうぞ！」


    　しばし啞あ然ぜんとしていた観衆たちであった。だが、黒瓜の言葉を理解するとともに、今、己おのれのやるべき行為がなんであるかわかりはじめてくる。


    　観衆が、その場に膝ひざをつき、頭を下げていった。ついには百人以上いた人々がみな頭を垂れてしまう。


    （これは……これは……いったいどういうことだ。何がはじまろうとしているのだ？）


    　弥五郎は戸と惑まどいを隠し切れぬ顔を黒瓜へと向ける。黒瓜はさらに言葉を続けた。


    「さて阿東弥五郎だが……」


    　ふいに名を呼ばれ弥五郎が、はっとする。


    「水分武士団の名を汚す無ぶ様ざまな負けっぷり。また試合とはいえ、神に太刀を向けたのは畏おそれ多い。斯か様ような者を家中に抱かかえていては総領家の障さわりとなるやもしれぬ」


    　白い顔に残忍な笑みが浮かんだ。


    「国外へ追放とする」


    　弥五郎の顔が見る間に青ざめてゆく。


    （な、なんだ？　今、黒瓜は何を言ったのだ。俺が国外に追放？　俺がいったい何をした？　なにゆえ？　なにゆえなのだ？）


    　弥五郎の頭は混乱し、何も考えることもできなくなっていた。それでも何か言わねばならぬと、口を開きかけた時、


    「みなさん」


    　よく通る澄んだ声を発したのは王子であった。


    「この国は美しくありません。私はこの国を美に満ち[image: ]あふれた国にしたいと思います。美の美による美のための国。美しくないものを一掃し、ただ美だけの存在する国。湖の底より姫を迎え入れるに相応ふさわしき国をここに築くのです。どうかみなさんの力を貸してください！」


    　その言葉は王子を神であると信じ込んでいる民衆らには神話の中の夫つま神がみが女神を呼び起こそうとしている言葉と感じられたろう。そして彼らは知っていた。女神の復活した後、この地は幸い[image: ]れる常とこ世よのごとき国になると。


    「おおおっ！　王子様！」


    「神様！」


    　人々が熱狂して声を張り上げた。


    　もはや弥や五ご郎ろうが己おのれの国外追放に異を唱えられる雰囲気ではなくなっている。弥五郎は鷹たか久ひさのほうへとちらりと目をやる。


    　鷹久は幼い顔に満面の笑みを浮かべていた。その熱い視線は王子へと向けられている。憧あこがれを、勇者を見る視線。かつてあの視線は弥五郎へと向けられていたはずであった。


    （もはや……お屋や形かた様は俺を見ていない……）


    　弥五郎は鷹久へと頭を下げた。


    （おさらばでござる。お屋形様……）


    　弥五郎はとぼとぼとその場を後にした。


    



    　水分みくまり神社よりほど近い丘の上。


    　そこに桃色の装しよう束ぞくを纏まとった少女が、二人の異形の僧を従えて立っていた。聖女ランガ、そしてその弟子の天てん禅ぜんと禅ぜん鬼きである。


    　ランガは神社の広場の中央に立つ王子の姿を睨ねめながら呟つぶやいた。


    「見つけた。大マハ悪魔マーラ……」

  



  
    　第三章　王子建国


    



    〈その人〉は長い眠りの中、ふと気がかりを感じていた。


    　それは〈その人〉の切り捨てた半身についての気がかりである。


    　不用意であったかもしれない。だが、あの時はそうするしかなかった。それをしなければ〈その人〉は〈その人〉のままではいられなかったはずだからだ。


    〈その人〉の切り捨てた半身は今どうしているだろう。


    　……愛いとしい半身。長い旅路と戦いの中、傷つき疲れ果てた半身。


    　できることならば打ち勝ってほしい。心の闇を自力でぬぐい去ってほしい……。


    　今の〈その人〉にはそう願うことしかできなかった。


    



    一


    



    　阿あ東とう弥や五ご郎ろうは国境付近の山中にある杣そま小屋に一人座り込んでいた。


    　髭ひげは伸び切り、顔は垢あかでまみれ、纏まとった装しよう束ぞくもぼろぼろである。目は落ち窪くぼみ淀よどんでいた。弥五郎はもう一月以上、この場所でこうしているのである。


    　上じよう覧らん試合の不覚から国外へ追放となった弥五郎は、その翌日に自らの屋敷を後にしていた。


    　時は戦国。諸国は力ある武人を求めている。弥五郎のような豪勇の士ならば召めし抱かかえたいという大名も決してなくはないだろう。また、弥五郎のように若く[image: ]たくましい武芸者ならば、諸国を巡り剣の腕を磨くのもいい。だが弥五郎はそうしなかった。それには三つの理由がある。


    　一つは「郷土愛」。


    　弥五郎はこの水分みくまりの国を愛していた。この国のために働き、この国のために死ぬることこそが人生であると思っていた。ゆえに弥五郎はこの国への未練を断ち切れず、未だ国境付近のこの場所に居座っていたのである。


    　二つ目の理由は「恥」である。


    　先日の上覧試合での無ぶ様ざまな敗北。技の上での敗北ならば弥五郎も納得し、さらなる鍛たん錬れんをつまんと思えただろう。だが、弥五郎は王子の美び貌ぼうに正体をなくし、呆ぼう然ぜん自じ失しつのうちに敗れたのである。阿東念流の宗家として、そして誇り高き水分武者として、あるべからざる不覚であった。


    （これ以上ない恥……！）


    　恥ち辱じよくがぎりぎりと胸を締めつけ、物理的な痛苦に感じるほどであった。


    （生きる甲か斐いなし。腹を切らん……）


    　ついに弥五郎はそう思い定めた。そう決意するまでに一月という時間を要した。着物の前をかき開き、脇わき差ざしを握る。


    （だが……）


    　そこで弥や五ご郎ろうは三つ目の理由の主を思い浮かべた。


    （お屋や形かた様……）


    　幼く不ふ憫びんな主君。弥五郎をよく慕したい、弥五郎、弥五郎とあどけない声で呼んでくれた。


    　鷹たか久ひさが生まれた時、弥五郎は先代当主水分みくまり鷹たか満みつの小こ姓しようであった。生まれたばかりの鷹久を見た時、弥五郎はその愛らしい姿に一瞬で魅せられ、生涯自分はこの赤子を守り抜くぞと誓ったのである。その心しん酔すいぶりは家来が主君へと抱く忠義心の枠を越え、恋慕うがごとくであった。


    　今もまた瞳を閉じれば鷹久の小鳥が囀さえずるような声、乳のごとき甘い体臭がすぐ近くに感じられるような気がする。


    （ああ。お屋形様……）


    　鷹久の周りには黒くろ瓜うりのような腹の底の知れぬ佞ねい臣しんがいる。実権を握っているあの男がいつ鷹久を邪魔に思い、亡き者にしようとするか知れたものではないのだ。


    　そして何より王子である。


    （お屋形様は王子にすっかり惑まどわされてしまっておる。王子……。あの美しく妖あやしい男はいったいお屋形様を誑たらし込んで何をせんとしておるのか）


    　それが気がかりであった。弥五郎が、上覧試合での敗北から今の今まで腹を切ることなく生き恥をさらし続けてきたのは、その気がかりゆえであった。だが、今の弥五郎に何ができる。弥五郎と鷹久は大きく引き裂さかれてしまったのだ。鷹久の側に行くどころか城に近づくことすらできぬ身ではないか。それに、もう何もやれる気がしない。この一月の山暮らしで、弥五郎は肉体も精神もすっかり疲れ切ってしまっていたのだ。


    （天よ。どうかお屋形様をお守りください）


    　弥五郎は脇わき差ざしを抜き、逆手に持ち直すと、おのが脇腹へと突き立てた。


    「ぐむむぅっ」


    　かたい腹筋を鋭利な刃が突き破る。焼けるような痛みに耐えながら、弥五郎は脇差を横に滑らせた。どろりと桃色のはらわたが[image: ]あふれ出てきたが、それでも弥五郎は手を止めない。脇差を引き抜くと、鳩尾みぞおちの下あたりに再度突き入れた。それを陽よう物ぶつの真上辺りまで落としていく。


    　ああっ！　まさに武士の鑑かがみ！


    　弥五郎は見事に腹を十文字に切ってみせたのであった！


    （ああ……。お屋形様。弥五郎めは天の星となりて、お屋形様を永久にお守りし続けますぞ）


    　激痛に薄れゆく意識の中、ぼんやりと視界の先、杣そま小屋の入り口に誰か立っているのが見えた。それは桃色の装しよう束ぞくを纏まとった一人の少女。ランガであった。


    



    　深い暗くら闇やみの中に弥五郎はいる。


    　暗闇の中、灯ともしびのように一つ温かく光るものがあった。小さな少年である。


    　まさにそれは弥や五ご郎ろうの心の闇を照らす灯ともしび。愛する鷹たか久ひさ公に違いなかった。


    （弥五郎！）


    （や、弥五郎……）


    （や～っごろ！）


    （もう！　弥五郎！）


    （のお。弥五郎……。わ、わしは弥五郎が……）


    　鷹久は弥五郎の名を呼びながら、くるくると表情を変えてみせる。


    　弥五郎を憧あこがれの目で見る鷹久。遠くから手を振る鷹久。拗すねて頰ほおを膨ふくらませる鷹久。腰の後ろで手を組み、小悪魔のように微ほほ笑えむ鷹久。弥五郎の袖そでを引き、上目使いの涙目で見つめてくる鷹久。顔を朱に染め、弥五郎に秘めた胸の内を告白せんとしている鷹久……。


    　それは今まで弥五郎が見た、あるいは夢想してきた鷹久の姿であった。それが走馬灯のごとく弥五郎の眼前を躍っている。


    （ああ。お屋や形かた様が俺のもとに返ってきてくださった。夢だったのだ。俺が国を追放されたのも、王子が現れたのも……）


    　そう思った時だった。鷹久の姿が闇の向こうへと、すぅーと遠ざかってゆく。


    （だ、駄目ですお屋形様！　そちらは危険です！　こちらへ。こちらへ戻ってくるのです！）


    　弥五郎は鷹久を追って駆けだそうとした。だが、足が動かない。


    　見れば弥五郎の足に無数の白しろ薔ば薇らが絡みついているではないか。白薔薇は弥五郎の力をもってしても引きちぎることは叶かなわない。


    （くそっ！　くそっ！　お屋形様が……お屋形様がぁ！）


    　鷹久の背後に男が一人立っているのが目に入った。邪悪に美しい笑みを浮かべるその男は


    （王子！）


    　鷹久は王子の胸へぴたりと身を寄せる。その顔は弥五郎の知る純じゆん真しん無む垢くで純じゆん情じよう可か憐れんな鷹久の顔ではなかった。淫みだらに王子へと媚こびを売る淫いん売ばいのそれとなっている。


    （いけません！　お屋形様。その男から離れるのです！）


    　弥五郎の叫びを[image: ]あざ笑わらうがごとく王子が真っ白い合羽かつぱを翻ひるがえす。合羽は鷹久の小さな姿を呑のみ込んでしまった。美しくも禍まが々まがしい高笑いをあげ、美の大魔王は合羽の内に鷹久を隠したまま闇の底へと消えていこうとしている。


    （待て！　待つのだ！　お屋形様を……俺のお屋形様を連れてゆくなぁぁ！）


    　弥五郎は血を吐きだすような声で絶叫した。


    「お屋形様ああぁぁぁぁぁー！」


    



    　弥五郎は跳び起きた。


    （夢……であったのか？）


    　あまりにもひどい悪夢であった。弥や五ご郎ろうは未だ動どう悸きする胸を落ち着かせ、辺りを見回す。


    　弥五郎は石造りの小屋の中に寝かされていたようだ。暖かな布団ふとんが掛けられている。割かつ腹ぷくしたあの杣そま小屋ではない。


    （腹？）


    　弥五郎は着物の前をかき開き、おのが腹を確認する。深く切り開いたはずの腹の傷が塞ふさがっていた。生々しく十文字の傷きず痕あとだけが確かに腹を切った証あかしとして残っている。


    （なぜだ？　なにゆえ俺は生きておる？）


    　湧わき上がってくる疑念を抑えきれず弥五郎は立ち上がった。小屋の入り口へと駆けてゆく。そこに見えた風景に弥五郎は仰天した。


    「なんだこの里は！」


    　見たこともない異国の町並みが広がっていた。


    　石造りの建物が無数に聳そびえ立っている。その建物は日本国の建築様式とは明らかに異なり、屋根部分が玉たま葱ねぎのような形をしているのが特徴的であった。建物の壁面には異形の神像が彫られ、方々に沙さ羅ら双そう樹じゆの木々が生えている。


    　建物の間を牛や象がゆったりと通過していき、行き交かう人々はみな全裸であった。額ひたいには赤い宝石が嵌はめ込まれ、ある者は聖琴シタールを奏で聖舞カタツクを踊り、ある者は思い思いに瑜伽ヨーガに熱中している。どの者の顔にも笑顔が浮かび、幸福そうであった。


    「ナマステ。目が覚めましたか？」


    　穏やかな声が弥五郎にかかった。見れば桃色の衣の少女と巌いわおのごとき体たい軀くの僧が立ってこちらを見つめている。ランガと禅ぜん鬼きであった。


    「ランガ殿。これは……いったい？」


    「聖里バナラシ。ここはランガ様を慕したう者が集まり築いた隠れ里である」


    　ランガに代わって禅鬼が答えた。


    　弥五郎は辺りを見渡す。異国のような町並みの向こう、沙羅双樹の木々の間に水分みくまりの湖うみを確認することができた。どうやらここは水分湖沿岸の山中であるらしい。


    「いつの間に斯か様ような里を……。いや、それより俺はなにゆえここにいるのだ。俺は腹を切って果てたはず……」


    「はい。弥五郎サンは国境の杣小屋で腹を切っていました。それをワタシが見つけたのです」


    「感謝されよ。ランガ様は三日三晩つきっきりで霊力を送り続け、そなたの傷を癒いやしたのだ」


    　以前、野武士の槍やりで受けた傷を癒やしてもらったことがある。その力をまた使ってもらったのだろうか。


    「それは……迷惑をかけた。礼を言う。だが……」


    　弥五郎の顔は浮かない。


    「俺が生き延びたのはよいことであったのか。俺は、水分にとって己おのれがもはや無用の者と思い定め腹を切ったのだ。これ以上生きながらえてなんとする……」


    　震ふるえる声でそう言う弥や五ご郎ろうの背に、ランガがそっと手を置いた。


    「弥五郎サン。アナタはとても辛つらく悲しい思いをしました。それは死を覚悟するほどの悲しい思い……。ですがアナタは死んではならぬ人です。この里でゆっくりとお休みなさい。そして傷ついた心を癒いやすのです」


    　ランガの掌てのひらが弥五郎の背を優しく撫なでた。その優しさに弥五郎は涙がこみ上げそうになり、必死で堪こらえる。


    「だ、だが癒やしてなんとする。もはや俺には行く場所がない。お屋や形かた様は俺よりも王子のほうを選ばれたのだ……」


    　ランガが俯うつむいた。


    「弥五郎サンはまだ知らないのですね。弥五郎サンがこの国を去った後、あの王子という男がこの国で何をしているのかを……」


    「え？」


    「弥五郎サンがこの国を離れていた一月の間、この国は変わってしまいました……」


    「どういうことだ」


    「見なさい」


    　ランガが沙さ羅ら双そう樹じゆの林立する先、水分みくまり湖この向こうを指差す。そこは水分城とその城下町のあるはずの場所であった。


    「なっ！　あれは……！」


    　弥五郎は見た。


    　金色に塗られた大だい城じよう郭かくを。城下に建てられた流りゆう麗れいなる大だい伽が藍らんの群れを。それが陽光を反射し、きらきらと輝いて聳そびえ立っていたのである。さながら黄金の国。まるで天界の一風景を切り取って山国に張り付けたような不自然なまでに美しい町並みがそこに存在していたのだ。


    「あそこには水分城が……水分の城下町があったはず……」


    　ランガが首を振った。


    「もうこの国は水分の国ではありません」


    「なに？」


    「美を配り分け与える国──〈美分びくまりの国〉」


    「なっ。美分の国と!?　俺のいない一月の間にいったい何が……」


    「そして」とランガが言葉を続ける。


    「あの城の名は〈美男びなん城〉」


    「美男城……！」


    　弥五郎は戦せん慄りつを隠しきれぬまま、湖畔の美しき魔城を見つめることしかできなかった。


    



    二


    



    　──〈美びく分まりの国〉


    　それは王子が語る光の国の物語をもとに鷹たか久ひさが新たに樹立した新国家であった。


    　この国の理念はただ一つ──〈美〉。


    　美しくあること。ただひたすらに美しくあることこそがこの国の目的なのである。


    　まず城下の町割りを改め、古い建物を壊し、新たに煌きらびやかな伽が藍らんや塔、御殿を建てた。町の各所に、以前王子の涙より生じた薔ば薇らを植え、飾り立てる。領民には王子の衣服を模した豪華な装しよう束ぞくを着用することを義務づけ、ほんの僅わずかな塵ちりや汚れも生じぬよう清掃を徹底させた。


    　そして城の改築である。


    　水分みくまり城じようは今や水分総領家の居城ではない。美神王子様が、そして姫が湖より引き上げられた暁あかつきにはその両名がそろって鎮座される聖なる宮殿とならねばらない。


    　名は〈美男びなん城〉と改められ、大がかりな改築が行われていた。武骨な砦とりでとしての役割の大きかった城を建て直し、壁面に金きん箔ぱくを貼り、天てん女によ、霊れい獣じゆうなどの彫刻がほどこされた。


    　国を訪れた旅人は水分湖の湖面に映る金色の城じよう郭かくを目にし、その美観に目を驚かせた。


    　たった一月でこの山国は美の国へと大きく様変わりしていたのである。旅人は美しい国をうっとりとした心持ちで眺めながら通過してゆくのであった。


    　だが旅人よ。この美しき国がどれほどの犠ぎ牲せいのもとに成り立っているかご存じか？


    　民らの纏まとう豪華な装束は支給されるものではない。自らの財を削って仕立てねばならぬのだ。うっかり昔の服を着ようものならば、すぐに捕らえられ罰を受ける。また、徹底されている清掃も同じであった。少しでも怠おこたりが見られれば、城兵によって激しい責めを受けるのである。


    　この新国家は、醜みにくいもの、見苦しいものを執しつ拗ようなまでに排除しようとしていたのであった。


    　そしてこれだけの速さで町や城を作り変えるその労働力はどうしているのか？


    　国中の農民が夫役に取られ、昼夜を問わず働かされていたのである。


    　見よ。水分湖上に数十艘そうという筏いかだや丸木舟が浮かんでいるのが見えるだろう。


    　幾人もの男が湖の底へと潜り、底の岩へと麻縄を結びつけ、筏の上よりそれを引っ張り上げる。上がってきた岩を筏に積み、岸まで運ぶ。それを延々繰り返していた。


    　湖の底まで潜ってゆき岩に縄を結ぶだけでも命がけの辛つらい作業。さらに岩を水底より引き上げるのもまた大変である。筏が転てん覆ぷくし、水に落ちる者が何人もいた。このような無謀な作業を行う理由はこうである。


    　──湖の底に沈む女神を引き上げるため。


    　休息はほぼなきに等しい。人夫は疲ひ労ろう困こん憊ぱいの極きわみに達していた。


    　危険な現場で極度に疲労した者たちが作業を行えば当然のように事故が多発する。また病やまいに倒れる者も現れた。多くの怪け我が人、病人が出、現場の隅にはそういった者たちが手当もされぬまま累るい々るいと転がされている。


    　そしてこれらの工事にかかる費用を賄まかなうために臨時の税の回収が行われた。凶作の中、普段の年ねん貢ぐすら納めきれぬ農民たちに、ここにきてのさらなる増税である。ただでさえ[image: ]ひつ迫ぱくした民の生活は困こん窮きゆうに追い込まれた。


    　山国の冬は厳しい。これ以上、財を奪われては、やがてやってくる冬を越すことができなくなる。当然のように農民らは税を納めることを渋った。


    　だが城側の侍は無理やりにでもそれを徴収しようと強硬な手段に出た。国中の郷ごう村そんで侍たちは拷ごう問もん、略りやく奪だつなど賊ぞくのごときふるまいに出たのである。が、彼らは決して悪意を持ってそれを行っていたのではいない。彼らの内には常に次の思いがあったのだ。


    　──王子様の御ためならば如い何かなこともやってのけようぞ。


    　あの武ぶ芸げい上じよう覧らんの日に目にした光り輝くような勇姿。それを思い出すにつけ不思議に王子様への忠誠心が湧わき上がってきてしまうのだ。まるで心底懸け想そうした女人を思うように。


    　そして、町人、農民たちも武芸上覧で目にした王子を忘れられなかった。この世のものとは思えぬ美しさを備えたあの人物は神様に違いがない。王子の名を聞いた人々は畏おそれを込めてこう呟つぶやくようになった。


    「ああ。王子様。美しや。恐ろしや……」


    　今や民草にとって王子の名は恐ろしき神しん威いの象徴として轟とどろいていたのである。


    　この美しき新国家美分びくまりは民らの恐怖と困窮のもとに成り立っていたのであった。


    



    「もう、こげなことやってられっが！」


    　ついに農民の一人が声を上げた。辺りには怪け我が人や病人がごろごろと転がされている。


    　この男は今しがた何度も湖中に潜り、ついには酸欠になって倒れてしまった仲間をここに運んできたところであった。


    　足の骨を折り、動けなくなっている農民が上半身を起こし、男の言葉に応えた。


    「みなさ伝えて逃げっぺ。湖の対岸の村のもんはとっとど離散して身ぃ隠したってゆうど」


    「いや。一いつ揆きだっちゃ！　みなで城ば襲おそって訴えっぺ」


    「だどもやぁ……。王子様は神様だど。そげなごどばして天罰ば落ちねがや……」


    「んだったぁ。王子様がいるんだっちゃぁ～……」


    　男は頭を抱かかえる。


    　その時、温かな気配がその場に立ち込めた。咄とつ嗟さに男は背後を振り返る。


    　そこに光膜を纏まとった一人の人物が立ちつくしていた。その人物は高貴な笑みを浮かべ、しゃなりしゃなりとこちらに歩んでくる。


    「おっ……おおおおっ、王子様！」


    　男は急に現れた王子の美の霊力に気け圧おされ、ばたばたと逃げるように後ずさる。倒れ呻うめいていた怪け我が人や病人も動ける者は[image: ]はうようにして王子から遠ざかった。


    「あわわわっ！　来ねでくだされぇ！」


    「びっ……美が痛うごぜえますぅ！」


    　歩み来る王子があまりに美し過ぎ、このまま王子の接近を許せば、薄汚れ、惨みじめにうち倒れている自分たちなど、消滅させられてしまうのではないかと恐ろしくなったのである。


    「どうしたのです。仕事には戻らないのですか？」


    　王子はあくまで穏やかにそう言った。


    「おっ、王子様。こいづらぁ、もう動げねんでごぜえやす！」


    　男が慌てて王子へと告げる。王子は倒れる人々を見下ろし、悩ましげに眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。


    「……可哀かわい想そうに」


    　言った王子は心底そう思っているかのように見受けられる。


    「私の我わが儘ままがみなさんを苦しめてしまっている。ですがそれも仕方のないことなのです。もう魔女がこの国に侵入してきているかもしれない。早く姫を助け出さないといけないのです。どうか理解してください……」


    　俯うつむいた王子の悲しげな様子に男は少し気を強くした。


    「だ、だども、もうおらだぢは限界でごぜえやす。見でけろ。もうみな、動けねんです。こいだままだば、この国のもんはみな死んでしめえやす！」


    　王子は無言で男の言葉を受け止めると、しゃなりしゃなりと倒れ動けないでいる農民の一人に近づいてゆく。


    「こ、来ねでけろぉ！　王子様が眩まぶし過ぎて目が潰つぶれるぅぅ！」


    　王子は農民の傍かたわらまでゆき、その手をとった。手を握られた農民は絶叫する。


    「ぎゃあああっ！　美しいぃぃ！」


    「ああ……可哀想に。こんなに苦しんで……」


    　王子の瞳に涙が生まれた。涙は頰ほおを伝わり、農民の額ひたいに落ちてゆく。


    「うぎゃぁぁぁ！　清らかすぎるぅぅぅ！」


    　強酸性の液体でも浴びせられたような叫びを上げ、しばし身み悶もだえていた農民だったが、やがて静まってゆく。代わってその農民の身体からだがほんのりと朱に染まってきた。顔つきがうっとりとしたものに変わってゆく。


    「あああ。なじょしたぁ。痛みさ消えでぐべぇ。気持ちええ。気持ちええだぁ。……おろ？」


    　倒れ動けないはずであった農民が、すっと身を起こした。


    「おら動げる。おら動げっど？」


    　農民は不思議そうに自分の身体を確かめる。王子はにっこりと笑った。


    「よかった。これで仕事に戻れますね。さあ、もうひと頑張りお願いします」


    　丁寧に頭を下げられ、さっきまで寝たきりだった農民は狐きつねに抓つままれたような表情のまま、作業場へ戻ってゆく。


    「ああ。貴男あなたもひどい怪け我がを……」


    　王子が次の怪我人へと近づいてゆく。あとは先の繰り返しである。次々と王子は怪我人、病人に近づいてゆき、清らかな涙で、その傷を癒いやしていった。


    「さあ、みなさん。仕事に戻ってください。みなさんの苦しみは全て私が受け止めてあげましょう。何も心配せずに一生懸命に働いてください。命がけで働く人の姿は美しい。本当に美しい……。そう、命をかけて」


    　そうやって王子は動けなくなった者たちを次々と癒やし、作業へと復帰させていった。まるで壊れた道具を修理し、再利用していくかのように。ゆえに農民たちは延々と働き続けることとなる。それはひとえに地獄であった。


    　仏法の語る地獄の責苦とは、何度も肉体をいたぶり破壊されるが翌日には全て元通りになり、また新たに肉体を破壊される。それが永えい劫ごうに続くのだという。これはまさにそれであった。


    　ならば侍たちは地獄の獄ごく卒そつである。王子様によってどうせ回復させられるならばと、農民たちを容よう赦しやなくこきつかいはじめたのであった。

  



  [image: ]



  
    三


    



    　深夜。


    　美男びなん城内の黒くろ瓜うり修しゆ理りの居きよ館かんの一室である。


    　今、ここに黒瓜をはじめ十数人ほどの男たちが集まり、短たん檠けいの明かりに不気味な顔を浮かび上がらせていた。いずれの男たちも水分みくまり家の家老、あるいはそれに準ずる重臣たちである。


    　この広い室を照らすのは中央の短檠一本のみ。意図的に互いの顔をわかり難くしている。


    　深く影のかかった男どもの表情は様々である。薄ら笑いを浮かべる者。苛いら立だったように眉まゆ根ねを寄せている者。緊張し強こわ張ばっている者。いずれの表情にも、何やらただならぬ雰囲気が漂っていた。


    「方かた々がたにお集まりいただいたのは外ほかでもない」


    　黒瓜が不敵に笑って口火を切った。


    「お屋や形かた様と王子様のことですな」


    　こう言葉を繫つないだのは肥満した中年の家老であった。


    「ふん。修理殿の悪巧みは見事に功こうを奏そうしたわけだな。武ぶ芸げい上じよう覧らんなどと称し、王子様を神に祀まつり上げおって」


    　不機嫌そうに言ったのは顔に大きな刀傷のある老臣である。


    「どうせ王子様をお屋形様に代わるお飾りに据すえようという腹であったのだろう」


    　皮肉っぽく言われ、黒瓜はわざとらしく苦笑を浮かべて見せた。


    　老臣の言うように、王子をあの上覧試合に出場させたのは黒瓜の政治的策略である。


    　黒瓜は水分国の実権を手にしてより、水分総領家当主である鷹たか久ひさを盾たてにして圧政を敷いてきた。鷹久を飾りとして据えてさえおれば国民も大人しく従うと思っていたのである。


    　だが、少々圧政が過ぎたのか、国民は徐々に水分総領家への信奉を失ってきた。


    　そんなときに都合よく現れてくれたのが王子である。王子がいったい何者か知らぬが、その神こう々ごうしい美び貌ぼう、起こした奇跡は神のごとくであった。黒瓜は王子を鷹久に代わるお飾りとして祀り上げることに決めたのである。


    　そのための武芸上覧試合であった。国中の人間を集め、国内無む双そうの誉ほまれ高い阿あ東とう弥や五ご郎ろうを王子の手で倒させ、神として大々的に衆人のもとに披露したのである。そして、その計略は見事に成功した。王子は国人衆より神として崇あがめられるようになったのである。


    「だが、阿東を追放したのはやり過ぎだぞ。あの者はいずれこの国を背負って立つ器を持った男だとわしが特別に目をかけておったのに……」


    　老臣は若く有望であった弥五郎を思い、眉み間けんに皺しわを寄せる。


    （たわけ。いずれこの国を背負って立つ器を持っておったから追放したのだ）


    　黒瓜は内心でほくそ笑んだ。


    　そう。武芸上覧には阿東弥五郎を国外に追放する目的もあった。老臣は器と言ったが、弥五郎には不思議と人を惹ひきつける魅力がある。今はまだ若いが、いずれ成長すれば黒瓜に反旗を翻ひるがえさぬとも限らない。黒瓜は今のうちに危険な若い芽を摘つんでおいたのだ。


    「左様なことよりも王子様のことだ。王子様が神として家人たちに崇すう拝はいされるようになったのはよい。だが、姫の船を引き上げると称し、無謀な湖底の掘くつ削さくを行い、果ては国そのものを作り変えようとしておる」


    「美分びくまり国などと、たわけたことを！　この国は古来より水分みくまり国なのだ！」


    　老臣が声を荒らげる。肥満した家老が言葉を続けた。


    「城や城下の改築によって浪費される国費は莫ばく大だいです。増税して補っておりますが足りておりません。国の財政は[image: ]ひつ迫ぱくしております」


    「王子様の妄もう言げんに惑まどわされ、お屋や形かた様は乱心しておられる。ここに集まらぬ家老衆も同じ。このままお屋形様と王子様に政まつりごとをお任せしておくわけにはいかぬ。今まで通りこの国の政は我らに委ゆだねていただかねばならない」


    　このように鷹たか久ひさと王子の行っている改国に対する不満が次々と述べられていった。


    　そう。ここに集まったのは新国家に反発する重臣たちである。ある者は国の未来を案じ、ある者は己おのれの利のために、ある者は政より遠ざけられたことを疎うとんじて集つどっていたのであった。


    （むふん。可愛かわいいものよ。私の掌てのひらの上で踊らされているとも知らずに……）


    　黒くろ瓜うりは内心でこの場に集まった者たちを[image: ]あざ笑わらっていた。


    （私が容易に政を手放したのも、お屋形様に国を自由にさせているのも全て計画の内よ……）


    　実は、黒瓜は、今回の件を利用し、家中における武功派の懐かい柔じゆうを画策していた。


    　王子に心しん酔すいしている家老衆はもともと黒瓜の息のかからぬ武功派の者たちが大半だ。黒瓜に大きく意見を言えぬまでもなんらかの不満を抱いている。


    　その不満の根幹は本来の主君であるはずの鷹久より黒瓜が実権を奪っていたことにある。「なにゆえ文ぶん弱じやくの徒である黒瓜に我らが従わねばならぬのか。我らの主君は鷹久公であるぞ」そんな声が密ひそかに囁ささやかれていることを黒瓜は知っていた。


    （では、試しにお屋形様に政をやらせてみようではないか）


    　と、いうのが黒瓜の策略であった。王子の言葉を妄もう信しんする鷹久は暴走するように国を作り変え、困こん窮きゆうさせている。これは黒瓜の予想した通りの結果であった。


    （知恵の回らぬ武功派の者どもも、時を置かずお屋形様に政を行わせていてはならぬと気づくであろう。そして、その思いを強くさせるのがこの集会だ。少しずつお屋形様の政に疑念を抱きはじめた者をこの集会に呼び寄せて懐柔してゆく。いずれ武功派の者たちは、やはりこの修しゆ理りめに政を委ねたほうがよいと、従いだすはずよ）


    　その時こそ黒瓜は鷹久より実権を奪い返す時。黒瓜が再び実権を握った時には武功派の者どものうちから鷹久を主君と仰あおぐ心は消えているだろう。そうなれば、もはや黒瓜に反発する者はこの国からいなくなるのだ。王子はただのお飾りとして、大人しく納まってもらう。鷹久はいずれ時機を見て暗殺し、黒瓜が国主として君臨する。


    　すなわち黒瓜の最終目的は水分総領家を滅ぼし〈国盗とり〉することであったのだ。


    （むふふ。むふん。お屋や形かた様。それまで、せいぜい政まつりごとごっこを楽しまれるがいい）


    　黒くろ瓜うりは鷹たか久ひさと王子への不満を言いあう家老たちを眺め、心中で高笑った。


    「むっ？」


    　ふいに家老の一人が耳元に手を添え、顔を強こわ張ばらせた。


    「いかがされた？」


    「今、王子様の声が聞こえた気が」


    「何!?」


    　一同は慌てて立ち上がった。襖ふすまを開け、廊下や縁側に飛び出し、周囲を見回す。


    　だが、そこには深しん閑かんとした夜の庭や廊下の闇があるばかりで、猫の子一匹見られなかった。


    「誰もおらぬではないか」


    「誠に聞いたのか？」


    　そもそもこの居きよ館かんの周囲は幾人もの番士によって守られている。誰か近づいたならば知らせがあるはずであった。


    「すまぬ。空耳であったか」


    　王子の声が聞こえたと言った家老が自分自身でも納得いかぬといった風に頭を下げる。


    「いや。すまぬ。このところ王子様の声が聞こえるような気がするときがあるのだ。武ぶ芸げい上じよう覧らんのおりに王子様がこの国を美しくする云うん々ぬんと言っておったであろう。近ごろになってその声が耳に残り、幾度も繰り返し聞こえてくることがあるのだ」


    　一同は呆あきれた顔になる。


    「ま、まあよい。確かに王子様の声は麗うるわしく耳に残るからの。無理からぬこと」


    「むう。すまなんだ……」


    　一座は気を取り直し、再び会話をはじめた。談義は進み、先ほど王子の声が聞こえたなどという珍事も忘れかけたころである。


    「すわっ！」


    　急に家老の一人が、どてんと倒れた。


    「いかがした！」


    「そっ、そこに王子様がっ！」


    　倒れた家老が部屋の隅を指差す。


    　みな、その場所に目を集めた。だが、そこには沁しみ一つない板壁があるばかりである。


    「何もおらぬではないか！」


    「な？　何？　方かた々がたには見えぬのか？　その隅に小さな王子様が立ち、見目麗しい顔を我らに向けておるではないか！」


    　家老は恐きよう慌こうしたように喚わめき散らす。


    「落ち着かれよ！　よく見よ！　よく見るのだ！」


    　必死でなだめすかすと家老はようやく落ち着きを取り戻した。


    「ほ、本当だ。何もおらぬ……。かたじけない。幻を見てしまったようだ……」


    　家老は己おのれの額ひたいに浮いた汗を拭ぬぐう。他の者は啞あ然ぜんとしていた。


    「実を申さば、近ごろ、たびたび王子様の幻を見るのだ。前に一度目にした王子様の美しい姿が眼まなこに焼きついてしまったのか……。手水ちようず鉢ばちの裏、文ふみ机づくえの横、灯台の下などにふいに小さな王子様の姿を目にするのだ……」


    　家老の告白に一同は不気味の念を覚えた。


    　王子の声や姿は他の家老たちには、聞こえぬし、見えない。これは幻聴、幻覚であるとしか言いようがないだろう。だが、なんだか、この会合が王子の見えぬ目によって見張られているような嫌いやな気分が湧わき上がってくる。


    　場は一気に白け、もう誰も口をきこうとしなかった。やむなく黒くろ瓜うりが口を開く。


    「方かた々がた。王子様のことで心労が絶えぬのであろう。あらぬ幻や空耳を聞くのもむべなること。本日はここまでとしようぞ。次回は二日後の晩。今こ宵よいはゆっくりと休まれるとよろしかろう」


    　こうして集会はお開きとなった。黒瓜の居きよ館かんを後にする者たちはみな暗い顔で言葉を発することもない。


    　黒瓜もまた難しい顔で寝所へと戻った。


    （むう。いったい何事であったのか？　王子の美び貌ぼうは王子に心寄せぬ者さえ惑まどわし、あのような幻や空耳を現しているというのか？）


    　寝所に戻ると黒瓜お気に入りの美少年が二人、肌が透けて見えるほど薄い衣を纏まとい、端たん座ざして待っていた。その姿を目にし、黒瓜は先ほどの懸け念ねんも忘れ、好色な気分を昂たかぶらせる。


    「むふん。私の小鳥たちよ。今宵も存分に可愛かわいがってくれようぞ」


    　黒瓜は両腕で二人の少年を抱き寄せる。


    「修しゆ理り亮のすけ様」


    　ふいに少年二人が示し合わせたように声を発した。


    「ん？　なんだ」


    　見れば少年らの顔には表情がない。また二人同時に口を開く。


    「美しくないことはおやめください」


    「美しくないこと？」


    「…………」


    　それきり少年たちは何も言わなくなった。


    



    　二日後の晩。予定通り、再び集会が開かれた。


    「なっ!?　これだけか!?」


    　黒瓜が驚きよう愕がくしたのもむべなるかな。


    　なんと、その日集会に集まったのは黒くろ瓜うりを含め、たったの四名のみであったのだ。


    「主しゆ目もく殿はいかがされた？　和泉いずみ殿は？」


    　三人の重臣は顔を見合わせる。その面めん貌ぼうは青ざめていた。


    「主目殿は……」


    　主目とは、先日、王子の声を幻聴した家老である。


    



    　主目は自邸の庭先をふらふら歩きまわっていた。


    「……はい。……はい。……わかりましたぁ～。この国をもっと美しくしまぁ～す。……もっと、もっと美しくしまぁ～す。……あは。あはは。綺き麗れいだぁ。綺麗な声だぁ。……もっと、もっと、その声を聞かせてくだされぇ～」


    



    「主目殿は王子様の声が四六時中聞こえるようになり、空耳と話し続けておられるとか……」


    「なっ、何!?　では和泉殿はどうされた！」


    　和泉とは、先日、王子の幻を目にした家老のことである。


    



    　和泉は自室に閉じこもり、虚うつろな瞳で座り込んでいた。


    「わ～い。王子様がいっぱいだぁ～。王子様でいっぱいだぁ～。こっちに来てくだされぇ～。それがしの手に乗って麗うるわしく笑ってくだされぇ～。わ～い。わ～い」


    



    「和泉殿は小さな王子様を無数に見るようになり、幻の王子様を手や肩、頭に乗せて愛いとおしみ、自室を一歩もお出にならないとか」


    「なんだと……！」


    　主目も和泉も意志弱く、黒瓜にとって御しやすい家老たちであった。誰ぞ知らん。その意志の弱さゆえ、一度耳にした王子の美声、一度目にした王子の美び貌ぼうが、耳に、目に残り、美の残り滓かすが少しずつ二人を[image: ]むしばんでゆき、ついには幻覚幻聴を発症させるに至っていたのである。


    「他の方々はどうされたのだ？　まさか他の方々も幻を見るようになったのではあるまい！」


    「それが……」


    　そこで家老たちが言葉を濁す。


    「子らが……」


    「子ら……だと？　子らがどうしたのだ？」


    「先日、ここに集まった家老衆の幼い子や孫が一様に妙なことを口走りだしたのだ」


    「妙なこと、とは？」


    「『父上様。美しくないことはおやめください』……と」


    　黒瓜は、はっ、とした。それは彼の寵ちよう愛あいする美少年たちが口にしていた言葉と同じである。


    「不思議なことに子らは我らがここで話している内容を知っているかのようなのだ。『父上様。美しくないことはおやめください。王子様に逆らうのはおやめください』と、そのようなことを表情のない顔で幾度も幾度も繰り返し語り続けてくる。[image: ]しかっても、ぶっても、まるで心をなくしたかのようにやめようとせぬ。しかも全ての子らが示し合わせたように同じ言葉でだぞ」


    　黒くろ瓜うりは青ざめた。


    　何も知らぬはずの幼い子供らが一様に王子を擁よう護ごするような発言をする。この超常現象をいかに説明すればよいのか。


    　幼い子供には古来より成人すると失われる不思議な感覚が備わっているといわれている。無む垢くな子供が、時に霊魂の姿を見、時に未来の出来事をさらりと予言するなどといった記録は古今東西枚まい挙きよにいとまがない。


    　今、この国に王子が降こう臨りんし、その美の霊力を遺い憾かんなく振りまいている。幼児の鋭敏な感覚は王子の美を感知し、大人よりも早く感化されたのだ。そして己おのれの父や祖父が王子に対してよからぬ思いを抱いていることすら察知し、諫かん言げんをはじめたのである。


    　先日この集会に集まった重臣たちは己の子や孫の身に起こった異常な事態に肝きもを冷やし、そこに王子の神しん威いを感じ取っていたのである。ゆえに集会への出席を憚はばかっていたのだ。


    「実を申さば……」


    　家老がおずおずと言い出す。


    「わしの息子もそのように……」


    「それがしの娘もじゃ」


    「それがしも……！」


    　三人の家老たちが何かに恐怖するように口々に言う。


    「王子様はやはりまことの神なのではないか……。逆らえば神しん罰ばつが……」


    「お、烏お滸こなことを申すな！」


    　堪たまらず黒瓜が叫んだ。


    「今すぐここにおらぬ者たちを集めるぞ！　私がとくと言って聞かせるわ！」


    　黒瓜の命により、小こ姓しようらが各家老や重臣らの屋敷に走らされる。


    　間もなく重臣たちが黒瓜の居きよ館かんへとしぶしぶながら集まってきた。


    （こ、これは……）


    　集合した面々を目にし、黒瓜は目を疑う。


    「王子様のお声が聞っこえっるぞぉ～。素敵なお声ぇ～」


    「あっ。あっちにもこっちにも王子様が。待てぇ～」


    　集まった者たちの半数ほどが主しゆ目もくや和泉いずみ同様にあらぬ幻覚幻聴を見ていたのだ。そうでない者たちも何か夢みるような顔、あるいはひどく怯おびえたような顔となっている。


    「方かた々がた！　しっかりせぬか！」


    　黒くろ瓜うりはつい柄がらにもなく怒鳴っていた。


    「よいか！　王子様にこのまま政まつりごとを任せておっては国が滅びるぞ！　そのぐらいわかるであろ！　私に助力せよ！　私がこの国の政を行った暁あかつきには多くの財が方々へと入る。さらなる出世も望めるぞ！」


    　だが、その言葉は虚むなしく場に響き渡る。


    「修しゆ理り殿ぉ～。美しくないことはおやめくだされ」


    「そうじゃ。そうじゃ。美しくないぞぉ～」


    　呆ほうけた声でそう言ったのは、王子の幻覚幻聴を見聞きしている者らであった。王子の幻を四六時中見ているうちにすっかり魅了されてしまっている。俯うつむいて何も口にせぬ者らは、この状況に怯おびえ、王子の神しん罰ばつを畏おそれているのだろう。黒瓜は苛いら立だった。


    「うぬら！　国が滅びてもよいのか！」


    　黒瓜の言葉は乱暴なものとなっていた。


    「滅びぬ。滅びぬ。だって王子様は神様じゃもの」


    「それに修理殿より王子様のほうが美しいし」


    　黒瓜は、ぞっ、とした。


    （これほどか？　美とはこれほどやっかいなものであったか？　これでは……これでは……）


    　その時である。足音慌ただしく廊下を駆けてくる者があった。


    「大事にござる！」


    　駆け込んできたのは居きよ館かんの門を守っていた番士であった。


    「何事か！」


    「幼い童わらべらが館の前に集まってきております！」


    「はあ!?」


    　それはここに集まった家老衆の子や孫らであった。


    



    　門前に集まった子供たちは表情のない顔で虚うつろに延々とこう呟つぶやき続けている。


    「父上様。御お爺じい様。美しくないことはおやめください。王子様に逆らうのはおやめください」


    　同時に声を[image: ]そろえる様は、さながら子供たち全員で一個の生物のごとくである。


    　すぐに家老たちが駆けつけてきた。


    「坊ぼう丸まる。ここに来てはならぬ」


    「万まん次じ郎ろう。館に帰っておれ」


    　我わが子や孫の出現にさすがの重臣たちも慌てている。[image: ]しかりつけたり、優しく言いつけたりするが、子供らは全く聞く耳を持たぬ。ひたすらに「おやめください」を繰り返し唱和するばかり。


    「なっ！　小鳥たち！」


    　黒瓜は子供の集団の中に彼の寵ちよう愛あいする美少年らの姿を見つけた。


    「修しゆ理り亮のすけ様。美しくないことはおやめください。おやめください」


    「う、うぬら。屋敷の内に戻れ。戻るのだ！」


    　そんなやりとりの中、急に家老の一人が悲鳴のような声を上げた。


    「うわぁ！　なんだこれは！」


    　その悲鳴の理由は間もなく家老衆全員が知ることになる。


    　なんと、子供たちの白い頰ほおに、腕にうっすらと赤いものが浮き上がってきたのだ。


    　奇怪！　それは王子の顔の形をした痣あざである。


    　痣は徐々に血を滲にじませながら広がり、全身に及んでゆく。伝わり落ちた血が、児童らの身体からだを真っ赤に染め上げていった。地に滴したたった血液は子供らの足元に溜たまりをつくり、池のごとくなってゆく。大量出血に子供らの顔は見る間に色を失っていった。


    　聖痕ステイグマ現象！


    　キリスト教圏において、信仰心の厚い信徒の身に、キリストの顔やキリストの負った傷が浮かび上がるという現象が確認されている。これを聖痕ステイグマという。


    　強い信仰心が肉体に影響を及ぼした結果であるとされるが、この国の子供たちもまた王子への強い信仰心から肉体に聖痕ステイグマが浮き上がってきていたのであった。


    「美しくないことはおやめください。美しくないことはおやめください」


    　血だるまとなってなおも子供らはそれを繰り返し続ける。


    「やめる！　やめるからもうよせ！　よすのだ！」


    「死んでしまう！　このままでは死んでしまうぞ！」


    　家老たちの声は懇願するようになっていた。中には地に膝ひざをつき、我わが子に頭下げる者すら現れる。いつ果てるともない子と親との無む為いなやり取りが続き、もはや子供らの全身の血が尽き果てんとしていた時であった。


    「美しい」


    　ふいに涼しげな声が響き渡った。


    　その声に今まで父や祖父に何を言われても無反応であった子供たちが、ぴくりと身体を震ふるわせた。みな、示し合わせたように声のほうへと顔を向ける。


    　そこに夜闇を照らすがごとく美しい人物が存在していた。その人物は、満月も恥じ入れとばかりに惜しみなくおのが美び貌ぼうを振りまきながら、しゃなりしゃなりと歩みくる。


    「おっ、王子様！」


    　子供たちの無表情に喜き悦えつの色が浮かび上がる。家老たちも王子に目を奪われ、うっとりとした心持ちとなった。


    「肉親を思う子供たちの純真。美しい」


    　王子は血みどろの子供たちを睫まつ毛げの長い切れ長の瞳で眺めまわす。


    「ですが、あまり夜よ更ふかしをしてはいけませんよ。もうお家へお帰りなさい」


    　そう言うと王子は陶磁器のように白い手を子供たちの足元の血溜まりにつける。


    　血溜まりが、ざわりと波打った。


    　波打ちながら、血溜まりが小さくなってゆく。なんと、地に落ちた血液が子供らの肉体に逆流し、戻ってゆくではないか！


    　やがて全ての血液が子供らの内に戻りきった時、子供たちの身に浮いた痣あざもまた消えていた。


    　家老たちが己おのれの子や孫に走り寄り、その身を抱きしめる。


    「おおっ。よかった！　死んでしまうかと思ったぞ！　よかった。よかった！」


    　王子は、子供をかき抱いだき涙を滲にじませる家老たちをにこにこしながら見つめている。


    「美しい。本当に美しい。ですが……」


    　その後に小さく言った言葉を黒くろ瓜うり一人が聞き逃のがさなかった。


    「肉親を思い、子が死ぬ。そのほうが美しかったかもしれませんね……」


    　悪お寒かんがした。


    （聞き間違いか？　今、王子はなんと申した？）


    　王子は饗きよう宴えんのはじまりでも告げる者のごとく声を張り上げた。


    「さあ、みなさん。もうお帰りなさい。明日からは子も親も力を合わせ美分びくまりを美しい国にしましょう。協力してくださいますね？」


    　家老たちは感極まって「おおっ！」と応じていた。


    　もはや、その顔には王子に対する不満も恐怖もない。ただ、美しく偉大な者に魅せられる狂信的な色だけがあったのである。


    　黒瓜一人が蒼そう白はくとなった顔に冷たい汗を浮かべていた。


    



    　翌日、王子は曲くる輪わの上に立ち、吹き寄せる風を身に浴びながら、湖の向こうを眺めていた。


    「王子！　王子！」


    　鷹たか久ひさが子犬のように王子のもとへ駆けてくる。


    「ああ。鷹久さん」


    「捜したぞ。今までどこにおったのじゃ。わしの側そばを離れるな。ずっとわしの側にいてくれ」


    　鷹久は自身も曲輪の上にのぼり、王子の横に立った。


    「はい……」


    　王子はどこか上の空で答えると、また湖の対岸へと視線を戻した。


    「何を見ておるのじゃ？」


    　鷹久は王子の視線の先を目で追ってみた。そこには常と変わらぬ山景があるばかりである。


    「対岸の辺りで醜しゆう気きが満ち、増えてゆくのを感じます」


    「醜気……？」


    　王子は鷹久の問いには答えず、ただこっくりと頷うなずいた。


    「そういえば城の者が言っておったぞ。対岸付近の村々で天てん竺じくの聖女とかいう妖あやしげな女が布教をしており、その教えを受けた村人が作事に加わらず、身を隠してしまっているとか……」


    「聖女？」


    　王子の顔が強こわ張ばった。微かすかにその身が震ふるえてくる。


    「いかがしたのじゃ？」


    「それは……それはきっと魔女です。やはり魔女はもうここまで来ていた。いけない……。魔女は人々を惑まどわし、姫を引き上げる邪魔をしようとしているに違いありません。ああ……。このままでは、姫が……姫が……」


    　王子の顔にびっしりと汗が浮き上がる。わななきながら王子は対岸に向けた視線を強くした。


    「おのれ。魔女……。許しておけない……。美しくない者は滅ぼさねばなりません」


    　その瞳にこもった光は美しいとは到底言えない憎悪の色に染まっていた。


    



    四


    



    　その夜、ランガたちの隠れ里、聖里バナラシでは宴が開かれていた。


    　里の人々が聖河ガンガーと呼ぶ山奥の小川の畔ほとりに集まり、楽を奏で、思い思いに舞踏している。踊る者たちの足首に巻かれた鈴がりんりんと可か憐れんな音を鳴らし、如意宝珠イーシーノルブーの光がきらきらと輝き舞って、星空を眺めているような錯さつ覚かくを覚えてくる。


    　弥や五ご郎ろうは一人、離れた場所の大岩に腰掛けて、宴の様子をぼんやりと眺めていた。


    　みな一いつ糸し纏まとわぬ全裸（彼らに言わせれば如意宝珠イーシーノルブーをつけた者にのみ見ることのできる聖衣サリーという衣を纏っているそうだが）なのが異常であるが、長く見ていると、何も纏わぬその姿は天然自然な人のあるべき姿のように思えてくる。


    　人々はやはり弥五郎には見ることのできない聖飯カレー、聖ナ[image: ]ンといった食物、聖茶チヤイ、聖酒ソーマなる飲料を愉たのしんでいた。それもまた、山気を吸い身を清せい浄じように保つ仙人のごとく清純なものとして感じられてくる。


    　あらゆる俗ぞく世せの欲求を目に見えぬもので満たしているこの里の人々はまるで天界の住人のごとく無む垢くで無邪気であった。


    「弥五郎サン」


    　弥五郎に声がかかった。いつの間にやらランガが傍かたわらに立っていた。いつもランガの影のごとく側に付き従っている天てん禅ぜんと禅ぜん鬼きとがいない。


    「禅鬼殿と天禅殿は？」


    「二人は城を探りに行きました」


    「城を？　なぜ……」


    　ランガは弥五郎の言を遮さえぎるように隣に腰掛ける。


    「そんなことよりも、どうですかこの里は？」


    　尋ねられ、弥や五ご郎ろうはしばし沈黙し、言葉を選びながらぽつぽつと答えた。


    「みな幸福そうに笑い合っている。まるで」


    　そこで弥五郎は自分をじっと見つめるランガの桜色の瞳に気がつき、少し照れくさくなる。


    「まるで極楽のようだな」


    　ランガは満足げにくすりと笑った。


    「ワタシはこの国をこの里のようにしたいのです。誰もが喜び笑い合い、飢えも苦しみもない国。理想郷アガルタ……」


    　ランガの夢見るような言葉に弥五郎の顔がほころんだ。


    「まるで光の国だな」


    「光の国……」


    　そこでなぜかランガの顔が曇った。


    「王子が語っていた。王子の故郷の国だという話だ」


    「王子……」


    　ランガが俯うつむいた。


    「あれは大マハ悪魔マーラです。ようやくみつけました。まさかこの国の王のもとにいるとは……」


    　大マハ悪魔マーラ……。以前、ランガが言っていた。美しき姿で民を惑まどわし、破滅に追いやる者と……。


    「岐き賀が国のことを知っていますか？」


    「岐賀国？」


    　それはかつて戦国の梟きよう雄ゆうとして雷らい名めいを轟とどろかせた真ま壁かべ弾だん正じようの治めていた国である。確か民の反乱に遭い滅びたと聞いたことがあった。


    「あの国に王子がいました」


    「何？」


    「あの国を滅ぼしたのは王子です」


    「しかし、あの国は弾正の暴ぼう虐ぎやくの末に民の反乱に遭い滅びたと聞いたぞ」


    　ランガは首を振った。


    「その反乱軍の首しゆ魁かいだったのが王子です。確かに、反乱の末に暴君弾正は倒されました。ですが王子の導いていた反乱軍がどうなったかご存じですか？」


    「いや」


    「一人残らず死にました」


    　弥五郎は絶句した。


    「王子……。あれは邪悪なほどに純真で、悍おぞましいほどに無む垢くです。なんの悪意もなく国と国とを渡り歩き、民を惑わす。その歩んだ後には夥おびただしい屍しかばねが転がっているのです。王子の美しさは国に滅びと死をもたらすものなのですよ」


    「王子は湖の底にいる姫を引き上げたいとか言っておったが……」


    　ランガが寂しげに、ふっ、と笑った。


    「ねえ、弥や五ご郎ろうサン。一人の女が暗い湖の底で一人の男をずっと待ち続けていられると思いますか？」


    「それは……」


    　そんなことはわからない。武門一筋に生きてきた弥五郎は女人の心についてなど考えたことがなかった。


    「女の心とは強く……ですが揺れ動きやすいものです。いつ助けにくるかもわからぬ男をいつまでも待ち続けたりなどできませんよ。そういうものなのです……」


    　そう語るランガはなんだか己おのれの胸の内をそのまま語っているように思えた。


    　ランガが天を仰あおぐ。夜空には無数の星々がちりばめられ、きらきらと瞬またたいている。


    「王子が……あの人が大マハ悪魔マーラになってしまったのはワタシのせいなのです。あの人には善悪というものがありません。ただ、美。それだけなのです。ワタシはあの人を止めなければなりません……」


    　──あの人


    　とランガは王子のことを言った。ランガと王子との間には余人の立ち入れぬ何かがあるように感じられる。


    「ランガ殿。もしやそなたは……」


    　言いかけた弥五郎のほうを急にランガが振り向いた。その顔には必死の色が浮かんでいる。


    「弥五郎サン。アナタの力が必要です」


    「お、俺の？」


    「このままでは王子の手により、水分みくまりの国は魔界と化すでしょう。どうか力を貸してください」


    　ランガが、ぎゅっと弥五郎の手を握ってくる。弥五郎はどきりとした。


    「しかし……俺に何ができる。俺は王子に手も足も出なかったのだぞ。俺の阿あ東とう念ねん流はあやつには通用しないのだ……」


    「それは違います」


    　弥五郎の言葉をランガは即座に否定する。


    「弥五郎サンの中には悪魔マーラを討とう滅めつするだけの力が眠っています。それを引き出せていないだけ……。それを引き出せれば弥五郎サンは王子にも負けぬ勇者ヴイーラとなれるはずです」


    「王子にも……」


    　──王子に勝てる力。


    　弥五郎の腹に澱おりのごとく溜たまった屈くつ辱じよくが、ぼこりと煮立つような感覚を受けた。


    「如意宝珠イーシーノルブーを受け入れなさい。そうすれば弥五郎サンの本当の力が目覚めるはずです」


    「俺の本当の力……」


    　あの神のごとき奇跡をおこす王子すら倒す力……。それが己の内に……。


    　その時である。鋭い馬の嘶いななきが聞こえてきた。


    　弥や五ご郎ろうは咄とつ嗟さに立ち上がり、嘶きの聞こえた方角へ視線を向ける。


    「あれは……！」


    　弥五郎の立つ岩の上から麓ふもとよりこの里へと続く山道を見下ろすことができた。その道に点々と松たい明まつの明かりが列をなしてこちらに向かってきているのが見える。


    　松明に煌こう々こうと照らされて進んでくる一団は鎧よろい兜かぶとに身を包んだ騎き馬ば武む者しや。それに従う数十人という足あし軽がる武者。美分びくまり武士団の一隊に違いなかった。


    　そしてその武者たちの中に弥五郎は一人颯さつ爽そうと白馬に跨またがる煌きらびやかな姿を発見する。


    「王子!?」


    



    　武者たちが隠れ里になだれ込んできた。


    　隠れ里に建造された石の建物や神像を眺め、侍大将と思われる武者が喚わめき散らす。


    「ぬうぅ！　げに妖あやしき村よ！　王子様の仰おつしやられるとおり、確かにこれは邪悪なる魔女と信徒どもの巣そう窟くつに違いなし！　火を放はなて！　斯か様ような禍まが々まがしき村、焼き滅ぼしてしまうのじゃ！」


    　おおうっ！　と足軽たちが応じ、火矢を放ってゆく。


    　石造りの里とはいえ、その家具は木製であった。瞬またたく間に家々は火に包まれ、沙さ羅ら双そう樹じゆの葉に引火しながら火災は広がってゆく。里の人々が、わあわあ叫びながら逃げ惑まどう。全裸の里人たちを目にし、武者たちは眉まゆをしかめる。


    「なんたる破は廉れん恥ち！　淫いん祠し邪じや教きようのやからめ！　撃て！　撃て！」


    　逃げる里人らに雨のごとく矢が射し込まれ、ばたばたと倒れてゆく。


    　だが不思議。矢の突き刺さったはずの人々がしばらくすると起き上がり、また逃走を開始したではないか。


    「なっ。面めん妖ような！」


    　侍大将はおのが目を疑う。その横にしゃなりと王子の白馬が並んだ。


    「こ、これは王子様ぁ～ん」


    　王子の美に当てられ侍大将の顔がだらしなく歪ゆがむ。


    「あの額ひたいの宝石」


    　王子が、逃げる里人たちの額で赤々と輝く宝石を指差した。


    「如意宝珠イーシーノルブーです」


    「いーしーのるぶー？」


    「醜しゆう気きの結晶体です」


    　王子の顔に青い翳かげが差した。


    「あの鉱石の産出されるプレアデス恒星β第六惑星は、高濃度の醜気によって満たされた大型気体惑星です。極地付近にはあのように結晶化した醜気が無数に浮遊しています。醜気とは美気を相殺しながら増殖する性質を持った物質です。如意宝珠イーシーノルブーに長時間触れていれば、体内の美び気きは消され、代わって醜しゆう気きが身体からだを満たしていきます。そしてついには美気を持たぬ邪悪な存在へと変わってしまうのです」


    「は、はあ……」


    　王子の言っている言葉は侍大将にとって全く意味不明のものであった。


    「あんなものを頭に埋め込まれては、脳が直接醜気に侵おかされ、己おのれの欲望を満たすような幻覚を見るようになるでしょう。あの宝石の力によってあの者たちは死なぬ肉体になっているのです。可哀かわい想そうに……」


    　王子は目を伏せた。


    「可哀想ですが、醜気を宿した魔女の信徒には一人残らず滅んでもらわねばなりません。足を狙ねらい動けぬようにしてから焼いてしまいましょう」


    　侍大将はぞっとした。


    　なぜならば今の王子の言葉が一切の悪念を含まずに発されたからである。


    「え？　あ……は……」


    　王子がにっこり微ほほ笑えんで侍大将の肩に手を置いた。


    　どぎゅんっ！


    　という音が侍大将の胸内で鳴ったような気がした。それは激しくときめいた音である。針のようなときめきが心臓から脳天へと突き抜ける。


    「お願いします。美しくない者たちを焼き滅ぼして下さい」


    　王子が気品ある動作で深々と頭を下げた。


    「はっ、はぁ～い。一人残らず燃やしちゃいまーっす」


    　侍大将の内から先ほど感じた薄ら寒い思いは霧む散さんしている。侍大将は紅こう潮ちようした顔のまま王子の言葉をそのまま足あし軽がる武者たちに伝えた。下知を受けた足軽たちは逃げる里人たちの足を矢で射ぬき、倒れたところを引っ捕まえ、燃える家々の中に投げ込んでゆく。


    　だが、里人たちもやられたままではいなかった。


    　曲刀タルワール、短刀カタール、突刀ジヤマダハルなどの刀剣、手円剣チヤクラムなる投とう擲てき具ぐなど。このような場合を見越してランガが造りだしていた天てん竺じくの武器を手にし、美分びくまり武者たちに突撃してゆく。


    　深夜の隠れ里は瞬またたく間に闘とう諍じようの音に満たされた。


    



    　弥や五ご郎ろうはランガを聖河ガンガーの畔ほとりに残し、美分武者と里人たちの争う場所へと駆けた。


    　ランガの信徒たちの築いた町並みは火に包まれ、四辺は[image: ]しやく熱ねつの地獄と化している。人の肉の焼ける嫌いやな臭におい。ぱおぉーんと痛々しげに嘶いななき、象らが火に怯おびえ山の奥へと逃げてゆく。方々で里人と武者とが争っているのが見受けられるが、戦いに慣れぬ里人たちが劣勢であった。


    　弥五郎は声を張り上げた。


    「やめよ！　やめぬか！　誇り高き水分みくまり武者がなにゆえ斯か様ような非道を行うか！」


    　争う武者たちが一斉に弥や五ご郎ろうを見た。


    　その武者たちの目！　弥五郎は愕がく然ぜんとする。


    　虚うつろに濁ったその目。とろんとしてやや潤うるんでいる。それは恋に目の眩くらんだ者のみが持ち得る目色であった。みな何者かによって魅了されている。剛ごう毅きな武者をここまで惑まどわすことのできる者は一人しかいない。


    　しゃなり……。


    　燃え盛さかる焔ほのおを背にして炎よりも輝かしい人物が優雅な動作で姿を現した。背後の炎がその人物を讃えるように天てん女によ、麗鳥、花々の形へと変じてゆく。そう見えたのは錯さつ覚かくであった。男のあまりに美び麗れい過ぎる雰囲気が弥五郎の目を斯様に欺あざむいたのである。


    「王子！」


    　弥五郎はその男の名を叫んでいた。


    　王子は妖よう艶えんな眉み間けんに悩ましげな皺しわを寄せる。


    「ムッシュー。まさか貴男あなたが魔女に与くみしていたなんて……」


    「王子よ！　これはうぬの命じたことか！　なにゆえだ！　なにゆえ斯様な狼ろう藉ぜきを！」


    「仕方がないことなのです。だって、美しくないじゃありませんか」


    　当然のように王子が言う。そして、うっとりとしたように、


    「でも、焼いてしまえば、美しく変われる……。死は全てを美しく浄化してくれます……」


    「なっ……!?　何を申して……！」


    　弥五郎が愕然とした、その時。


    「大マハ悪魔マーラ！　滅びよ！」


    　数人の里人が天てん竺じくの刀剣を手に王子へ突撃していった。


    「よせ！　その男に不用意に近づいてはならぬ！」


    　弥五郎の制止は間に合わなかった。


    　王子の瞳が蒼あおい輝きを放はなつ。直後、王子の五体より激しい美が波動となって放射された。王子に向かっていった男たちが王子の半径二間けん（約三・六メートル）ほどでぴたりと停止する。男たちの額ひたいの赤石が、ぱぁんと破裂した。


    「う、うぐぅ……。胸が……胸がどきどきするぅ……!?」


    　男たちの胸が傍はた目めにもわかるほど、びくびくと脈打っていた。強烈なときめきを覚え、心臓が胸の内より飛び出さんばかりの勢いで、桃をひっくり返したような形に盛り上がったり、引っ込んだりを繰り返す。


    「ひっ、ひぃぃっ！　どっきどきする！　どっきど……はぶふっ！」


    　男たちの目、鼻、耳、口より爆発するように血液が噴出した。男たちが、ばたばたと倒れる。激しい動どう悸きに耐えきれなくなった男たちの心臓が、ついに破裂したのだ。


    　恋心を覚えた時、思いを寄せる異性を目の前にした時、人は動どう悸きが強くなり、心臓が破裂せん思いを抱くものである。だが実際に破裂することなどありえない。それをさせるほどのときめきを他者に植えつける王子の美び貌ぼう！　驚異的なり！


    　弥や五ご郎ろうの身が自分でも気づかぬうちにじりじりと後退していた。


    　王子は薄うつすらと柔らかな笑みを浮かべたまま悠然と弥五郎へと歩を進めてくる。その顔にはなんの敵意も悪意も存在しない。表情だけ見れば平和の使者にしか見えぬ。だが[image: ]だまされるな！　顔中の穴から血を噴きだした屍しかばねに取り囲まれた平和の使者がいったいどこにいるというのだ。


    　弥五郎の刀握る掌てのひらが汗ばむ。


    （同じだ。あの時と……！）


    　何もできぬまま王子の美に取り込まれ、敗北を喫きつした上じよう覧らん試合。あの時と似た状況である。違うのは弥五郎が本身を握っていること。そして王子が未だ抜刀していないこと。状況だけ見れば弥五郎が圧倒的有利であった。


    　だが、弥五郎はこう思っている。


    （勝てない！　勝てるわけがない！）


    　斬きっても斬れぬ。近づいただけで魅了され、激しく王子に恋い焦こがれながら死んでゆく。


    　こんな美の化け物に対抗するすべがはたしてあるのだろうか！


    「弥五郎さん」


    　王子が流りゆう麗れいな声を発した。発された声の美風に吹きつけられ、弥五郎の身体からだが硬こう直ちよくする。


    「弥五郎さんは如意宝珠イーシーノルブーをつけていない。醜しゆう気きに侵おかされていない。一緒に城に戻りましょう」


    　いやだ、と叫びたかったが口がぴくりとも動いてくれない。


    「さあ」


    　王子が手を差し伸のべ、近づいてくる。弥五郎は仏ブツ陀ダの掌の上の孫そん悟ご空くうのごとく無力であった。


    （いかん！　このまま王子に近づかれたら俺の理性は……！）


    　むんむんと発される王子の美に弥五郎の身体は炎に炙あぶられるような熱を感じていた。これ以上、王子の接近を許したならば、いったい自分がどうなってしまうのか想像もつかない。


    　だが、助けは意外なところからやってきた。


    「おのれ、阿あ東とう弥五郎！　魔女に与くみしておったか！」


    「引っ捕えろ！」


    　王子が近づくよりも早く、足あし軽がるどもが弥五郎を左右より取り押さえたのだ。


    　乱暴な足軽どもの力に身動きの取れなくなっていた弥五郎は抵抗することもできず縄を掛けられてしまう。


    「手荒なことはしないでくださいね」


    　王子が足軽たちに命じる。


    「は、はわわぁ～い。手荒なことちまちぇ～ん」


    　足あし軽がるたちの鬼のようだった顔がだらしなく緩ゆるむ。弥や五ご郎ろうを優しく丁寧に連行してゆく。


    「浄化ジアア！」


    　一いつ閃せんの赤光が煌きらめいた。


    　深紅の光線が王子に向かって飛んでくる。王子は白鳥が羽ばたくがごとく合羽かつぱを翻ひるがえし、光線を打ち落とした。光線の飛んできた方向を王子が、きっ、と精せい悍かんに睨にらみつける。


    　そこに両手の人差し指と中指を立て額ひたいの赤石に添えたランガが若い桜木のごとく立っていた。額の赤石からは微かすかに煙が上がっている。


    「魔女！」


    　王子がランガに向け憎々しげに言葉を叩たたきつける。ランガは少し寂しげに表情を翳かげらせた。


    「ワタシのことを魔女と呼ぶのですね。……王子様」


    「気安く名を呼ばないでください。穢けがれた魔女！」


    　ランガは悲しげに首を振った。


    「すっかり変わってしまった。愛いとしい王子様。ですが、それも全てワタシのせいなのかもしれません。今、ワタシにできる償つぐないはアナタを討とう滅めつし、止めることだけ」


    「滅びるのは貴女あなたです。魔女！」


    　王子が細刀を抜刀した。青蛍光色の光を引いて刀が抜き放はなたれる。そのまま王子は地を蹴けってランガへと疾しつ駆くしてゆく。


    「浄化ジアア！」


    　ランガの額より赤い光線が発射された。


    　王子は光線を細刀により弾き飛ばす。弾かれた光線は石造りの建物にぶつかり爆発四散させた。次々とランガは光線を発射してゆくがその全てを王子の絶妙な剣術に弾き飛ばされてしまう。方々で弾かれた光線が小爆発をおこしてゆく。


    　光線を弾きながらも王子はランガへと駆ける足を緩めない。ついに王子はランガの目前に迫り、その華きや奢しやな身体からだを両断せんと細刀を振り上げた。


    「ランガ殿！」


    　弥五郎が叫びを上げた。


    　間一髪！　ランガは飛ひ翔しようするように後方に飛び退のいて王子の凶刃を躱かわしていた。


    　ふわりと地面に降り立ったランガは王子の顔を睨みつけ、苦しげに呟つぶやく。


    「やはりワタシの力では大マハ悪魔マーラを討滅できない……」


    　ランガは縛られた弥五郎に視線を向け直す。


    「弥五郎サン！　アナタは唯一大マハ悪魔マーラを倒す力を秘めた勇者ヴイーラ！　必ず助けにゆきます！　どうか、それまで悪魔マーラの誘惑に屈しないでください！」


    　ランガが桃色の衣を翻し、背を向けた。飛ぶように夜の山奥へと搔かき消えてゆく。今まで抗戦していた里人たちも戦いを止め、ランガに従い撤退を開始した。


    　武者たちが追撃しようとするがランガや里人たちはどこへ消えたものか、すでにその姿は影もない。象一頭見当たらなかった。


    　後にはただもうもうと火を放はなつ家々が残るばかりであった。


    



    五


    



    「小鳥たち！　私の愛しい小鳥たち！」


    　水分みくまり城内の居きよ館かんの自室にて黒くろ瓜うりが喚わめき散らしていた。


    　彼の寵ちよう愛あいする十数人ほどいた美少年たちが日を追うごとに数を減らしていったのである。そしてついに今日黒瓜の居館より美少年の姿が完全に消えてしまった。理由はわかっている。


    「王子……王子のもとに行ったのか」


    　黒瓜がその絶妙な性技をもってして少年たちをいくら責め抜こうと、一度芽生えた王子への心しん酔すいを消し去ることはできなかった。黒瓜の愛する小鳥たちは一羽、また一羽と彼の鳥とり籠かごを離れ、王子のもとへ飛び去っていってしまったのである。


    「こんな……こんなはずではなかったはず……」


    　黒瓜の息の掛かった家老衆はみな王子によって魅了されてしまっている。もはや家中に黒瓜の味方となる者はいない。黒瓜は王子や鷹たか久ひさの行っていることに対して口を出す力を失っていたのであった。まさか美し過ぎるということがここまで手に余るものだとは思っていなかった。


    　黒瓜は青ざめて頭を抱かかえた。その時。


    「黒瓜さん。いらっしゃいますか。黒瓜さん」


    　その美声を耳にし、黒瓜は心臓を鷲わし摑づかみにされたような気分を覚えた。


    「お、王子様……」


    　襖ふすまの向こうから聞こえてきた声は王子のものに紛まぎれもない。


    （なんだ……。いったい何用あって来たのだ）


    　黒瓜は冷や汗を流しながらも落ち着いた風を装い「どうぞ。入られよ」と襖へと声を投げる。


    　襖が開き、雲間より光が射し込むような美が室内に流れ込んでくる。黒瓜は咄とつ嗟さに目を背そむけた。王子を直視していては自分までも魅了されてしまう。


    　黒瓜の前に王子が座す気配があった。黒瓜は顔をあらぬほうに向けたまま王子に尋ねる。


    「本日はいかような……」


    「実はお願いがあって参りました」


    「ね、願いとは？」


    　顔を背けていても横顔にひりひりするような美の熱を感じる。まるで正面に太陽が腰掛けているかのようであった。


    「禁制を敷いていただきたいのです」


    「き、禁制と？　はたしていかな？」


    「魔女の信徒たちを取り締まるのです。額ひたいに如意宝珠イーシーノルブーをつけている者、魔女の教えを支持する者をことごとく捕らえるのです。また、魔女の信徒をみつけた方にはお礼を差し上げるようにしましょう。国の人みんなで魔女と戦うのです」


    　素敵な提案でしょう？　といった風に王子が笑顔で言ってきた。


    「な、なぜそこまでして……。あいや、左様なことをしては……」


    　民の反発はますます強まる。それに、密告を奨励し礼金を与えるような真似をすれば金がかかる。さらに財政は[image: ]ひつ迫ぱくするだろう。それだけではない。困こん窮きゆうした民が礼金欲しさに信徒でない者を密告するようになるのは目に見えている。そうなれば国民は疑ぎ心しん暗あん鬼きにかられるだろう。国民を顧かえりみるところ薄い黒くろ瓜うりにもその程度のことはわかった。


    「先日、城のみなさんに手伝っていただき魔女の棲すみ家かを焼くことに成功しました。ですが、私の力及ばず、魔女を討ちもらしてしまいました。魔女は未だにこの国のどこかに隠れ潜ひそみ、信徒を増やしています。やつらはこの国に醜しゆう気きをばらまき姫の命を狙ねらう悪あしき者たちです。なんとしてでもやつらを一掃せねばなりません」


    「いや、しかし……」


    　──魔女なんて本当にいるのか？


    　全てこの男の妄もう想そうなのではないのか？　襲しゆう撃げきした里もただの新興宗教の集まりだったのではないか？　この男は妄想で民に禁制を敷き、捕らえるというのか？　そんなことをしたら……


    「魔女狩りです」


    　黒瓜の逡しゆん巡じゆんを打ち消さんとするがごとく王子が言った。


    「魔女狩り……？」


    　その言葉は美しい王子の口から発されたとは思えぬ禍まが々まがしい響きを帯びていた。王子は強く頷うなずくと、すっくと立ち上がる。


    「お願いします」


    　有無を言わせず、王子は部屋を出ていった。


    　黒瓜は王子が去るとともに、どてんと腰を抜かす。頰ほおが妙にひりついていた。


    　黒瓜は不審を感じ、鏡台へと向かう。鏡に映る己おのれの顔を目にし、黒瓜は、あっ、と声を上げた。黒瓜の白い顔が、半分日焼けしたように赤くなっていたのである。


    　それは王子へと向けていた半面が美の熱に当てられた結果に外ほかならなかった。


    



    六


    



    　水分みくまりの湖うみの湖畔。森が湖へと隣接している湿地帯である。葦あしの繁はん茂もする中、ランガがそこに立ち、じっと桜色の瞳を遠く対岸の美男びなん城へとむけていた。


    「ランガ様。申し訳ございません。我らが里におれば斯か様ようなことには……」


    　頭を下げたのはランガの二人の弟子、天てん禅ぜんと禅ぜん鬼きであった。


    「城兵どもが里へ向かうのを目にし、すぐに駆けつけたのですが、時すでに遅く……」


    「致し方ないことです」


    　ランガは俯うつむいた。


    「弥や五ご郎ろうサンが王子によって囚とらわれてしまいました。あのお方は大マハ悪魔マーラを倒すことのできる勇者ヴイーラ。なんとしてでも助け出さねばなりません」


    　すっ、と天禅が一歩前に進み出た。


    「そのお役目、ぜひともこの天禅めに」


    「危険な役目ですよ。あの美男びなん城には王子がいます」


    「私にはランガ様より与えられた天てん竺じく忍法〈[image: ]惑マンガラ襲しゆう来らい〉がございます」


    　天禅が線のごとく細い瞳を薄うつすらと開く。


    「なんならば、この天禅めが大マハ悪魔マーラの首を取って参りましょうぞ」


    　その瞼まぶたの奥には酷こく薄はくな光が宿っていた。


    「感謝しますダンニヤワード。ですが増ぞう上じようは禁物ですよ。王子は常人の力でどうこうできる相手ではありません」


    　ランガは残る禅鬼へと目を向けた。


    「私たちもこのままでは終わりませんよ。王子に対抗できるようもっと信徒を増やすのです」


    　禅鬼は無言で頷うなずく。


    「もっとです。もっともっと信徒を増やすのです。如意宝珠イーシーノルブーを広めるのです。この国を覆おおい尽くすほどに……」

  



  
    　第四章　王子襲撃


    



    〈その人〉は嫌いやな気配を感じ取っていた。


    　穏やかで静かだった湖の周辺が何か穢けがれた力によって侵おかされはじめているのを感じる。


    　深い悲しみが〈その人〉の内に湧わき上がってきた。


    　何かが起きようとしている。それがいったいなんなのか〈その人〉にもわからない。


    　自分はここで眠り続けていてよいのだろうか。


    　この船の外に出てみたい衝動に駆られる。


    　だが、それをしてしまっては〈その人〉は〈その人〉自身を見失ってしまうかもしれない。


    　ただの意思でしかない〈その人〉はそれほどまでに弱く曖あい昧まいな存在だったのである。


    



    一


    



    　美分びくまり国内にて奇怪な出来事が起こった。


    　とある郷ごう村そんが城の作さく事じに男を出さなくなり、また税の催促にも応じなくなった。


    　管轄する侍は怒りながらその村に向かったところ、村はもぬけの殻であったという。およそ五十人ほどいた村民が家畜や家財道具など全て残したまま、一夜にして消え去っていたのだ。


    　隣村の者の話では、もう十日ほど前よりその村は他村との交渉を絶っていた。ただ、その村に立ち寄った者の言によれば、消失する前、その村の者はみな裸で暮らし、額ひたいに紅い石を嵌はめていたのだという。声をかけても、天てん竺じくがどう、聖女がどうと要領を得ぬことを口走るばかり。気味悪くなり、その男は村から逃げ帰ってきたそうなのである。


    　そのようにして村民一同がまるまる消失するという事件が国のあちこちで多発しはじめた。


    



    　ある夜よ更ふけ、一人の侍が湖畔に馬を走らせていると、向こうよりきらきらと鬼おに火びのごとく紅く光るものが無数にやってくる。


    「すわ。化け物か」


    　そう思い、侍が刀に手を掛け、鬼火どもの来るのを待ちうけた。


    　近づいてきたそれの正体を知り、侍は目を見張る。


    　それは、額に紅い宝石をつけた裸の男女であったのだ。みな一様に痩やせ細り、光ない瞳で遠くを眺め、幽ゆう鬼きのごとくゆらゆらと歩いてゆく。


    　その者たちは口ぐちにこんなことをぶつぶつ呟つぶやいていた。


    「おらも理想郷アガルタさ行くだ……おらも理想郷アガルタさ行くだ……」


    　裸の男女は侍を存在せぬもののごとく素通りし、いずこともなく去っていったという。


    



    　城下の[image: ]つじにて一人の男が不ふ[image: ]そんなことを口走っていた。


    「王子は大マハ悪魔マーラである！　王子が現れてから、民の暮らしはさらなる貧ひん窮きゆうに陥おとしいれられている！　みな王子に[image: ]だまされてはならん！　聖女様に従い、王子を討ち滅ぼすのだ！」


    　そう喚わめき散らす男は一いつ糸し纏まとわぬ姿で、額ひたいに紅い宝石を嵌はめている。


    　錯さく乱らんしているのだと思い、人々は見て見ぬふり、聞いて聞かぬふりを決め込んでいた。


    　当然のごとく男のことを聞きつけた城兵が駆けてきて、男を取り押さえる。


    　それでも喚きやめぬ男の首を城兵はついに刀で斬きり落とした。


    　しかし、なんと奇怪!?　男は首だけになってもなお演説を続けたのである。


    「聖女様に従え！　聖女様に従い如意宝珠イーシーノルブーを受け入れた者のみが理想郷アガルタへ至れるのだ！　王子は国を乱す大マハ悪魔マーラ！　惑まどわされるな！」


    　城兵は恐ろしくなり、深く穴を掘って首を埋めた。


    　それより五日、地の底より首の上げる声は聞こえ続けたという。


    



    　国の各所でこのような怪異が相次いで起こった。それはランガの信徒が密ひそかに跳ちよう梁りようし、教えを広めていることを意味している。


    　これらの怪異に一歩遅れて、国内に魔女の教えに対する禁制が発布された。


    　一、魔女の教えを受け、如意宝珠イーシーノルブーを額に嵌めぬこと。


    　一、魔女の集会に参加し、あるいは魔女の信徒と交流せぬこと。


    　一、以上の禁制を破った者は直ただちに捕らえ、拷ごう問もんの上、極刑に処すること。


    　一、また、魔女の信徒を見つけた者は直ちに城へと報告すること。


    　一、報告した者には銭百文を与えること。


    　以上が禁制の内容である。


    　禁制とはまた別に、信徒を狩り出し打ち滅ぼすための討伐隊〈美び警けい団だん〉が結成され、国内を巡回するようになった。


    　だが、まるでそれを読んでいたかのように国内より如意宝珠イーシーノルブーをつけた人間がきれいに姿を消したのである。だからといって彼らは国から去ったのではなかった。城衆のおらぬ時にふいに出現し、声こわ高だかに王子を批判し、天てん竺じくの聖女の教えを説き、魔ま風かぜのごとく消えてゆく。いったいいずこより現れ、いずこに去ってゆくのかまるでわからない。


    　信徒の潜伏先を見つけられぬ中、民による密告ばかりが相次いだ。圧政の中、貧困に苦しめられていた民衆は僅わずかの銭の誘惑に負け、隣人や近親者を次々と告発していったのである。


    　密告された者は直ちに捕らえられ、激しい拷問の末に仲間の潜伏先を聞き出され処刑された。もっとも密告された者の大半は如意宝珠イーシーノルブーをつけぬ罪なき民衆である。邪宗徒に仕立て上げられ、拷問の苦しみの中、己おのれの友人や家族を無理やりに仲間であると吐かされていたのだ。


    　──あいつは邪宗徒なのではないか？　あいつはいつか自分を密告するのではないか？


    　人々の内に不信感がつのり、家屋に閉じこもり、表へ出ぬようになった。


    　今、美分びくまりの国は中世ヨーロッパ魔女狩り時代のごとき様相へと変じていたのである。


    　そして無論これらの触れは「王子様の御言葉」として実行されていたのだ。


    　武ぶ芸げい上じよう覧らんのおり姿を現した神、王子様。その神こう々ごうしい姿は神に違いがない。だが、なにゆえ神がこうまで我々を苦しめるのか？


    　──王子は大マハ悪魔マーラである。


    　信徒たちの言葉が現実的なものとして民衆の意識へと浸透していきはじめた。


    



    二


    



    　美男びなん城の地ち下か牢ろう。以前、王子を一時閉じ込めていた場所である。


    　現在、ここには禍まが々まがしい様々な拷ごう問もん器具が並べられ、血生臭ぐささを立ち込めさせていた。


    　弥や五ご郎ろうはその一番奥の部屋で半裸にむかれ、麻縄によって両腕を縛られ、天井より吊るされている。全身には青あお痣あざが浮いていた。精せい悍かんだった顔はぼこぼこに腫はれあがっている。


    　武者たちは弥五郎を魔女の信徒とし、魔女の居所を聞き出さんと激しい拷問を加えたのであった。もっとも弥五郎は魔女の信徒ではないし、ランガたちの居場所も知らない。何も答えようがなかった。


    　弥五郎の他にも町人や農民が次々に連れてこられ、拷問を受けてゆく。弥五郎のように普段より心しん胆たんを鍛えているわけではない町人、農民は泣き叫び、苦痛を早く終わらせてほしいと、おそらく何となく頭に浮かんだ隣人の名を魔女の信徒として口走る。


    （なんということだ。これが人のやることか……）


    　今、武者たちは一時地下牢を離れ、弥五郎が一人取り残されていた。


    （水分みくまり城はいったいいつから斯か様ような魔城へと化してしまったのだ……）


    　ここに来て思うのはやはり主君鷹たか久ひさの弱々しい姿であった。


    （ああ。お屋や形かた様はこの地獄城でいかにお過ごしであろうか。お優しいお屋形様のことだ。さぞこの事態に心を痛めておられることだろうに……）


    　これだけの責苦を受けて、己おのれの身よりもあくまで主君を案ずる。漢おとこ、弥五郎。まさに侍の鑑かがみである。


    　ずずっ……、と地下牢入り口の鉄てつ扉ぴが開く音がした。


    （ああ。拷問官どもが戻ってきた。また責苦がはじまるのだ）


    　そう思った弥五郎であったが、鉄扉の向こうより現れたのはなんとも意外な人物だった。


    「お屋形様！」


    　己の幻想が形を成したのかと思った。子犬のようにおどおどした顔で現れた小さな姿は弥五郎の愛してやまない水分鷹久公その人であったのである。


    「弥や五ご郎ろう……。ずいぶんと酷ひどい目に遭ったの……」


    　鷹たか久ひさは弥五郎の胸の痣あざに手を触れた。弥五郎は主君のかけてくださった優しい言葉に涙が滲にじむのを感じた。


    「お屋や形かた様。拙せつ者しや、武ぶ芸げい上じよう覧らんの不覚によってこの国を追われて以来、お屋形様のお姿を思わぬ日は一日たりともありませんでしたぞ」


    　弥五郎は男泣きに声を震ふるわせ、絞り出すようにそう言った。


    「そうかそうか。辛つらい思いをしたのだな……」


    　鷹久はかつての忠臣の心情を労いたわるように強く強く頷うなずいた。その心遣いに弥五郎は感激し、さらに[image: ]あふれる涙を強くする。だが、次に発された鷹久の言葉に弥五郎の感激は一瞬で氷結した。


    「で、魔女はいずこにおる」


    「は？」


    「そちは魔女の里で魔女とともにおったそうじゃな。魔女の居場所も知っておろう」


    「お屋形様……何を……」


    　見つめ返した鷹久の幼い顔は氷のごとき無表情であった。


    「魔女とその信徒の存在は王子を苦しめる。王子を苦しめる者どもは一掃せねばならぬ。ゆえにわしは自らこの拷ごう問もんを差配し、信徒どもを炙あぶり出し極刑に処しておるのじゃ」


    　弥五郎の脳裏で何かが音を立てて崩れてゆくのを感じた。


    「お屋形様がこの拷問を……？」


    「しかり」


    　鷹久の瞳には正気の色が感じられなかった。


    「お屋形様！　[image: ]だまされてはなりませぬ！　王子は国を惑まどわす天魔ですぞ！　どうか目を……」


    「おのれ！　うぬまでも王子を悪く言うか！」


    　鷹久は傍かたわらに転がっていた鉄の棒を引っ摑つかみ、弥五郎の横っ面を引っ叩ぱたいた。奥歯が折れて、血泡とともに飛び散る。


    　鷹久の打ちよう擲ちやくは止まらなかった。弥五郎の腹に胸に顔面に次々と鉄棒の一撃を加えてゆく。


    「おのれ！　おのれ！　おのれ！　吐け！　魔女はいずこじゃ！　魔女はいずこじゃあ！　汚らわしい魔女の信徒め！　魔女の信徒め！」


    　鷹久の形ぎよう相そうは常じよう軌きを逸いつしていた。額ひたいに青筋を浮かべ、口の端にぼこぼこ泡が生じ、目は血走り、さながら人食いの天あまの邪じや鬼くのごとし。


    　いかな拷問にも耐えうる強きよう靱じんな肉体を持った弥五郎でも敬けい愛あいする主君からのこの責苦は耐え難かった。肉体よりも精神に生ずる苦痛が弥五郎を追い詰める。


    （やめてくだされ！　お屋形様が左様なことをされてはならぬ。それがしの愛したお屋形様は可か憐れんで心優しい御方のはず……）


    　やがて弥五郎を殴り続ける鷹久のほうが力つき、はあはあと息を荒くして、鉄棒をがらんと床に落とした。


    「苦痛では人の心は動かせませんよ」


    　ふいに涼しげな声が地ち下か牢ろうに響いた。


    　薄暗い地下牢を明るく照らすように一人の煌きらびやかな人物が入ってくる。


    　その人物の出現は陰いん惨さんな地下牢を一気に華やかな空間へと変化させたような印象を与えた。その人物は、どこに立ってもその場を一いつ幅ぷくの絵のごとくしてしまうのである。


    　言うまでもない。王子であった。


    「人の心を動かせるのは愛だけです」


    　弥や五ご郎ろうは王子を翳かすむ瞳で睨にらみつける。


    （王子！　この男がお屋や形かた様を惑まどわしたのだ！　この悪魔マーラめが……！）


    　弥五郎の思いも知らず、鷹たか久ひさはさっきまでの悪あつ鬼きのごとき形ぎよう相そうはどこへやら、着替えを見られ恥じらう乙おと女めのごとく顔を赤らめた。


    「な、なんじゃ。見ておったのか……」


    「まだこのようなことを続けていたのですか。何度も申しているでしょう。如意宝珠イーシーノルブーをつけぬ者は魔女の信徒ではないと……」


    「じゃ、じゃが、拷ごう問もんした者はみな自分を信徒であると認めたぞ。きっとこのまま解き放はなてば、いずれ如意宝珠イーシーノルブーをつけるに違いない。その者たちは姫の命を狙ねらうようになるぞ」


    　鷹久は甘えるように王子へ身を寄せる。


    「そうですか」


    　王子は万感の悲哀を込め、だが、さらりと次の言葉を発した。


    「ならば仕方がない」


    　弥五郎は戦せん慄りつを覚えた。


    （し、仕方がない!?　異常だ！　お屋形様も王子も異常だ！　乱心しておる。斯か様ような者たちが今この水分みくまりの国を治めておるというのか!?）


    　王子がしゃなりしゃなりと弥五郎に近づいてくる。


    「うっ！　来るな！　その美しさを俺に向けるな！」


    　弥五郎は身を[image: ]よじり、逃のがれようとするが縛られた身ではそれも叶かなわない。王子が弥五郎の耳元へと口を寄せ、吐息とともに囁ささやいた。


    「弥五郎さん」


    　途端、右耳から左耳へと矢で射い抜ぬかれたような快楽が弥五郎の頭ず蓋がいを突き抜けた。じわりと脳が溶け出すような感覚を覚える。


    「どうか私たちに協力してください。私は魔女を倒さねばならないのです」


    「誰が……はうっ！」


    　王子が弥五郎の[image: ]たくましい胸板に触れた。傷口より美が弥五郎の体内に流れ込み、血管を通って快美感とともに全身を駆け巡る。乳首がぴんと立ち、下腹部に熱が生まれてきた。


    「お願いします。貴男あなたの力が必要なのです」


    　次に王子は弥や五ご郎ろうの腋わきの下の繁みをさわりと撫なでた。


    「ああああっ……やめろぉ！　お、俺から……あっ……離れ……あああうっ！」


    　その声は苦痛ではなく恍こう惚こつのそれへと変わっていた。弥五郎は、大きな蛇のごとく、じっとりと汗ばんだ肉体を身み悶もだえさせる。尻の穴がびくびくっ、と痙けい攣れんするのがわかった。


    　王子の美は弥五郎の肉体に女人が絶頂に達する寸前にも似た快楽を送り込み、弥五郎の冷静な判断力を奪う。このまま王子に身も心も委ゆだねてしまいたくなる。


    （し、辛しん抱ぼう敵かなわぬ……！）


    　王子は先ほど人の心を動かせるのは愛だけだと言っていた。


    　もしや、それがこれだったのか!?　どんな肉体的、精神的苦痛にも屈することのなかった弥五郎が、王子の愛によって屈し、快楽の筋肉奴隷へと化そうとしていたのだ。


    　愛的拷ごう問もん法！　恐るべし！


    　これに抗あらがうことのできる者がはたして地上に存在するのであろうか？　いや、いない。ここまで弥五郎が耐え続けられるのは武芸によって精神を極限まで鍛えてきた賜たま物ものだろう。だが、それもいつまで持つものか。


    「さあ。私たちに協力すると言ってください」

  



  [image: ]



  
    「お、王子様に……俺は……」


    　ついに弥や五ご郎ろうの精神が王子の美に屈しようとしたその時である。


    「もうよい！」


    　鷹たか久ひさが甲かん高だかい声を発した。


    　王子は弥五郎に当てていた手を離し、鷹久のほうへと視線を向ける。それによって王子の美の方向性が弥五郎より逸それた。弥五郎は美から解放され、ほっ、と息を吐く。


    「もうよい！　もうよい王子！　もう居きよ館かんに戻ろうぞ！」


    　そう喚わめき散らす鷹久の顔に浮かんでいたのは明らかな嫉しつ妬との色だった。鷹久は弥五郎へと甘い言葉を囁ささやき続ける王子を見て、強い悋りん気きを起こしたのである。


    「あとは別の者に任せておけばよい！　このようなむさ苦しい場所は王子には似合わぬ！　行こう！　行こうぞ！」


    　鷹久の言葉を受け、王子は残念そうに弥五郎を振り返る。


    「明日、また来ます」


    　と告げ、鷹久とともに鉄てつ扉ぴの向こうに消えていった。


    （危あやうかった……）


    　あのまま王子の美の責め苦が続けば、弥五郎もまた鷹久やこの城の侍たちのように王子の美の虜とりことなっていたであろう。


    　王子は明日も来ると言っていた。このような拷ごう問もんが続けばいずれ屈してしまう時が来る。そして鷹久のように豹ひよう変へんし、王子のためならばいかな残ざん虐ぎやく非ひ道どうも行えるようになってしまう。


    （お屋や形かた様のように……）


    　そこで弥五郎の胸にぐっと込み上げてくるものがあった。


    （お屋形様が……あの優しく、民を思うところ深いお屋形様が壊れてしまった。壊されてしまった……あの王子によって！　俺の……俺のお屋形様が……！）


    　鷹久が壊れてしまうのを防げなかった己おのれの情けなさ、悔しさが湧わき上がってくる。


    　弥五郎は泣いた。声を上げて泣いた。


    　弥五郎のむせび泣く声は群れから逸れた狼の遠とお吠ぼえのように地下深い牢ろう獄ごくに響き渡った。


    



    三


    



    　その夜。


    　美男びなん城内を巡回する不寝番の侍が妙な臭においに気がついた。


    　何か嫌いやなものが焦こげる臭いである。はじめ、侍はそれが東の丸から風によって届いてきた臭いであろうと思った。今、美男城では昼夜を徹しての改築工事が行われている。現在行っているのが東の丸であった。その辺りで廃材か何かを燃やしており、その臭いがここまで漂ってきているのだろうと思ったのである。


    　だが、よくよく気をつけてみれば、それがごく近くから臭におってくることに気がついた。それはちょうど自分が歩む先にある石垣の曲がり角の向こう側からである。


    　侍は不審に思い、そろそろと角まで行って覗のぞき込んでみた。


    「ひっ！」


    　瞬時に侍は青ざめた。そこに人間の白骨死体が三つ転がっていたのである。しゅうしゅうと煙を上げ、今しがた火葬に処されたばかりといった風ふ情ぜいであった。


    　転がる白骨の向こう側に紅く鬼おに火びのごときものがぼんやりと浮いていた。


    　それは一人の男の額ひたいより発する光であった。赤茶色の僧衣を纏まとった異形の僧。頭頂と耳が尖とがり、目が微睡まどろんでいるように細い。鬼火と見み紛まがったのは額に埋め込まれた紅い宝石であった。


    　男は侍の姿を確認すると、口元に亀き裂れつのごとき笑みを浮かべる。


    「天てん竺じく忍法〈[image: ]惑マンガラ襲しゆう来らい〉」


    　呟つぶやくとともに、男の周囲の空間が陽炎かげろうのごとく歪ゆがみだす。


    　その歪みの中に血のように紅い影がうっすらと浮き上がった。


    「うわああああああ！」


    　堪たまらず侍は悲鳴を上げ、逃げ出していた。


    　背後で一瞬、光が迸ほとばしり、強い熱気が侍の身を包む。


    　緑色の光の中、侍は絶命した。


    



    　地ち下か牢ろうにて、弥や五ご郎ろうが一日の責苦に疲れ果て微睡んでいた時であった。


    　勢いよく鉄てつ扉ぴが開かれる音に弥五郎は目を覚ます。


    「弥五郎殿」


    　現れた人物を目にし、弥五郎は驚いた。それはランガの弟子、天てん禅ぜんであったのだ。


    「天禅殿。なぜここに!?」


    「貴方あなたを助けに来ました」


    　言うと天禅は手早く弥五郎の身を拘こう束そくしていた縄を解とく。


    「かたじけない。しかし、いかにしてここに？」


    「説明は後です。早くここから脱出しましょう。走れますか？」


    「うむ。大事ない」


    　だいぶ身体からだは傷ついていたが元来が頑丈な漢おとこ。走ることぐらいはできる。


    　天禅に先導され、弥五郎は地上へと続く石段を駆け上った。やがて地上へと[image: ]たどりつく。表に出た時、弥五郎はぎょっとした。


    　そこに無数の人骨が転がっていたのである。


    「これは……？」


    　弥五郎の問いには答えず、天禅は不敵な笑みを浮かべる。


    　その時、前方の砦とりでの陰より不寝番の侍が姿を現した。侍は二人の姿を発見し、目を見開く。


    「むっ！　阿あ東とう弥や五ご郎ろう。脱獄しおったか！　出あえ！　出あえぇ！」


    　侍の叫びに、ばらばらと番士の駆けつけてくる音が聞こえてくる。


    「まずい。みつかってしまったぞ」


    　弥五郎は逃げ道を探してきょろきょろする。


    　間もなく十数名の侍が駆けつけてきた。侍たちは刀や槍やりで武装している。弥五郎は当然武装していない。天てん禅ぜんも同じであった。この数の侍に対抗するすべはないように思われる。


    　侍たちが敏びん捷しように二人を取り囲んでゆく。


    「そこな坊主ぼうず！　その額ひたいの赤石は魔女の信徒であるな！　大人しくお縄につけい！」


    　どうする？　というように弥五郎は天禅に視線を向ける。だが天禅はこの状況をまるで楽しむように、凹凸の少ない顔に三日月のごとき笑みを浮かべているではないか。


    「天てん竺じく忍法〈[image: ]惑マンガラ襲しゆう来らい〉」


    　呟つぶやくとともに天禅の額の赤石が強く明めい滅めつしだした。天禅の周囲の空間が妖あやしく歪ゆがみだす。その歪みの中にぼんやりと赤い色をした存在が浮かび上がった。赤い存在は徐々に形を成してゆき、実体を持ちはじめる。


    　ぬるり……と妖しげな生物が空間のひずみより姿を現した。


    「なっ!?」


    　子供ほどの大きさの直立する[image: ]たこ。


    　その生物を端的に表すならば、そんな言葉が適切であろう。だが実情は[image: ]などという可愛かわいらしいものではなく、もっと悍おぞましく吐き気をもよおすものであった。


    　鮮血のごとく真っ赤な色をしている。笠かさのような形の頭部から、無数の触手が蚯蚓みみずのごとく滑ぬめりけを帯びて伸び、それで直立していた。[image: ]というよりか水母くらげに近いのかもしれない。ただ頭部の中心に突き出た筒状の口は[image: ]のそれに似ている。異様に大きな二つの目玉には上下に瞼まぶたがついており、ぱちぱちと瞬まばたきする様さまは蛙かえるのようであった。


    　その生物の触手の一本には短筒（短銃）のような形をした奇妙な道具が握られている。短筒に似てはいるが先端が円えん錐すい状じように尖とがっており、弾丸を発射できるようには見えない。


    　そんな生き物が一匹、二匹、三匹……五匹ほど姿を現した。


    「なんだこいつらは？」


    　弥五郎および侍たちは、この世ならぬ妖よう怪かいとの遭遇に慄りつ然ぜんとしていた。


    「これは[image: ]けい惑こく人じんですよ」


    　天禅が薄ら笑いながら答える。


    「けいこく人だと……？」


    　しばし、たじろいでいた侍たちであったが、やがて一人の侍がじりりと前に進み出た。


    「妖怪め！　斬きり捨ててくれる！」


    　叫ぶやいなや刀を振り上げ、天てん禅ぜんに突撃する。


    　直後、[image: ]たこ妖よう怪かいの持つ短筒より光線が発射された。螺ら旋せん状じように渦を巻く緑色の怪光線！


    「ぎゃぁっ！」


    　光線の直撃を受けた侍の身体からだに、骨が透けて見えるほど強力な電流が走った。緑光の中、体内を流れる電流にしばし痙けい攣れんしていた侍だったが、電流が去るとともに、どさりと、倒れ落ちる。倒れたその身体からは肉が消え、哀れ、侍の肉体は白骨と化していた。


    　同どう朋ほうの異常な死に様を目撃した侍たちは言葉を失い色をなくす。


    「て、天てん禅ぜん殿。この生物は……」


    　弥や五ご郎ろうは天禅を守るように取り囲む醜しゆう怪かいな生物を見回し、吐き気を覚えながら尋ねた。


    「ですから[image: ]けい惑こく人じんです。私が未来から呼び寄せました」


    　説明になっていない。だが、天禅はそれ以上の詳しい説明をするつもりはないようだ。


    「弥五郎殿。私は[image: ]惑人を使い城内に騒動を起こします。その隙すきにお逃げなさい」


    「天禅殿はどうされるおつもりか？」


    「私は王子の首を取りに行きます」


    　天禅の顔には残忍な色が刷はかれている。弥五郎は天禅の異様な雰囲気に気け圧おされ頷うなずくことしかできなかった。


    　天禅は再び侍たちへと細い目を向ける。


    「さあ。道を開けなさい。貴方あなたたちも[image: ]惑人の[image: ]え食じきとなりたいのですか？」


    　天禅が邪悪に口元を歪ゆがめた。


    　──〈[image: ]惑〉


    　天に紅く輝き、古来より災星とされてきた星の名であった。


    　火曜星。あるいは、火星とも呼ばれる。


    　すなわち[image: ]惑人とは〈火星人〉に外ほかならなかった。


    



    　深夜の美男びなん城内は一気に騒然としたものと変わっていた。


    　逃げ惑まどう侍女や小こ姓しよう。刀や槍やりを手に駆けまわる侍たち。沸き起こる悲鳴、罵ば声せい、怒声。


    　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図がそこに展開されていた。


    　混乱する城内を五体の[image: ]惑人を引き連れた天禅が悠然と進んでゆく。


    　侍たちが殺到し、行く手を阻はばむが、[image: ]惑人の敵ではない。


    　[image: ]惑人の能力は光線銃に留とどまらなかったのだ。精神感応能力により互いに連携し、透視能力を使用し物陰に潜ひそむ侍を探知し、物質透過能力によっていかなる障しよう壁へきもすり抜け、念動力を使い飛来する矢弾の軌道を曲げ、瞬間移動能力を駆使し機先を制する。


    　まさに超生物！


    　[image: ]惑人の脅威の能力によって、侍たちは、次々と白骨化していった。


    　その様さまを天てん禅ぜんは陶とう然ぜんとした面持ちで眺めていた。


    「滅べ滅べ。ランガ様に従わぬ者。我わが悟りを受け入れぬ者どもよ！」


    　──天てん竺じく忍法〈[image: ]惑マンガラ襲しゆう来らい〉。


    　この忍法は天禅の得た悟りを如意宝珠イーシーノルブーの力により具現化させたものである。


    　かつて天禅は熱心な修行僧であった。


    　当時の彼は、迷える戦国の民を導き助けんと必死の修行を行っていたのである。


    　ある日のことであった。厳しい山中の洞どう窟くつでの荒あら行ぎようの中、天禅は激しい疲労と飢えで意識を失うことになる。その極限状態の中、天禅は一つの霊れい夢むを授かった。


    　それは、夢中に弥み勒ろく菩ぼ[image: ]さつが出現し、天禅の手を引いて、未来へと誘うというものである。


    　弥勒菩[image: ]に連れられ、天禅の垣かい間ま見た未来はなんとも恐ろしい滅びの未来図であった。


    　遥はるかな未来。平成と呼ばれる御世の終わりの頃である。


    　星空の果てより輝く円盤状の船団が飛来し、夥おびただしい[image: ]けい惑こく人じんが地上へと来襲するのだ。[image: ]惑人たちの目的は地上の侵略。そして人類の滅亡であった。


    　人類は必死の抵抗を試みるが、[image: ]惑人の使用する強力な兵器の前についには屈し、滅亡を余儀なくされるのである。


    　天禅はその夢をたびたび見るようになった。すなわちこの世の終局を垣間見る力、一種の千里眼を身につけたのである。天禅は己おのれの幻視した未来を人々に語り、必死で人類の危機を訴えた。


    　だが、それを信じる者は誰もおらず、いたずらに人心を惑まどわす破戒僧として、天禅は破門に処せられたのである。


    　失意の中、世を恨み魔道へ堕だしようとしていた天禅を救ったのが、天竺の聖女ランガであった。彼女は天禅に如意宝珠イーシーノルブーを与え、天禅の千里眼をさらなる高みへと押し上げたのである。


    　時間軸を歪ゆがめ、己の幻視した未来の具現化を可能とさせる能力の開花。


    　すなわち遥かな未来より[image: ]惑人を召しよう喚かんせしめる能力へと千里眼は進化したのである。


    　それこそが天竺忍法〈[image: ]惑マンガラ襲来〉であった。


    　この世の終局を呼び寄せる脅威の忍法。それは己を顧かえりみることなかった日本の仏教界への怒りと憎悪のまま、凶悪な力を秘めて発現されたのである！


    「滅べ滅べ！　この世の終わりですよ！　この世の終わりですよ！」


    



    　弥や五ご郎ろうは美男びなん城を脱出せんと城道を駆けていた。


    　遠くに天禅が巻き起こしていると思われる騒乱の声が聞こえる。


    （天禅殿の忍法〈[image: ]惑マンガラ襲来〉とか言ったか。よくわからぬが、なんとも恐ろしき忍法か）


    　妖あやしげな生物を召喚し、人を一瞬にして白骨と化さしめる。


    （だが、王子を倒せるのだろうか……）


    　弥や五ご郎ろうは一いち抹まつの不安を抱かずにはいられない。


    　なぜだろうか。天てん禅ぜんの脅威の忍法をもってしても王子を倒すのは容易ならぬことに思えてしまう。それほどまでに王子の美は圧倒的なものとして弥五郎には感じられていたのである。


    　その時、闇を裂さくようにして男たちの声が聞こえてきた。


    「いたぞ！　阿あ東とう弥五郎だ！　南の丸のほうへと逃げたぞ！」


    （ぬかった！　みつかったか！）


    　弥五郎は駆ける足を速めるが、道の先からも叫ぶ声が聞こえてくる。回り込まれたのだ。


    　逃げ道を失い。弥五郎はすぐそこに見えた曲くる輪わへと登る。


    　曲輪の向こう側は水分みくまり湖から水を引いて造られた水堀であった。水面までおよそ十間（約十八メートル）の高さがある。


    （どうする？）


    　迷っている暇はなかった。もう侍たちの駆ける音が近くまで迫っている。


    　弥五郎は石垣より水堀へと身を投げた。


    



    四


    



    　天禅は足もとに転がってきた侍の頭ず蓋がい骨こつを踏み砕いた。


    　城のおよそ中央、東西南北の曲輪に挟まれた広場には夥おびただしい白骨死体が転がっている。累るい々るいたる髑どく髏ろの中心で[image: ]けい惑こく人じんを従えた天禅は広場の隅に群集する侍たちを睥へい睨げいした。


    　侍たちは手に手に弓を構え、天禅の痩やせた身体からだを狙ねらっている。だが、それを放はなつことはできない。矢を放てば[image: ]惑人の念動力によって軌道を曲げられ、逆流し、己おのれに返ってくることをここまでの戦いで知っていたからであった。


    「王子を連れてきなさい。貴方あなたたちでは到底私の相手にはならぬことがわかったでしょう」


    　天禅の発した侮ぶ辱じよくの言葉に侍たちは苦々しい顔をするものの実際どうすることもできないのは事実である。


    　天禅はこれ以上城内を荒らしてまわるのをやめ、ここで王子が来るのを待つつもりであった。


    　動かぬ天禅。何もできぬ侍たち。その膠こう着ちやく状態が四半刻ほど続いた時、侍たちの内でどよめきが起こった。


    「来ましたか」


    　侍たちが道をあけ、一人耽たん美びな顔つきの男が広場へと進み出てくる。王子であった。


    　白骨死体の転がる冥めい土どのごとき光景の中にあって、王子の場違いな美び貌ぼうは三さん途ずの川に降り立った地じ蔵ぞう菩ぼ[image: ]さつのごとく人々の目には映った。かつて天禅が夢中にて出会った弥み勒ろく菩[image: ]など到底足元にも及ばぬほどの美しさ、神こう々ごうしさ。


    　天禅は一瞬、眩暈めまいを覚える。


    （……いけません）


    　天てん禅ぜんは一度瞼まぶたを閉じ、下腹部へと念を凝らした。王子の美び貌ぼうを目にして生まれた熱を丹田にて練り、脈管を通して額ひたいの如意宝珠イーシーノルブーより放出させる。瞼を開いて再び王子の姿を確認した。この上なく美しく見えるが、心乱されるほどの魅力は感じない。


    （ランガ様の仰おつしやった通り。如意宝珠イーシーノルブーの力を上う手まく使えば王子の美に惑まどわされることはない）


    　王子は天禅に向けて無造作とも思える動作で歩んでくる。天禅は胸元で印を結び、念を込めた。[image: ]けい惑こく人じんたちに命令を発したのである。


    　しゅん！　しゅん！　しゅん！


    　次々と[image: ]惑人たちが瞬間移動して王子を円形に取り囲んでゆく。


    　気味の悪い目玉をしばたたかせて、[image: ]惑人たちは光線銃の先端を王子へと向けた。もはや王子に逃げ道はない。完全に包囲した。王子は己おのれを取り囲む醜しゆう悪あくな異生物を涼しげに見回した。


    「大マハ悪魔マーラ！」


    　天禅が吐き捨てるように言った。


    「その美しい風ふう貌ぼうで何人の者を惑わし、破滅させてきましたか。ランガ様より与えられた聖なる忍法で、今こそ調伏してくれましょう！」


    　天禅が胸前にて印を結び、瞳を閉じる。今まさに異星人たちに攻撃命令を下さんと、気を練っているのだ。五体の[image: ]惑人が一斉に光線銃を発すれば、王子といえど、もはや逃のがれることは敵かなわない。無む惨ざんな白骨と化してしまうだろう。


    （ランガ様は弥や五ご郎ろう殿をひどく買っておられた。王子を倒せるのは弥五郎殿だけだと。だが、王子を倒すのはこの天禅だ。この世の終局を呼び出す力を持ったこの天禅なのだ！）


    　しかし、油断はしていない。王子はランガの光線すら細剣をもって弾き返したと聞く。ゆえに天禅は王子の手元より目を離さない。刀を抜く暇を決して与えるつもりはなかった。


    　必勝を確信し、天禅はうっすら笑う。


    「さぁ。死ね」


    　天禅が妖よう気きを込めて囁ささやいた。


    「待ってください」


    　ふいに王子が言った。天禅が苛いら立だたしげに細い瞳を開く。


    「なんです？　命乞ごいですか？　悪魔マーラにかける慈じ悲ひなど私は持ち合わせていませんよ」


    「マドモワゼル。貴女あなたは、なぜこんなことをするのです？」


    「なぜですって？　知れたこと。この世を惑わす悪魔マーラを……」


    「ああ。すみません。貴男あなたにお尋ねしていたのではありません」


    　王子が天禅の言葉を遮さえぎった。天禅は怪け訝げんな顔をする。天禅に尋ねていないのだとしたらいったい誰に尋ねているというのか？


    「そうか。言葉が違うのでしたね」


    　何かを合点したかのように王子が頷うなずいた。そして次の瞬間、妙な言葉を口走った。


    「ンダ。ルカヌ、ポラゴルダ？」


    　王子の口から発されたそれは、どこの国のものとも知れぬ言葉である。しかも、その声こわ音ねは王子の──いや、人の口から発されたとは到底思えぬ甲かん高だかく、非人間的なものであった。


    　──何事だ……？


    　天てん禅ぜんも侍たちも……その場にいる誰もが、王子の発した言葉を理解できず耳を疑う。


    　いや、その言葉を理解する者たちがいた。


    「グリ、ピポラ。ルダルダ」


    　王子の言葉に返答したのは、なんと[image: ]けい惑こく人じんの一体であった。筒状の口をひくひくさせ、甲高い音声を上げている。


    「オォォ！」


    　王子が何やら大げさな身振りで驚く。そしてさらに質問らしきものを返した。


    「ヒリア。ンン、ンン。スポンギ、パラミア、ボテ。ライハワ？」


    　しばし[image: ]惑人たちは互いに見つめ合い、「イバ。イバ、ブンラ」と王子の問いに答える。


    「ブンラ？」


    「ブンラ！」


    「オォォ！　ブンラ！　ブンラバ、ヘッラ！」


    「ピーピ、ルッサーマ、ンン、ンダン、ンンン、ダピ？」

  



  [image: ]



  
    　そのような王子と[image: ]けい惑こく人じんたちの不思議なやり取りが暫ざん時じ続けられる。


    　天てん禅ぜんも侍たちも啞あ然ぜんとして、さっきまでの緊迫した状況もどこへやら、そのやりとりを見守ってしまっていた。


    　しかし、[image: ]惑人と会話する王子のなんと楽しげであることか。普段寡か黙もくであるはずの王子が実に雄弁に、饒じよう舌ぜつになっているのである。その姿は決して敵対する者どうしとは思えない。社交界で婦人と談笑する紳士のごとくであった。


    「リパ、ランバ、ラ？」


    「リパ！　はっはっはっ！」


    　何か[image: ]惑人が戯たわむれを言ったらしい、王子は声を上げて笑った。よほど[image: ]惑人の言った戯れが面白かったのか。こんな大笑いをする王子を見たのは侍たちも初めてである。


    　その笑いが会話の終わりとなった。王子は、すっ、と[image: ]惑人の前に跪ひざまずくと、その触手の一本を手にとり、気品[image: ]あふれる動作で口づけする。その恭うやうやしい口づけには深い敬けい愛あいの念と、親愛の情とが込められていた。さながら高貴な淑しゆく女じよの手の甲に口づけする貴人のごとく。


    「ポラ」


    　一言告げると、[image: ]惑人の深紅の身体からだが薄れ、透明になってゆく。ついには消えてなくなった。


    　夜の美男びなん城に静寂が訪れる。今、起こった出来事に誰もが言葉を失っていた。


    　跪いていた王子が、ぽんぽん、と膝ひざについた砂を掃はらい、立ち上がる。その顔は表情に乏しいいつもの王子へと戻っていた。そして、厳げん粛しゆくにこう告げる。


    「未来は変わりました」


    　王子の言葉の意味を理解できる者は誰一人としていなかった。


    「な、な、な……」


    　呻うめくように天禅が声を上げる。


    「何をしました！　なぜ[image: ]惑人は消えてしまったのです！」


    　だが王子は微ほほ笑えむばかりで答えない。


    「ふ、ふん。何をしたのか知りませんが、貴様が滅び去るまで何度でも、この世の終末を呼び出してやりましょう。天てん竺じく忍法〈[image: ]惑マンガラ襲しゆう来らい〉！」


    　天禅は再び胸前にて印を結び、念を込める。だが、いつまで待っても[image: ]惑人が現れることはなかった。天禅の顔に明らかな狼ろう狽ばいの色が刷はかれてゆく。


    「なぜです……なぜです……」


    「ですから未来は変わったのです」


    　何でもないことのように王子は言ってのけた。


    「貴男あなたの忍法は未来の出来事を具現化させることでしょう？　[image: ]惑の方々は人類を滅ぼすのをやめました。私が今しがた説得したのです」


    「なっ？　え？　おま……貴様……どうして[image: ]惑人と会話できる？」


    「[image: ]けい惑こく語は、この星に来る前に学んでおきました。隣の惑星なので使う機会もあるかと思ったのです。この星の言葉よりも文法が母星の言葉に近かったので覚えやすかったですよ。太たい白はく（金星）語と太たい陰いん（月）語も覚えましたが、そちらは片かた言ことです。久しぶりに母星に近い言葉を使い、つい饒じよう舌ぜつになってしまいました」


    　王子の言は生なま半なかには信じられぬものである。だが事実、先ほど[image: ]惑人と交渉し、追い払うことに成功したのだから信じるほかない。


    「彼女たちは、この星の環境が人類によって破壊されることを憂うれいていたそうです。それで人類を滅ぼそうとして侵略をはじめたのです。だから私は言いました。もう少し待ってやってはくれないか、この星の人たちも捨てたものではありませんよ、と。彼女たちは、貴方あなたがそういうならば、と納得してくださいました」


    　彼女たち──とは先ほどの[image: ]惑人たちのことであろうか。あの悍おぞましい化け物が女性だったということにまず驚かされる。王子は話し合いの結果によって[image: ]惑人が納得したと言っているが、もしかすると[image: ]惑人の淑しゆく女じよたちは、王子の美び貌ぼうに魅了されてしまったのかもしれない。


    　未来を変えるほどの美貌……。王子の美は時の因いん果が律りつすら歪ゆがめてしまうのである。


    　ぎりぎりぎり……。


    　樹木の軋きしむような音を立て、天てん禅ぜんが歯ぎしりをした。天禅は、青白い額ひたいに回虫のような血管を浮かび上がらせ、薄い表情を苛いら立だちと怒りで悪あつ鬼きのごとく歪めている。


    「こっ、こっ、こっ！　この糞くそったれ悪魔マーラ野郎！　[image: ]惑人まで惑まどわす好こう色しよく漢かんめっ！　信じない信じない！　この世は滅びる！　この世は滅びるのだぁぁ！」


    　叫ぶとともに王子へ摑つかみかからんと野獣のごとく猛然と突進してくる。


    「滅び！　滅び！　滅……びぶべっ！」


    　その天禅の左目に、唐突に矢が突き刺さった。


    「なにぃ……が」


    　天禅は矢の飛来してきたほうを残る右目で忌いま忌ましげに睨にらみ返す。


    　見れば、広場の隅に待機していた侍たちが、大弓を引き絞っているではないか。


    　妖よう異いな力を振るう天禅を退治せんと遠距離からの射撃を狙ねらっていた侍たち。常ならば[image: ]惑人の精神感応能力でその攻撃を感知し、念動力で弾き返すことのできたはずの天禅であったが、[image: ]惑人なき今、天禅は無防備であった。


    「放はなて！」


    　号令とともに無数の矢が天禅の痩やせた身体からだに向けて放たれる。


    「くっ、糞ったれぇぇぇぇぇぇ！　おぶびびびぶびぶっ！」


    　瞬またたく間に天禅は全身を矢で射ぬかれ、針はり鼠ねずみと化す。


    　それでも天禅は王子へとよろよろと歩んでゆく。


    「おおおぉぉ王子ぃぃぃ。この悪魔マーラあぁ。マーラ……マラ、マラ、マーラあぁぁ……」


    　王子が哀しげに首を振る。


    「悍おぞましい如意宝珠イーシーノルブーの力……。今や貴男あなたは醜しゆう気きによって生かされているだけのまやかしの生命。可哀かわい想そうに……。可哀想ですが……」


    　次に王子の顔に浮かんだのは身も凍りつくような冷血な色であった。


    「魔女の信徒は滅びなさい」


    　王子は細刀を抜き放はなつ。青蛍光色の斬ざん光こうが迸ほとばしり、天てん禅ぜんは如意宝珠イーシーノルブーごと一刀両断されていた。


    



    五


    



    　城内に侵入した魔女の信徒を倒し、王子が鷹たか久ひさの居きよ館かんへと戻ってきた。


    「王子！」


    　鷹久が王子へと駆け寄る。


    「よかった王子。怪け我がはないか？　もう離れるな。わしの側を離れるな」


    　そう言って王子に縋すがった時である。ふいに王子がこう呟つぶやいた。


    「魔女の信徒が城内にまで現われました」


    　その一言は、穏やかだったが、どこか冷たい響きを帯びていた。唐突過ぎる王子の冷淡さに、鷹久は得体の知れぬ恐怖を感じ、身を離す。


    「姫は？」


    「え？」


    「魔女の魔の手が城内にまで伸びています。もう一刻の猶予もありません。早く、姫を引き上げねば。姫はまだですか？」


    　その言葉も、やはり穏やかだった。だが、威圧的な何かを含んでいる。


    「も、もうすぐじゃ。この国はだいぶ美しくなった。姫が復活するのもきっと間近……」


    「美しくない」


    　焦あせる鷹久の言葉を王子は一刀両断する。


    「まだ、この国は全然美しくありません。こんなことでは姫は目覚めてはくれませんよ」


    「そんな。もう、これ以上いったい……」


    「こんな薄っぺらな美では駄目だったんです。もっと根源的で圧倒的な美。人が一生で一番輝く瞬間の美。やはり、それを集めなければ駄目だったんですよ」


    「そ、それは……？」


    「〈命がけ〉……」


    「命……がけ……？」


    　言ってから、王子は、自分で今気がついたといった風に、ぽんっ、と手を叩たたいた。


    「そうですよ。命がけですよ。ああ。そういうことだったのですか。魔女の信徒が増えてきたのも、きっと、この国中が命がけになるため。この国中が命を燃やすため。ああ。そうか……。そういうことでしたか……。命。命……」


    　王子はもう鷹たか久ひさの存在を忘れてしまったかのように、ぶつぶつと呟つぶやきはじめた。


    　なぜだろうか。呟き続ける王子から、この世ならぬ禍まが々まがしさのようなものが感じられてくる。


    　そこで鷹久は気がついた。


    　王子の金きん髪ぱつの先端が血のごとき赤色に変わっている。そればかりではない。王子の白く長い指先が墨につけたような黒色へと変じていたのだ。


    　それはともすると見過ごしてしまうような変化。だがつねに王子を側に置いていた鷹久には異常なほど大きな変化に思われた。


    「命……命……命……命……命…………」


    　王子の五体より赤黒い靄もやのようなものが湧わきがっているように鷹久には感じられた。靄は、鷹久のもとまで漂ってきて、その身を覆おおってしまう。


    「命……命……命……命……命……命……命……命……命……命……命……皆殺し」


    



    「憎みなさい。憎みなさい。憎みなさい。憎みなさい」


    　水分みくまりの湖畔の湿地帯。そこに夥おびただしい赤い光が人ひと魂だまのごとく灯ともっている。


    　赤光はランガの信徒たちの額ひたいの赤石であった。数百人という全裸の信徒たちが集まっている。城の敷いた禁制の網を搔かい潜くぐり、これだけの信徒が増え集つどっていたのである。


    　その信徒たちの中央に古代秘教の司祭然として立つのはランガであった。


    「憎みなさい。憎みなさい。憎みなさい。憎みなさい」


    　そう念仏のように唱え続けている。その言葉に呼応するように信徒たちの額の如意宝珠イーシーノルブーが輝きを増してゆく。


    「ワタシたちは王子によって多くの同どう朋ほうを殺されました。苦しい生活を強しいられました。憎みなさい。怒りなさい。悲しみなさい。憎むこと、怒ること、悲しむこと。それだけが唯一、王子の美から己おのれを守り抜く手段なのです。苦しいですか？　大丈夫。如意宝珠イーシーノルブーが、その全てを浄化してくれます。さあ。憎みなさい。憎みなさい……」


    　信徒の一人が耐えきれなくなったように、がくりと膝ひざをつく。


    「どうしました」


    「ランガ様。憎しみを高めようと王子の姿を思い描くと、それに惑まどわされそうになります」


    「ならば、その王子を犯しなさい」


    「犯す？」


    「王子の幻想を犯し、存分に凌りよう辱じよくしなさい。生まれてくる快楽を如意宝珠イーシーノルブーへと集めるのです。それこそが天てん竺じく忍法〈性火シヤクテイ浄化〉です」


    　ランガの言葉に従い、信徒は再び立ち上がり王子を夢想しはじめる。


    「おおう……。おおおう……。王子……王子……！」


    　信徒の顔が虚うつろになり、瞳が白濁として、だらだらと口の端より滝のごとき涎よだれが垂れてくる。その股こ間かんのものが怒張しだした。王子を犯す妄もう想そうに浸っているのだろう。


    　間もなく股間のものが力を失い、縮んでゆく。代わって信徒の顔が真っ赤に染まり、額ひたいの赤石が眩まばゆいばかりに輝きだした。


    「おおう！　おおおう！　おおおおおお！　浄化ジヤア！」


    　雄お叫たけびとともに信徒の額より一いつ閃せんの光線が天に迸ほとばしり出た。光線は夜天を割さき、叢そう雲うんを貫く。


    　光線を発し終えた信徒の顔は虚きよ脱だつしたようになっていた。


    「うひ……きひひ……うへへえ」


    　強すぎる快楽を頭部に集中させたことにより脳を焼かれた信徒は、阿あ呆ほうのようになり、意味のわからぬ声を発している。ランガは満足げに頷うなずいた。


    「そうです。それこそが天てん竺じく忍法〈性火シヤクテイ浄化〉。悪魔マーラを焼き滅ぼす聖なる火。アナタの心は今、聖なる火の力で極楽スクワーヴアーテイーにあるでしょう」


    　──天竺忍法〈性火シヤクテイ浄化〉


    　すなわち性交を観想することによって生じる性エネルギー（性火シヤクテイ）をオルガスムスに達する直前に中央気道スシユムナーを通して如意宝珠イーシーノルブーに集め、如意宝珠イーシーノルブーの嵌はめられた第六脈輪チヤクラより発射する術である。下腹部より生じた性火シヤクテイは中央気道スシユムナーを上昇する過程で五つの脈輪チヤクラを通過し、それによって攻撃的熱エネルギーへと変換され、さながら破壊光線のごとくなって放射されるのであった。


    　簡単に説明するならば額から超強力に射精する忍法である。


    「浄化ジユア！」


    「浄化ジヨア！」


    　付近の信徒たちも次々と〈性火シヤクテイ浄化〉を会え得とくし、天へ向けて放ってゆく。


    　夜空を焦こがす光線群を見上げ、ランガは妖よう艶えんな微笑を浮かべた。


    「ラ……ランガ殿……」


    　ちゃぷり、と水音が鳴り、湖の中から一人の男がよろめきながら歩んできた。弥や五ご郎ろうである。全身、痣あざだらけでびしょ濡ぬれであった。


    　美男びなん城の水堀に落ちた後、湖へと抜け、湖中を漂うにまかせていたのである。湖畔に輝く赤光を目にし、ここまで泳いできたのだ。もはや疲労は限界に達し、立っているのもやっとの状態である。


    「弥五郎サン。ご無事だったのですね」


    　ランガが駆け寄ってきて倒れそうになる弥五郎の身体からだを支えた。


    「ランガ殿。そなたの言う通り王子は悪魔だ。あの男がいる限り、国は滅びる……」


    　ランガは焦しよう燥そうした弥五郎の身体を抱きしめる。ランガの温もりが湖水に冷えた弥五郎の身体をじんわりと温めた。


    「倒しましょう。王子を」


    「だが、誰があれを倒せる。誰があれを止められる……」


    「アナタが」


    　ランガが弥や五ご郎ろうの耳元で囁ささやいた。


    「アナタは器です。とても大きな器を秘めた勇者ヴイーラです。アナタが如意宝珠イーシーノルブーを受け入れさえすれば、信徒たちの怒り、憎しみ、悲しみを力に変えてアナタの器を満たすことができます。そうすれば必ずや王子を倒すことができるでしょう」


    「俺が……王子を倒す……」


    　恐ろしくも美しい王子によって惑まどわされ、壊れてしまった鷹たか久ひさ公。王子のせいで苦しむ、愛する水分みくまりの民ら。鷹久公の心を取り戻し、民を救わねばならない。


    　それこそが水分総領家の家人たる弥五郎の使命。


    　弥五郎は強い決意を込めてランガの顔を見返した。


    「受け入れよう。如意宝珠イーシーノルブーを！」


    　ランガがこっくりと頷うなずいた。


    　その右手にはすでに赤い輝きが生まれている。ランガは神聖な儀式を執とり行うかのように手の中に生じた赤石を弥五郎の額の三日月疵きずに押し付けてゆく。


    　途端、弥五郎の肉体を中心に激しい赤光が迸ほとばしった。


    「おおおおおおおっ！」


    　額ひたいよりはじまり全身を駆け巡る電流のごとき力の流れに弥五郎は雄お叫たけびを上げた。


    「さあ、ミナサン！　憎みなさい！　怒りなさい！　悲しみなさい！　勇者ヴイーラ弥五郎の器に力を注そそぎ込むのです！」


    　ランガは高らかと声を放はなった。


    



    　湖畔に生じた赤い輝きは美男びなん城からも確認することができた。


    　城衆はそれを魔女の信徒どもの放つ光であると推測し、直ただちに美び警けい団だんを集める。およそ五十人ほどの侍が甲かつ冑ちゆうを身に纏まとい、戦場さながらの出いで立ちで赤光の生じた地へと差し向けられた。武者たちはこの機に王子に歯向かう魔女の信徒どもを一挙に殲せん滅めつせんと意い気き揚よう々よう、馬を駆った。


    　やがて、その地へと[image: ]たどりつく。


    　湖畔にぼんやりと球形の赤い光が浮遊しているのが見えた。


    　怪しみながらも美警団の面々は闇に紛まぎれ、そろそろと近づいてゆく。


    　彼らはそこに展開された異様な光景を目にし、息を呑のんだ。


    　赤い光に包まれ、一人の男が横になって浮遊している。それを囲むように数百人という全裸の男女が浮遊する男を見つめていた。その額に光る赤石から男に向けて光が糸のようになって流れ込んでいっている。


    「あれは、阿あ東とう弥や五ご郎ろう……!?」


    　浮遊する男はかつて水分みくまり無む双そうとうたわれていた阿東弥五郎に違いなかった。


    　間もなく、弥五郎の身体からだを赤い光が凝縮するようにして黒いものが覆おおってゆく。それは鎧よろいであった。その腰には鞘さや込めの刀まで生じている。


    　やがて全ての光が弥五郎一人の肉体へと吸収されてゆくと浮遊していた身が静かに地面へと降り立った。


    　漆しつ黒こくの胴具足。焔ほのおのごとく乱れた鬣たてがみのごとき[image: ]ほう髪はつ。鼻から下を隠す牙の生えた面めん頰ぼおは、さながら獅し子し神しんの化け身しんを思わせる。何よりも、燃えるような瞳の色は獣神のごとく荒々しく凄せい惨さんであった。その男の額には三日月形の如意宝珠イーシーノルブーが天上を脅おびやかす魔星のごとく爛らん々らんと輝いている。


    　弥五郎は、腰の刀を抜き放ち夜空に掲げる。その刀身は、赤く半透明であった。


    　桃色の衣を纏まとった女──ランガがうっとりとして言う。


    「如意宝珠イーシーノルブーにて造られた刀──〈怖畏金剛刀ヴアジユラ・バイラヴア〉を持つ勇者ヴイーラ、阿東弥五郎サン」


    　弥五郎は奈落の底より立ち昇る噴煙のごとき低い声でこう言った。


    「ナマステェェェー……」


    　熱狂していた人々が静まりかえる。


    「ナマステ……」


    「ナマステ……」


    　一人、また一人と手を合わせ、弥五郎に傅かしずいてゆく。


    　その光景に啞あ然ぜんとしていた美び警けい団だんの侍たちだったが、やがて己おのれの職務を思い出した。


    「ぬぅ！　阿あ東とうめ！　総領家を裏切り、魔女どもに与くみするとは！」


    　武者たちは民衆が傅いている広場へと荒々しく馬を乗り上げてゆく。


    「神妙にせい邪教徒ども！　話は聞かせてもらったぞ！　残らず討ち取ってくれるわ！」


    　美警団の大将の激げき昂こうとは裏腹に信徒たちは不気味なほどの沈黙を守っている。


    　一斉に美警団に向けられた信徒たちの瞳は虚うつろで何も映していないかのようだった。冷淡な信徒どもの反応にさすがの美警団も鼻はな白じろむ。


    「うっ、うぬら、聞いておるのか！」


    　その喚わめきを[image: ]あざ笑わらうようにランガが口元を歪ゆがめた。


    「さあ。弥五郎サン。如意宝珠イーシーノルブーによって覚醒した力、存分にお試しください」


    　頷うなずくと、弥五郎は右手に妖よう刀とうをぶら下げ、無造作に武者たちへと歩んでゆく。


    「阿東弥五郎！　この不忠者めがぁ！」


    「王子様に無ぶ様ざまな敗北を喫きつした貴様など恐るるに足らぬわぁ！」


    　叫ぶと五十人の騎き馬ば武む者しやが一斉に弥五郎ひとりに向け、槍やりを構えて突撃した。夥おびただしい槍の群れに弥五郎は一瞬で串刺しにされるかと思われた。だが！


    「天てん竺じく念流〈金翅鳥王ガルーダ払ふつ捨しや剣けん〉」


    　弥や五ご郎ろうの刀が一いつ閃せんされた。空間に横一文字の赤い斬ざん光こうが刻みつけられる。


    「なっ！」


    「うううう、うっそぉ！」


    　その一閃！　たったの一閃で五十の鎧よろい武者全員の胴体は両断されていたのだ。槍を握ったまま、下半身を失った上半身が驚いた顔で宙に浮き上がる。弥五郎の一閃の生み出した剣圧は五十人斬きって未だ収まらず、背後の林の木々、数十本を切断してのけた。


    　どちゃどちゃと降ってくる侍たちの胴体、臓ぞう腑ふ、血液の雨の中、弥五郎は泉の対岸に黒く聳そびえる美男びなん城へと燃える瞳を向ける。


    「王子……。貴様にお屋や形かた様は渡さん！」


    　その眼光のみで美男城を焼き尽くさんとするがごとく。

  



  
    　第五章　王子籠城


    



    〈その人〉は動揺していた。


    　これはどういうことだ。〈その人〉の眠るこの地に憎悪、激怒、悲哀が満ち[image: ]あふれている。それらが今やこの湖の清らかな水すらも侵おかし、濁らせようとしていた。〈その人〉の切り捨てた半身とこれは関係あることなのだろうか。


    　もうこの場所で眠り続けることは不可能かもしれない。


    〈その人〉の肉体が形作られ、新たな生命として生まれ落ちるにはまだ長い時間が必要だった。


    　たとえ〈その人〉が〈その人〉自身を見失うことになろうとも一刻も早くこの船を脱出すべきなのではなかろうか。


    　いや。それはできない。〈その人〉が眠りにつく前に一度目にしたこの美しき土地、そこに生きる生命。それを捨てて去ることはできない。


    〈その人〉はこの船にとどまることを選んだ。


    　たとえこの魂が穢けがれようとも最後までこの地とともに……。


    



    一


    



    　暁ぎよう闇あんの頃、美男びなん城の物もの見み櫓やぐらに立つ番士が初冬の寒さに震ふるえながら欠伸あくびをあげていた。


    　東の空がうっすらと青みがかり、早朝の湖面には霧が立ち込めている。いつもと変わらぬ美分びくまりの夜明けが間近に迫っていた。


    　ふと、番士の眠い目が湖の対岸に妙なものを発見した。対岸の辺りにぼんやりと紅く輝くものが見える。その輝きは徐々に徐々に膨ふくらんでゆき、ついには雲底を染めるほどに大きくなる。


    「なんだ……ありゃぁ」


    　やがて紅い光は、ぽつぽつした小さな光に分裂し、湖の東岸、西岸、そして湖面へと広がって行く。夥おびただしい数の光の点であった。


    「まさか……」


    　番士のぼんやりとした頭が冷水をかけられたかのようにはっきりとした。


    　──如意宝珠イーシーノルブーの光……。魔女の信徒……。


    「あ、あの一つ一つが……」


    　そう。光の点はその一つ一つが信徒の額ひたいに光る如意宝珠イーシーノルブーの光であったのだ。


    　信徒たちは軍勢を作り、湖を右回り、左回り、そして湖面を丸木舟に乗って、この美男城へと押し寄せてきているのである。


    「い、いいいい、一大事だぁ！」


    　番士は青ざめた顔で半はん鐘しようをぶっ叩たたいた。


    



    　魔女の信徒蜂起の報しらせは城内を騒然とさせた。城内及び城下の武家町より主だった美分びくまり武将衆が集結する。直ただちに城の守りが固められ、軍議が開始された。一応上座に鷹たか久ひさが座らせられているが戦いくさのことなど何もわからない。武将たちの意見をただおろおろして聞くばかり。


    「時は一刻を要する！」


    　声こわ高だかに申し立てたのは美分武士団の中でも最古参の老将であった。


    「湖の東岸、西岸には、それぞれ水みず森もり城、水みず山やま城がある」


    　老将は絵図面を指差した。


    　水森城、水山城は水分みくまり総領家の支城で、山の斜面に築かれた山城である。城といっても簡易なもので、砦とりでといったほうがいい。現在は水分家の武将が詰め、それぞれ国の東と西を守っていた。美男びなん城を陸から攻めようとした場合、この二つの城が障しよう壁へきとなってくれる。


    「陸より攻め来る信徒どもは、この二つの城で抑えることができる。問題は湖」


    　ばしり、と老将が絵図面の中心を叩く。


    「おそらく信徒の中には湖上での漁すなどりを生なり業わいとする者どもが混ざっておるのだろう。巧たくみに丸木舟を操り、湖より攻め寄せてくる一団がおる。無論、こちらを抑える砦などない。間もなくこの城へと到達するだろう」


    「直ただちに湖上へ舟を出し、迎え撃ちましょうぞ！」


    　年若い武将が意気ごんで叫ぶ。


    「いや」と口を挟んだのは中年の武将。


    「敵がいかに操船に巧みといえども、湖上からの城攻めは容易ではない。こちらは城に籠こもり、弓矢、鉄砲などで防いだほうが被害が少なかろう。それよりも水森・水山の二城に援軍を送ることこそ肝要かと存ずる」


    「搦からめ手の守りはいかがする？」


    「搦め手？　城の背後は岩山だ。天てん険けんの要よう害がいに守られておる。それに敵は湖の対岸。背後より攻めてくることはまずあるまい」


    「油断はならぬ。信徒どもはこの美分の農民や猟師。山中を普段より跋ばつ渉しようする者どもだ。前面の軍勢は囮おとりで、密ひそかに搦め手からの奇襲を狙ねらっているとも考えられる」


    　侃かん々かん諤がく々がくとした議論が続けられる中、黒くろ瓜うり修しゆ理りは苛いら立だった顔で爪を嚙かんでいた。


    （だから、だから、だから、だから言ったのだぁぁ！　改国などせねばよかったのだ！　禁制など敷かねばよかったのだ！）


    　先ほどから意見せぬ黒瓜を老将がじろりと睨にらんだ。


    「修しゆ理り亮のすけ殿。何かご意見がおありか？」


    　苛いら立だちのまま黒くろ瓜うりは乱暴に言葉を発する。


    「いくら集まったところで、農民であろ。とっとと叩たたき潰つぶしてしまえばよかろうが！」


    「たわけっ！」


    　老将が一いつ喝かつした。黒瓜が驚いて目を丸くする。


    「たっ、たた、たわっ!?　この黒瓜にたわけとは……!?」


    「農民？　その農民どもこそ恐ろしいのだ！　やつらはこの美分びくまりの地を知り尽くしておる！　そして、この城の改築は誰が行った？　農民どもであろうが！　この城の構造、利点も難点も知っておるのだ！　しかも敵の数は圧倒的に我らよりも上！　侮あなどってはならぬ！」


    　老将の剣幕に気け圧おされ、黒瓜は言葉が出てこない。


    　黒瓜はかつて兵ひよう糧ろう確保や財務管理で有能な力を発揮した男である。前線に出て戦ったことは一度もない。二年前の内乱では、見事に鷹たか久ひさの兄鷹たか貞さだとそれを支持する者たちを打倒したが、それは謀ぼう略りやくや暗殺によって、相手の力を徹底的に弱めることによって得た勝利であった。今回のように、問答無用で大勢に押し寄せられた場合はどうしてよいのか、さっぱりわからない。


    　その時、ずっ……と襖ふすまが開き、現れた者があった。


    「あ……。こ、これは王子様」


    　一同は、やってきた王子の様子に息を呑のんだ。黄金こがね色いろだった頭髪が半ばまで赤く染まり、乱れている。蒼あおい衣の襟えりより覗のぞく肌は、首より下がどす黒い色に変じていた。


    「王子様……そのお姿は？」


    　姿もそうだが、それ以上にその身に纏まとった雰囲気が違っていた。いつもの、ただひたすらに美しい王子ではない。今の王子の美しさはどこか禍まが々まがしさを孕はらんでいるように武将たちには感じられた。


    「魔女」


    　王子は静かに、だが、ただならぬ威いを込めて声を発した。


    「魔女が攻めてきているのですね」


    「は、はあ。ですから今、軍議を……」


    「皆殺しです」


    　王子が微笑とともにそう言った。


    「美しくない者は皆殺しにしましょう。ね？」


    　王子の顔は微ほほ笑えんでいたが、その身からは並々ならぬ殺意が立ち込めていた。王子の場合、殺意すらも美の領域に取り込んでしまう。美しき殺意は瞬またたく間に武将たちに伝染していった。


    「そうですなぁ。皆殺しにしましょう」


    「そうそう。いいですなぁ。皆殺しとは名案ですな」


    「うむ。皆殺しに決しようぞ」


    　武者たちの顔にぽわんとした恍こう惚こつが残忍さとともに広がってゆく。


    　ただ一人黒くろ瓜うりだけが王子を見ぬようにしていたため正気を保てていた。


    （なっ？　こ、これでは軍議にならぬ……）


    　王子は殺意を湛たたえたままあくまで優雅に笑みを浮かべる。


    「お願いしますね。そう。命がけですよ……」


    「はぁーい。皆殺しにしまぁーっす」


    　武将たちの呆ほうけた返事を聞くと王子は出ていった。


    　王子が去るのと入れ違いに慌ただしい草くさ[image: ]ずりの音がし、一人の雑兵が駆け込んでくる。


    「水みず森もり城、水みず山やま城。信徒どもと交戦を開始致しました！」


    



    　湖の対岸より蜂起したランガたちの軍勢は、美男びなん城へ向け進み続け、ついに東西二つの支城へと到達した。


    　ここに来るまで、信徒軍は、通過点にある郷ごう村そんの農民たちに如意宝珠イーシーノルブーをつけ、反乱に加わることを強要した。もともと王子の改国に不満と恐怖とを抱いていた農民たちは強硬な要求にあっさりと屈し、如意宝珠イーシーノルブーを受け入れランガ信者へと変わってゆく。こうして反乱軍は二倍三倍と膨ふくれ上がり、今や国中の民が王子に反旗を翻ひるがえしたに等しき状況となっていたのである。


    （憎い憎い憎い！）


    　今、水森城より押し寄せてくる美分びくまり武者の軍勢を目の前にして、阿あ東とう弥や五ご郎ろうは面めん頰ぼおより覗のぞく目もとに激しい憎悪の色を浮かべていた。


    　千を超える信徒たちの憎悪、悲哀、激怒が如意宝珠イーシーノルブーを通して弥五郎の器へと流れ込んでくる。


    　それは弥五郎という個人を失わせかねぬほどの強い感情の奔ほん流りゆうであった。だが、それが弥五郎の肉体に漲みなぎるような力を与えている。


    （憎い憎い憎い！　お屋や形かた様を惑まどわした王子憎し！　愛する水分みくまりの地を侵おかす王子憎し！）


    　弥五郎は鯨げい波はを上げながら突撃してくる武者たちに妖あやしく光る視線を向けた。


    「憎し！」


    　半透明の紅い刀──怖畏金剛刀ヴアジユラ・バイラヴアを一いつ閃せんする。武者たちの間を激しい衝撃波が迸ほとばしり抜けた。武者たちは、ただ強い風が吹き抜けたとしか思わなかったであろう。


    「ぬっ！　うぬは阿東弥五郎！　おのれ邪教に与くみしておったか！　討ち取ってくれる！」


    　槍やりを構えて駆け込んでくる武者たち。駆けるにつけ、武者たちの身体からだが軽くなってくる。


    「あ？　あら？　なんか変だぞ？　あらら？」


    　駆ける武者たちの頭頂部、鼻より上、顎あごの上、首から上、胸から上、臍へそから上……が順じゆん繰ぐりにスライドしてゆき、ぽろぽろと落ちてゆく。弥五郎のもとに到達する頃には下半身だけが、ひょこひょこと歩いてくるような状態となっていた。


    　何十という下半身が弥五郎の目前で、どてり、と倒れる。


    　先ほどの弥五郎の一閃は、一瞬にして武者数十人を輪切りにしていたのであった！


    　弥や五ご郎ろうが刀の切きっ先さきを前方の山城へと向ける。突撃の合図であった。


    「きゃっほぉぉぉ！」


    「きゃきゃ、きゃっほぉぉ！」


    　獣のような雄お叫たけびを上げ、全裸の信徒たちが野猿の群れのごとく飛び出していった。


    　土ど塁るいの上より城しろ方かたの放はなった無数の矢が、そぼ降る雨のごとく信徒たちに降り注そそぐ。矢は信徒たちの顔、胸、腹を次々と穿うがった。


    　だが、恐怖！　信徒たちは矢をその身に受けながら、いささかも勢いを緩ゆるめることなく進撃を続けているではないか！　


    　天てん竺じく忍法〈性火シヤクテイ浄化〉を会え得とくした信徒たちの精神は極楽スクワーヴアーテイー的な悦えつ楽らくの内にあり現実世界の痛つう痒ようなど一切感じなくなっていたのである。ただ愉ゆ悦えつの中にありながらもその心は王子への憎悪と怒りに満ちている。その憎悪と怒りの誘発する殺人衝動だけが信徒たちを動かしていたのであった。一軍ことごとく快楽殺人鬼。それが今の信徒群であった。


    　信徒たちが、両手の人差し指と中指を立てて、額ひたいの如意宝珠イーシーノルブーへと添えてゆく。


    「浄化ジヤア！」


    「浄化ジヤア！」


    　口ぐちに叫ぶと、額より真っ赤な怪光線──性火シヤクテイが発射された。

  



  [image: ]



  
    　矢玉のごとく破壊光線は城壁にぶつかってゆき、小爆発を起こしてゆく。土塁や石垣が瞬またたく間に崩れ去った。


    　信徒たちの奇怪な能力は〈性火シヤクテイ浄化〉にとどまらない。信徒たちの中でもことに瑜伽ヨーガに熱心であった者たちは、さらなる忍法を駆使していた。瑜伽ヨーガの力により、手足を倍以上の長さに伸縮させて敵を討つ。また、火弾を口より発射する〈瑜伽ヨーガ火炎〉、瞬間的におのが身を数間先に移動させる〈瑜伽ヨーガ転移〉などの忍法までも会え得とくしていたのだ。


    　これらの忍法により、交戦していた侍たちは圧倒され狼狽うろたえはじめる。


    「破壊せよ！　破壊せよ！　憎悪、激怒、悲哀のままに進め！　そして俺にもっと力を！」


    　弥や五ご郎ろうの内にはただ王子と対決し、倒し、殺し、踏みにじりたいの一念のみがあったのである。


    



    　一方、湖上を進む信徒たちの丸木舟が美男びなん城の目前に来ていた。


    　舟上より次々と放はなたれる性火シヤクテイ浄化の一いつ斉せい掃そう射しやを受け、城しろ方かたも反撃を開始する。城の曲くる輪わから鉄砲や弓矢で丸木舟を狙ねらい撃ちにしはじめた。


    　撃たれた信徒らは、一度湖に落ちるが、すぐに浮かび上がってきて、湖に面した石垣に取りつき、井守いもりのごとく[image: ]はい登ってくる。槍やりで突き、石を落とし、熱湯をかけ、などして城方はなんとか振り落としてゆくが、いかんせん数が数。信徒どもは、いくら傷を負っても身体からだが動く限り執しつ拗ように石垣を登ってこようとするのであった。


    　正午過ぎ。城の物もの見み櫓やぐらに立つ侍は、湖の東と西に立ち昇る煙を見た。


    　間もなく、軍議の席に伝令が駆け込んでくる。


    「水みず森もり城、水みず山やま城、ともに陥落。城代は城を捨て、こちらに撤退してきています！」


    　あまりにも早すぎる陥落であった。戦いくさが始まってまだ半日もたっていない。


    　信徒たちの圧倒的な数、奇怪な能力、矢も槍も恐れぬ生命力。それらに翻ほん弄ろうされたのは言うまでもない。これより美分びくまり武士団は全軍が美男城に籠こもり、長い籠ろう城じよう戦を行わなければならなくなったのである。


    　すでに湖上からは信徒の襲しゆう撃げきを受けており、城の西側、東側にも敵勢が迫っていた。


    　幸い前方を湖、後方を岩山に置いた美男城は天てん険けんの要よう害がい。流りゆう麗れいな姿に改築したとはいえ、曲輪の配置や石垣、水堀は変えていない。籠城に適した造りとなっていた。いかに信徒どもが強力であっても生なま半なかなことでは落とせぬはずである。


    　ついに美男城の西面、東面に信徒勢が到着した。これで美男城は包囲されたことになる。


    　間を置かず信徒の総攻撃が開始された。湖上、西、東の三方より引っきりなしに性火シヤクテイ浄化が城へ降り注そそぎ、信徒らは隙すきあらば石垣に取りつき、よじ登ってこようとする。


    　城方も堅固な城の造りを利用し、必死に防いだ。城の城門は厚く高く、簡単には破れない。また、城門の前には三重に水堀が掘られており、橋を切ってしまえば、完全に城内、城外を分断してしまえる。それらを越えたところで、城内は断だん崖がいを利用して造られた階段状の迷路のように入り組んだ造りとなっている。本丸に[image: ]たどりつくのも容易なことではない。


    　さすがの信徒軍も難なん攻こう不ふ落らくの美男びなん城を前にして、攻めあぐねていた。信徒軍は数に任せてただ執しつ拗ように攻め続けるが、巨象に蟻が群がるようなもので、すぐに振り落とされてしまう。


    　やがて陽が沈み、籠ろう城じよう一日目が暮れようとしていた。遠く西の山さん稜りように沈みゆく夕陽を見つめ、城の武将衆はおのが美男城がいかに堅固であったのかを知ったのである。


    



    二


    



    　籠城三日目。


    　美男城は要よう害がい堅けん固こにして生なま半なかには落とせぬ城。未だ敵方を城内には入れていない。


    　だが、信徒どもの異常ともいえる執拗さであった。信徒は如意宝珠イーシーノルブーの力を持って、寝ない、食べない、休まない、恐れない。昼夜問わず、間断なく常に総攻撃を繰り返してくるのである。


    　対して城側はただの人間が守っていた。信徒どもの異常な身体能力につきあって不ふ眠みん不ふ休きゆうで応戦しなければならないのである。


    　それだけではない。信徒どもの風ふう貌ぼうの不気味さに城しろ方かたは意気を挫くじかれはじめていた。


    　如意宝珠イーシーノルブーの力によって怪け我がも死すらも超越した信徒たち。何度も何度も城を攻め、そのたびに致命傷を負い、それでも向かってくる。


    　腹が割れ、臓ぞう腑ふが[image: ]あふれ出し、頭からは脳のう漿しようが滴したたり、腐敗した肉の臭においをむんむんと漂わせた信徒が、額ひたいの如意宝珠イーシーノルブーばかりをぎらぎらと光らせ、幾度でも城壁に縋すがりついてくるのだ。


    　城側はまるで黄泉よみの国より現れた幽ゆう鬼きの軍勢とでも戦っているような感覚に陥ってくる。


    　怪我人も少なからずおり、それ以上に心に負ったダメージが深刻であった。錯さく乱らんし喚わめき散らす者や、幻覚を見はじめる者が続出しはじめたのである。


    　城方は籠城三日目にしてすでに心身ともに限界に達していたのであった。


    　そんなおり、城側の残された力を完全に挫かんとする地獄の使者が現れたのである。


    　城兵たちが、城壁をよじ登ってくる信徒に石を落として防いでいた時。ふと、一人の城兵が首を横に向けると、そこに見慣れぬ男が立っていた。


    　赤茶色の僧衣を纏まとった筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる異形の僧。背中には魚の骨のような形をした異形の刀剣を斜めに差している。額には紅く輝く如意宝珠イーシーノルブー。


    「ま、魔女の信徒!?　い、いつの間に！」


    「ど、どうやって入った!?」


    　口々に驚きを口にし、身構える城兵たち。


    　僧は空恐ろしい無表情で一同を見回すと、さらりとこう言ってのけた。


    「このような城に侵入するなど容易たやすきこと」


    　城兵たちが刀を抜き放はなち、僧へとその切きっ先さきを向ける。


    「拙せつ僧そうを斬きるか？」


    　なぜか僧は喜き悦えつの笑みを浮かべる。


    「斬きれ……斬れ……。おおぉ。拙僧に死期が迫っておる。幻身ギユルが……幻身ギユルが見える……」


    　僧の大きな目が見開かれ、如意宝珠イーシーノルブーが点滅し、ぎゅるぎゅると黒目が回りだす。


    　武将たちは不気味な想いにややたじろいだ。


    　ぴたり、と回転していた僧の眼球が停止し、正気の表情を取り戻す。


    「なんだ？　拙せつ僧そうを斬らぬのか」


    　なぜか残念そうである。


    「拙僧はランガ様の弟子、禅ぜん鬼きである。王子の首を頂き、我わが盟めい友ゆう天てん禅ぜんの仇かたきを討ちに参った」


    「なっ。王子様を……！」


    　禅鬼は殺気を[image: ]あふれだしはじめた城兵たちを睥へい睨げいし、口元を歪ゆがめた。


    「拙僧を斬るか？」


    「斬る！」


    　城兵の一人が禅鬼へと斬りかかった。


    　途端、禅鬼が稲妻の速さで背に負った異形の武器を閃ひらめかせる。


    「べばっ！」


    　具足を身に着けた城兵の身体からだがひしゃげ、引きちぎれ、吹っ飛んだ。切断された城兵の上半身は、地面を跳ね、腸をまき散らしながら転がってゆく。物もの凄すごまじい怪力であった。


    　人ひとり[image: ]ほふり去って、こぉぉぉ、と禅鬼が虎の唸うなりのごとく息い吹ぶきした。その迫力に気け圧おされ、城兵たちがじりじりと後退しはじめる。


    「王子様のお命を狙ねらう信徒が侵入してきたぞぉ！」


    　ついに城兵の一人がそう叫んだ。その声を聞きつけ、付近の城兵がばらばらと駆けてくる。


    　禅鬼はいささかも動揺することなく血の臭においのしそうな声でこう呟つぶやいた。


    「天てん竺じく忍法〈幻身ギユル分ぶん身しん〉」


    　禅鬼の身体が靄もやがかかったようにぼやけはじめる。靄が晴れた時、一同は目を見張った。


    　なんと禅鬼の鬼神のごとき姿が八つになっているではないか！


    「ふっ、増えたぞ！」


    　猛虎のごとき雄お叫たけびを上げ、八人の禅鬼が突撃を開始した。八人と侮あなどるなかれ。一体の戦闘能力がそもそも百人力。次々に血ち飛沫しぶきが上がり、侍の腕が、首が、脳のう漿しようが宙を舞う。


    「弓だぁ！　弓を持てぇ！」


    　城兵たちがどたどたと一時撤退し、代わって弓を構えた射手たちが姿を現す。血刀を引っ提げ、のしのしと進んでくる八人の禅鬼に狙いを定めた。一斉に弓が放はなたれ、一番前の禅鬼に突き刺さる。禅鬼は倒れることなく、弁慶の立ち往生のごとく棒立ちになった。


    　不死身の信徒どもを相手してきた射手たちは、それでも気を緩ゆるめない。動けなくなるまで肉体を破壊せねば、信徒は倒せぬのだ。すぐさま次の矢を番つがえ、禅鬼へと狙いをつける。


    　矢に射られた禅ぜん鬼きの顔に不気味な愉ゆ悦えつの色が浮かび上がった。


    「おおぉ。死期が……死期が近づいておる……。幻身ギユルが……。幻身ギユルが見えるぞぉ～」


    　禅鬼の目玉が見開かれ、ぎゅるぎゅると回転しだした。額ひたいの如意宝珠イーシーノルブーが点滅しはじめる。


    　と、ともにその禅鬼の身体からだがぼやけだした。ぼやけた身体は二つに分かれ、それが凝固してゆく。凝固しきった時、なんとそこに、矢の突き刺さった禅鬼と、その隣にさらに新しい禅鬼がもう一人現れていたのであった。


    「まっ、また増えた！」


    　計九人となった禅鬼がさらにこちらへと歩み来る。


    　射手たちは恐怖にかられるように次々と矢を射った。


    　矢をその身に受け、致命傷を負った禅鬼は、先ほどと同じ現象を繰り返す。すなわち、一度身体がぼやけたかと思うと二体に増えるのである。


    　射手たちの目前に来るころには、禅鬼は十五人に増えていた。


    「ひっ！」


    　十五体の怪僧は一気に殺さつ戮りくを開始した。


    



    　──天てん竺じく忍法〈幻身ギユル分ぶん身しん〉。


    　幻身ギユルとは、チベットの修行僧が究くつ竟きよう次し第だいなる行の末に、死の光明を体験して生み出すことのできる「もう一人の自分」であるという。チベットの高僧の多くがこの幻身ギユルを生み出し、時に幻身ギユルと問答し、時に幻身ギユルより説法を受けるなどの不思議な体験をしている。すなわち、この幻身ギユルなるものは、決して荒あら行ぎようの末にみる幻覚などではなく、意志を持ち、肉を有した存在、まさにもう一人の自分なのであった。


    　禅鬼が初めて幻身ギユルを見たのは、彼が雲うん水すいとして激しい荒行に臨んでいた時である。


    　荒行の中、禅鬼は体調を崩し、死病に冒おかされた。熱心な雲水であった彼は命尽きる前に必ずや悟りを開かんと、病やまいにかかってもなお修行を続けていたのである。


    　ある日、岩山に籠こもり、一人死の恐怖と戦いながら座禅を組んでいると、目の前に自分と全く姿形の同じ男が座していた。禅鬼の命がけの修行がついに幻身ギユルを生み出したのである。


    　禅鬼は朝夕となく己おのれの幻身ギユルと問答し、時に説法を受けた。その末に禅鬼は大たい悟ごするところあり、山を下り、自分の師にその体験を語って聞かせたのである。


    　だが禅鬼の師は、禅鬼の生み出した幻身ギユルを不吉なもの──天てん狗ぐの化けた者であるとして、認めようとはしなかった。禅鬼は再び岩山に籠り、師への憎しみを幻身ギユルとともに語り合いながら、病の中朽ち果ててゆこうとしていた。


    　そこに現れたのがランガである。ランガは禅鬼に如意宝珠イーシーノルブーを授け、病より救ったのだった。


    　そして禅鬼は如意宝珠イーシーノルブーの力により忍法〈幻身ギユル分身〉を発現させたのである。


    　すなわち、己に死期が迫り、死の光明を間の当たりにすると幻身ギユルを生み出す忍法である。一度生まれた幻身ギユルは、永遠に禅ぜん鬼きの側に存在し、普段は目に見えぬが、念を凝らすことにより、実体化させることができた。そして幻身ギユルに死期が迫れば、さらに幻身ギユルが生まれる。その幻身ギユルからはさらに幻身ギユルが生まれ……。


    　そもそも如意宝珠イーシーノルブーによって死を超越した禅鬼に死などない。幾度でも死期を体験し、幻身ギユルは無限に増殖し続けるのだ！


    



    　禅鬼と名乗る僧形の信徒が城内に侵入し、妖あやしい忍法を用い城兵を次々と惨ざん殺さつしていっているという情報は本丸にいる武将たちのもとへも届いてきた。


    　殺そうとすれば増え、しかし攻撃の手を止めれば一いつ騎き当とう千せんの力で襲おそいかかってくる。今や禅鬼は増殖に増殖を繰り返し、三十体ほどにまで増えているという。


    　外から攻めてくる一千の信徒を迎え撃ちながら、内に侵入した禅鬼と戦わねばならない。ただでさえ疲ひ弊へいしている城側にとって禅鬼の襲しゆう撃げきは追い討ちをかけられたようなものである。


    「王子様になんとかしていただこう……」


    　焦しよう燥そうしきった顔で黒くろ瓜うりが意見を述べた。その発言に軍議の席は静まりかえる。


    「いや、しかし王子様は神様だぞ」


    「そのとおり。王子様を前線に出すなど不敬であろ」


    　武将たちは互いに頷うなずき合う。


    （この期ごに及んでこやつら……！）


    　黒瓜はヒステリックに畳をどかんと叩たたいた。


    「王子様は神様なのだろう!?　その王子様の力で城を救ってもらえばいいだろう！　そもそも、斯か様ような事態に相あい成なったのも王子様の御意志に従ってきたからであろうが！」


    　事実、今、城側は絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい。確かにもう王子の神しん威いに縋すがるより他に道はない。


    　武将たちはしぶしぶ座を立ち、鷹たか久ひさの居きよ館かんにいる王子のもとへと向かい、その旨むねを告げた。


    　その時、武将たちの話を聞いていた王子は不気味なほどの落ち着きを見せていた。髪は赤く、肌は頰ほおまで黒く染まっているがその端たん座ざする姿は相変わらず美しいものである。


    「真の美は……」


    　王子が静かに口を開いた。声とともに毒どく薔ば薇らの香気のようなものが武将たちに吹きつけてくる。黒瓜は何か本能的に危険なものを感じ、咄とつ嗟さに口元を手で隠した。


    「真の美は死によって完成するものです」


    　王子が何を言い出したのか黒瓜にはよくわからなかった。なぜ、今、美の話が出てくるのか。


    「ついにこの時がきました。信徒たちの醜しゆう力りよくは圧倒的。もはやそれに抗あらがうにはこの城に詰める者一人残らず命の火を燃やし尽くさねばなりません。命がけです。命燃えつきる時、悲しくも人はもっとも美しくなります」


    　ここで黒瓜は違和感を覚えた。王子の蒼あおい瞳は武将たちに向けられてはいたが、それが何も映していないことに気がついたのである。


    「死に花を咲かせましょう。この城のみなさんにはみんな死んでいただきます。ですが、魔女を倒し、姫を守るためならばそれも仕方がないこと。そして、みなさんの死によって生みだされた莫大な美は、必ずや姫を湖中より目覚めさせるでしょう。本当にすみません」


    　深々と頭を下げる。黒くろ瓜うりは啞あ然ぜんとした。


    （な……なんだ。王子は何を言っておるのだ。死んでいただく？　どういうことだ？　おかしい！　おかしすぎるだろう！）


    　黒瓜は周りの武将衆や鷹たか久ひさをちらりと見る。


    （んなっ!?　馬鹿な！）


    　黒瓜はおのが目を疑った。


    　今の王子の言葉を聞いた武将や鷹久は陶とう然ぜんとした面持ちになり、うんうんと頷うなずいていたのだ。


    「そうじゃな。死ぬほかないなぁ」


    「うむ。姫を守るためならば仕方がない」


    「では死にましょうかの」


    　黒瓜は失禁せんばかりの恐怖を覚えてゆく。


    「ありがとうございます。ではみなさん。死にましょう」


    「はぁぁぁーい」


    　すっくと王子が立ち上がり、外へと出てゆく。それに武将や鷹久は木で偶くのごとくなってついていった。鷹久の居きよ館かんの一室には黒瓜一人がぽつんと残された。


    「もう駄目だ……」


    　黒瓜は震ふるえる声で呟つぶやいた。


    「この国は王子の美に滅ぼされる……」


    



    　三十人に増えた禅ぜん鬼きが混乱する城道をのしのしと進んでゆく。


    　初め次々と立ち向かってきた侍たちが次第に数を減らしてきた。遠巻きにして矢を一、二度射かけてはすぐに撤退してゆく。


    「ふむ。禅鬼幻身ギユル三号よ。貴奴ら拙せつ僧そうらに臆おくしはじめたか？」


    「ふふふ。禅着幻身ギユル十一号。ずいぶんと[image: ]ほふってくれたからの」


    「禅鬼幻身ギユル五号。奴らといえど馬鹿ではない。いたずらに我らを傷つけたところで幻身ギユルが増えるばかりと気づいたのであろう」


    「さもあろう。禅鬼幻身ギユル二十一号」


    　禅鬼たちはかつて修行時代に互いに問答していた時の癖か、普段寡か黙もくであるにもかかわらず、彼らだけになるとよく話し合う。


    「さて禅鬼幻身ギユル二十七号よ」


    「うむ。禅ぜん鬼き幻身ギユル七号。このまま固まって捜しておっても埒らちがあかぬ」


    「さもありなん。禅鬼幻身ギユル二号。城内を手分けして王子を捜すか」


    「そうしようぞ。禅鬼幻身ギユル十八号」


    　三十人の禅鬼が同時に頷うなずき、巨体を八方に散らせようとしたその時。


    「王子様だ！　王子様がお姿をお見せになられたぞ！」


    　希望に[image: ]あふれた城兵の声が聞こえてきた。金かな椀まりのごとき瞳が一斉にそちらに集中する。


    　見れば、本丸天守の窓より王子がその顔を覗のぞかせているではないか。激しい籠ろう城じよう戦を続けていた城兵たちは久方ぶりに目にする王子の煌きらびやかな姿に歓かん喜きの声を発する。


    「王子様！　王子様！」


    「王子様が出てこられたなら、もはや信徒など恐るるに足らぬ！」


    　王子は歓声を上げる城兵たちに温かな笑みを送った。


    「みなさん。みなさんの命を私にください」


    　おおっ！　と城兵たちが雄お叫たけびを上げる。城兵たちは無論そのつもりだ。この国と王子を守るためならば命を惜しんだりするものか。


    　王子は、にこりとして頷いた。


    「みなさんの美しい命。その美しい命の花を咲かせましょう。見事な死に花を咲かせるのです」


    　言うと王子の瞳が蒼あおい光を放はなった。


    　光とともに脳のう髄ずいを蕩とろかすような甘やかな香りが城兵たちに漂ってくる。


    　それは死臭であった。


    　屍しかばねから漂ってくるそれではない。死、そのものが発する甘美なる冥めい界かいの芳ほう香こうである。


    　戦国の世、この香は[image: ]れていた。討うち死じにを覚悟し一人敵勢へと突撃する武者、主君を救わんと腹を切った忠臣、落城のおり、敵方に屈することを潔いさぎよしとせず燃える城に残った城主……。そういった者たちはみな美しく輝かしい。そしてこの死臭を伴っていた。


    　王子はその死臭の数百倍強烈なものを城兵たちに誘発させるほどの美を放ったのであった。


    　城兵の内に快美感とともに死への強烈な渇かつ望ぼうが湧わき上がってくる。


    「死……死……死……。拙せつ者しやは死ぬ！　王子様のために死ぬぞぉぉ！」


    　城兵たちが叫び声を上げはじめる。城壁を上ってくる信徒たちに命を惜しまぬ攻撃を開始しだした。城兵らは今、死を覚悟した兵──死兵と化していたのである。


    「ほお。兵を死兵と化さしめるとは見事なり王子よ。のう。禅鬼幻身ギユル十八号よ」


    「うむ。禅鬼幻身ギユル六号。だが、死臭は幻身ギユルを増やす材料となる。これは我らに有利なり」


    「行くか。禅鬼幻身ギユル二号よ」


    「うむ。禅鬼幻身ギユル二十二号！　大マハ悪魔マーラを滅するぞ！」


    　三十体の禅鬼たちが同時に跳躍した。本丸の屋根へと化烏からすのごとく飛びあがり、王子のいる天守へと大猿のごとく跳び迫ってゆく。


    　王子は己おのれに向かってくる僧形の信徒の姿を目にし、不快げに眉まゆ根ねを寄せる。


    「天てん禅ぜんの仇かたき！　覚悟せよ王子！」


    　禅ぜん鬼きの一人が異形の武器を振り上げて王子へと飛び込んでいった。


    　刹せつ那な。禅鬼の身体からだに飛びついてきたものがあった。


    「ぬっ？」


    　それは城兵の一人であった。


    「死死死死死っ！」


    　禅鬼の巨体にしがみつき、虚うつろな目でそう笑うように唸うなっている。


    「小こ癪しやくなり！」


    　禅鬼が城兵を振り落とそうとした時である。城兵の肉体に変化が現れた。


    　城兵の両耳、顎あご、頭頂……顔の周囲が、もこもこと赤く盛り上がってきたのである。盛り上がりは薄く団扇うちわのように広がっていった。


    「こ、これはっ！」


    　薔ば薇らの花弁であった。城兵の顔を囲うように巨大な薔薇の花弁が生じたのである。さながら城兵は薔薇の首を持つ人のごとくなった。


    「王子様！　ばっざあぁぁぁい！」


    　叫ぶとともに薔薇人間と化した城兵の身体が光を放はなつ。そのまま禅鬼の身体を巻き込んで大爆発を起こした。


    「なあっ!?」


    　二名の肉片と薔薇の花弁が混じり合いながら舞い落ちるのを目にし、残る禅鬼たちが驚きの声を発した。見回せば方ほう々ぼうで城兵たちが薔薇人間へと変化してゆく。見る間に美男びなん城は巨大な薔薇咲き乱れる庭園のごとくなっていった。


    　誰知ろう。王子の美によって誘発された城兵たちの死への渇かつ望ぼうは肉体に変化を及ぼすほどに強烈なものだったのである。死臭に満たされた城兵たちの肉体は、死ぬためにもっとも適した形状へと急激な進化を遂げたのだ。それが、この薔薇人間の姿。敵へと組みつくや否いなや命の炎を燃焼させ大爆発を起こし、花弁を散らすのである。まさに死に花を咲かせていたのであった。


    「ぬう。妖よう異いな！　だがそれで我らは倒せぬぞ！　のお。禅鬼幻身ギユル三十号！」


    「おうよ。禅鬼幻身ギユル十号。我らをいくら爆殺せんとしても新たな幻身ギユルが生まれるばかりぞ！」


    　実際、先ほど爆死した禅鬼の幻身ギユルがすでに中空に生まれようとしていた。


    　禅鬼たちが屋根の上を再び疾しつ駆くしはじめる。王子へと向かってゆく禅鬼へと次々と薔薇人間たちが飛びついてゆき、爆発を起こした。だが、すぐに新たな禅鬼が生まれ出てくる。


    　禅鬼は限りなく生じてくるが、城兵の数には限りがあった。長期戦になれば禅鬼側に有利。


    「うわはははっ！　どうした王子！　奇跡とやらを見せてみよ！」


    　禅鬼たちが一斉に高笑う。


    　王子は、その高笑いを優雅な面持ちで聞いていると、ふいにその身を天守の窓より躍らせた。城道に着地すると背を向けて駆けてゆく。


    「むっ！　王子め。勝ち目なしと見て逃げおったぞ！　禅ぜん鬼き幻身ギユル一号！」


    「うむ。禅鬼幻身ギユル二十七号。逃がすものか！」


    　禅鬼たちは王子を追って城道を猛烈な速度で走りだす。


    　やがて王子は城の奥まった場所、断だん崖がいに鉄てつ扉ぴを取り付けた地ち下か牢ろうの入り口へと[image: ]たどりついた。その中へと駆け込んでゆく。


    「ふん！　地下牢に逃げおった！　禅鬼幻身ギユル四号よ。奴も袋の鼠ねずみよ！」


    　禅鬼らは、王子の後に続いて地下牢の入り口を潜くぐる。


    　中は真っ暗くら闇やみで、下降する長い階段が続いていた。禅鬼たちは巨体を窮屈そうにさせながら、階段を下ってゆく。如意宝珠イーシーノルブーの光が灯ともしびの代わりとなり、暗闇でも難なく進むことができた。


    　やがて一つの鉄扉へと突き当たる。開けてみれば格子のついた部屋が四つ並んでいた。今は誰も入れられていないらしく、がらんとしている。


    「王子はどこに隠れておる」


    「禅鬼幻身ギユル十三号。隠し部屋があるのかもしれん。探してみよ」


    「おう。禅鬼幻身ギユル七号」


    　地下牢を探索せんと三十人の禅鬼が全てそこに入った時である。


    「美しくない者。滅びなさい」


    　冷れい酷こくな王子の声が背後よりした。


    　禅鬼たちが、はっ、と振り返ったが、時すでに遅し。


    　がちん、と音が鳴り、背後の扉が閉まった。扉の向こう側で階段を速はや足あしで駆け上がる足音が聞こえる。扉の近くにいた禅鬼が急いで扉を開けようとするが閂かんぬきがかけられており開かない。


    「しまった！　閉じ込められたぞ！　禅鬼幻身ギユル二十号！」


    「なんたること！　罠わなであったか！　禅鬼幻身ギユル八号！」


    　どうやら王子は長い石階段の間道の暗闇に隠れていたらしい。禅鬼たちはまんまとここに誘い込まれたことになる。


    「小こ癪しやくな。こんな扉、我らならば容易に破壊できるわ！　のう。禅鬼幻身ギユル十九号！」


    　鉄扉に体当たりを食らわせようとした時、扉の向こうより何やら不吉な声が聞こえてきた。


    「死死死死死死死死……」


    「これは……!?」


    　扉の向こう側で爆発音が轟とどろいた。地下牢が激しく揺れ、続いてがらがらと石組みの崩れる音。鉄扉の隙すき間まより粉ふん塵じんが零こぼれ出てくる。


    「なっ、通路が破壊されたのか!?　禅鬼幻身ギユル十号！」


    「こっ、これでは出られぬ……！　禅鬼幻身ギユル十二号！」


    　禅ぜん鬼きたちはどこかに出口がないかと、探してまわるがみつからない。鉄てつ扉ぴに何度も体当たりを食らわせるが、向こう側の通路がすでに爆破されてしまっていたのではどうしようもない。


    　やがて、禅鬼のうち一人の目玉がぎゅるぎゅると回りだした。


    「ああ……ああ……死期が……幻身ギユルが……幻身ギユルが……見える」


    　一人、二人、三人……と禅鬼たちが目を回してゆく。


    　深く狭い密閉空間に三十人の大男。しかも先ほどの爆発。酸素の欠乏が起こりはじめたのだ。


    　もっとも如意宝珠イーシーノルブーの力に守られた彼らは呼吸などできなくとも活動はできる。だが、彼らの運命を支配する死に神はきちんとこの状況をひとつの死期として勘定したのであった。禅鬼の本体は、幻身ギユルを消そうとしたが、もう遅い。すぐに彼の意識は自動的に幻身ギユルを生みだすほうへと切り替わってしまったのだ。


    　三十人の禅鬼が一斉に幻身ギユルを生み出す。


    　三十人が六十人。そしてその六十人もまたすぐさま幻身ギユルを生み出す。


    　六十人が百二十人。百二十人が二百四十人。二百四十人が四百八十人……。


    　鼠ねずみ算ざん式に増え続ける禅鬼は狭い地ち下か牢ろうの許容量を瞬またたく間に超え、石壁に押し付けられ次々と圧死し無む惨ざんな肉片へと変わってゆく。


    　やがて禅鬼はただ生まれ続け、圧死し続ける肉塊として地下深くに存在するだけの者となったのであった。


    



    三


    



    　信徒と薔ば薇ら人間の攻防は終わることなく繰り返されている。


    「王子様ばんざああああい！」


    「王子様ばんざああああい！」


    　薔薇と化した城兵たちが恍こう惚こつとした表情で信徒の群れへと突っ込んでゆき、爆発を起こす。一度に五、六体の信徒たちがふっ飛び肉片と化す。


    　爆炎の中、巨大な花弁がはらはらと舞い散っていた。


    　命を惜しまず突撃する信徒。命を爆弾に変え特攻を繰り返す城兵。死を恐れぬ二軍は次々とぶつかり合い、戦場は酸さん鼻びを極めた。その美しき光景のなんと皮肉なことか！


    　弥や五ご郎ろうは美男びなん城を包囲する信徒軍の後方で床机に腰掛けて王子の出現を待ちわびていた。


    　雑兵を何人倒したところでもう弥五郎の内に充満された憎しみが癒いやされることはない。


    　王子！　王子一人の首こそが弥五郎の憎しみを癒やすのだ。


    （王子よ！　早く出てこい！　俺はうぬとの一騎討ちこそが望みなのだ！）


    　その時。


    　……しゃなり。……しゃなり。


    　薔薇の花弁が雨のごとく降り注そそぐ中、魔界の貴公子のごとく悠然と歩み来る者がある。


    　蒼あおく輝く一剣を下段に下げ、地上に死と破滅とをもたらす御使いを思わせるその美しき男。忘れもしない王子の姿！


    「王子ぃぃ！」


    　待ち望んだ宿敵の出現に弥や五ご郎ろうは歓かん喜きと憎悪とを入り交じらせて咆ほう吼こうした。


    　魔剣怖畏金剛刀ヴアジユラ・バイラヴアを抜き放はなち、王子へ向け赤い光の尾を引きながら一直線に疾走してゆく。


    　王子と弥五郎の宿命の最終決戦は薔薇の花乱れ散り、爆音鳴り響く死と美と破壊の中、開始されたのであった！


    　如意宝珠イーシーノルブーにて身体能力の増加された弥五郎の肉体は超高速で王子へと接近してゆく。


    　王子との距離が縮まるにつれ、弥五郎の身体からだに強力な圧迫感のようなものが吹きつけてくる。人を寄せつけぬ、王子の美の障しよう壁へきであった。


    「効くものかよ！」


    　信徒たちの憎悪、激怒、悲哀を一心に集めた弥五郎が今さら王子の美によって臆おくするはずもない。弥五郎は美の壁を突き破るようにして王子の目前まで迫った。


    　怖畏金剛刀ヴアジユラ・バイラヴアを大上段に振り上げ、秀しゆう麗れいな王子の顔面へと一気に叩たたき落とす。


    　ぎんっ！


    　凄すさまじい衝突音とともに王子の細剣が弥五郎の魔剣を受け止めた。


    　王子が少し、驚いたような顔をする。


    「魔女の力……」


    　王子は悩ましげに首を振る。直後、その瞳に冷血な色が宿った。


    「おしおきが必要ですね」


    　ばちばちと力と力とが電光を発しながら、激しい鍔つば迫ぜり合いを開始する。両者の力は拮きつ抗こうしていた。刃を合わせる二体より、もうもうと蒼と赤の霊気が立ち昇りはじめる。王子の美、弥五郎の憎悪。その二つの力のぶつかりに大地のほうが耐えきれなくなり、ぐらぐらと揺らめき、亀き裂れつが走りだした。


    　王子の蒼い瞳が弥五郎の赤く燃える瞳とぶつかる。


    　途端、瞳を通して弥五郎の肉体に流れ込んでくるものがあった。


    　美、である。王子は弥五郎へと美による精神攻撃をはじめたのであった。


    　王子の美は弥五郎の内に漲みなぎる憎悪、激怒、悲哀を侵しん食しよくし、消滅させようとしている。


    「ぬぐううう。ぬぐおおおっ」


    　王子から注そそぎ込まれる美は千を超える信徒の念を凌りよう駕がするほど膨ぼう大だいな量であった。弥五郎の額ひたいの三日月形の如意宝珠イーシーノルブーが王子の美に当てられ、がたがたと振動しだした。


    　だが、弥五郎は耐える。


    　信徒から絶え間なく流れ込んでくる憎悪の念が弥五郎を支えたのであった。それだけではない。弥五郎の内には激しい憎悪の荒波の中でも消えることのない強い一念があったのだ。


    （お屋や形かた様をお救いする！）


    　その一念が決して折れることない柱のごとく王子の美に屈することを許さないのである。


    　王子が、ふっ、と微ほほ笑えんだ。


    　どぎゃんっ！


    　微笑が強烈な美の弾丸となって弥や五ご郎ろうの脳を撃ち抜いた。一瞬意識を失いそうになる。だが、それにも屈しない。


    「ムッシュー。なぜ貴男あなたは魔女に与くみするのです？」


    　王子が囁ささやいた。この囁きにも濃密な美が込められている。王子の放射する美の濃度が強まり、ざりっ、と弥五郎の身が圧おされた。弥五郎は己おのれを奮い立たせるように声を上げる。


    「ぬかせ王子！　うぬこそが悪魔マーラ！　この国の民を惑まどわし、破滅へと追いやる大マハ悪魔マーラだ！」


    「可哀かわい想そうに……」


    　次に襲おそってきた美は、憐あわれみの美であった。


    「ぬぐあっ！」


    　びしり、と如意宝珠イーシーノルブーに罅ひびが入る。弥五郎は片かた膝ひざをついた。上方より王子の刀が弥五郎の刀を圧してゆく態勢に変わる。


    「貴男は魔女によって惑わされてしまっている。私は貴男を救ってあげねばならない……」


    「ぬううぐっ」


    　頭上より弥五郎を圧してくるのは慈じ悲ひの美であった。それが一山を支えさせるがごとき圧力を弥五郎へ加わえてゆく。弥五郎の身体からだが大地へめり込みだした。


    　王子は今まさにおのが全美び力りよくを一剣に宿し、弥五郎を圧し潰つぶさんとしていたのである。


    　もはや弥五郎の憎悪も限界に達しようとしていた。如意宝珠イーシーノルブーの罅が蜘く蛛もの巣状に広がってゆく。如意宝珠イーシーノルブーが砕けるのも時間の問題であった。


    　弥五郎は残る力を振り絞り、声を張り上げる。


    「俺を救うだと！　うぬには何も救えぬ！　ただ破壊し、惑わすだけだ！　そう！　うぬが救わんとしておる姫ですら、きっとうぬは壊してしまうであろうよ！」


    「姫……？」


    　直後。意外なことが起こった。王子の美力が急激に弱まったのである。王子の美しく穏やかだった顔が醜みにくく歪ゆがむ。一瞬にして悪あつ鬼きの形ぎよう相そうへと変じた王子が叫び散らした。


    「おのれ！　おのれ！　おのれ！　魔女の信徒め！　姫の名を気安く口にするなぁぁ！」


    　美に代わって弥五郎の内に流れ込んできたのは激しい〈醜しゆう〉の念であった。王子は莫ばく大だいな美の底にこれほど強い負の念を隠し持っていたのである。


    　それが逆に弥五郎の力となった。流れ込んきた負の念を吸収し、漲みなぎる力で一気に王子の細剣を弾き上げる。


    　はっ、としたように王子の顔が見開かれた。


    「王子！　やはりうぬは悪魔マーラであった！」


    　言い放はなつとともに弥や五ご郎ろうは渾こん身しんの力を刀身に込め一いつ閃せんさせる。王子の左肩口から右脇腹にかけて真っ赤な斬ざん線せんが走った。


    「うぐわああああああああっ！」


    　王子が絶叫した。弥五郎の放った強力な憎悪の力に王子の身体が光線を引いて弾き飛ばされてゆく。流星のごとく吹っ飛んだ王子の肉体は美男びなん城の南の丸に激突。城壁ががらがらと崩れ、王子の身体を呑のみ込んでいった。


    　と、同時に城兵たちの頭部に生じていた花弁が、さわり、と散って落ちた。王子の美の魔力から解放されたのである。


    



    四


    



    （終わった……）


    　弥五郎はその場に倒れ伏した。


    　額ひたいの如意宝珠イーシーノルブーが割れて落ちる。全ての力を使い果たしてしまったのだろう。


    「終わりましたね」


    　ふと声がして疲労に重くなった首を動かす。そこにランガが爆発の余よ韻いんを残すキナ臭くさい風に吹かれ立っていた。


    「ランガ殿……」


    「感謝しますダンニヤワード。弥五郎サンの助けによって大マハ悪魔マーラは滅び去りました。間もなく美男城は落ちるでしょう」


    「お屋や形かた様はどうなる？」


    「大丈夫です。王子を倒したら城の人たちの命をこれ以上奪うことはしません。鷹たか久ひさ公には理想郷アガルタの一領地を与え、静かに暮らしていただくつもりです」


    「左様か。安心した……」


    　弥五郎は溜ため息いきを吐ついた。


    「王子……あれはいったい何者だったのだ。あれと戦っていて気がついた。あれの内には強い醜しゆうの念が眠っていた。あんなにも美しい男が内に醜みにくいものを抱かかえていたとは……」


    　弥五郎の問いを受け、ランガは自じ[image: ]ちようするように微ほほ笑えんだ。


    「王子は光の国の王族。かつては内に醜しゆう気きなど一切持たぬ正義と平和の使者でした。ですが、変わってしまったのです。そして王子を変えてしまったのはワタシ……」


    　そう語るランガはひどく寂しそうだった。


    「ランガ殿。もしやそなたは王子の捜していた……」


    　こくんとランガは頷うなずいた。


    　しばし、ランガは押し黙り、王子を呑み込んで崩れた美男城の南の丸のほうへと視線を向ける。やがてランガは意を決したように弥や五ご郎ろうへと向き直り、こう告白した。


    「そう。ワタシが〈姫〉です」


    　弥五郎は驚かなかった。


    　そうではないかとうすうす感づいていたのである。隠れ里で王子とランガの交かわした会話。ランガは王子と何か因縁を持っているように見えた。


    「なぜなのだ。なぜそなたは王子を倒そうとしたのだ？　王子とそなたは婚約していたのではなかったのか？」


    「それは……」


    　言い淀よどんだ後、ランガは少し考え込んだ。そして次に言った言葉がこれであった。


    「ごめんなさい。噓うそです」


    　ぺろっ、と舌を出す。


    「え？」


    「ワタシは姫ではありません。ワタシは天てん竺じくから来た聖女です」


    　ランガの顔にいたずらっぽい笑みが広がっている。


    「う、噓？　では姫ではなかったのか？　本当に天竺から来た聖女であったのか？」


    「あ。ごめんなさい。それも噓です」


    　さらりと前言を撤回した。


    「ワタシは天竺から来たのではありません。天国から来た天てん女によです」


    「天国!?」


    「噓です。本当は遥はるかな未来から来た未来人なんです」


    「み、みら……」


    「ああ。それも噓です」


    　ランガが、うふふ、うふふと楽しそうに笑い出した。


    　何やらランガの様子が妙である。先ほどまでの寂しげだった雰囲気が消えていた。ひどく愉快そうで、有頂天といった風にさえ見える。


    「た、たわむれはよせ！」


    「ああ。ごめんなさい。本当にごめんなさい。これは癖なんです。そう。ワタシ気を抜くとつい噓をついちゃうんです。そのせいで〈プレアデスの虚きよ言げん師し〉なんてあだ名つけられちゃって……。ああ。ほんと悪い癖！」


    　そう言って自分の頭をぽかぽかと叩たたいてみせる。


    「う、噓だと？　ちょっと待て！　いったいどこからが噓なのだ！」


    　弥五郎は何か気味が悪くなってきた。


    「まあ。だいたい噓です。本当に悪い癖だから直そうと思ってるんですけど……。あ。ごめんなさい。めんご。めんご。それも噓です。直す気なんて毛ほどもありません。ワタシ、人を[image: ]だますの大好きなんです。[image: ]された後のがっかりした顔が本当に、本当に好きで……」


    「い、いいかげんにせよ！　だからいったいどこからが偽りだったのだ！」


    　弥や五ご郎ろうの叫びは胸の内の不安をなんとか消そうとして発したものだった。なんだか今まで温かくて神聖に見えていたはずのランガが急に得体の知れぬ存在に思えてくる。


    「だからほとんど全部噓うそですってば。ワタシが天てん竺じくから来たとか、この地に理想郷アガルタを築きたいとか、如意宝珠イーシーノルブーをつけると幸せになるとか、王子様が悪魔マーラだとか全部噓です。っていうか天竺っぽい言葉適当に並べてただけです。ミナサンすっかり[image: ]されちゃって。天竺とかって普通信じます？　クサレ脳みそですよね。うぷぷ……ぶっ！」


    　ランガが堪こらえきれないといった風に吹き出す。弥五郎の身体からだがわなないた。


    「おまえはいったい何者なのだ……」


    　ランガがきょとんとした。その表情すら偽りに見えてくる。


    「王子様が何度も何度も言っていたじゃないですか。あの人はワタシと違って馬鹿正直だから勘違いはしてても噓は一つもついてませんよ」


    「では、まさか……そなたは……」


    　弥五郎の中の嫌いやな予感が確信となって湧わき上がってくる。


    「そう。ワタシは〈魔女〉です」


    



    　魔女──ランガはけたたましく高笑った。


    　王子がかつて言っていた。超常的な力を有し、この世を歪ゆがめ、破壊し、惑まどわす闇の者ども。姫の国を滅ぼし、今なお姫の命を狙ねらっている禍まが々まがしき存在。


    「魔女……まさかそれも偽りか？」


    「それは本当です。もう！　ワタシだって頑張ればちょっとぐらい本当のことは言うんですよ。ぷんぷん。ちょっとぐらいですけど……。ああ。あれは本当ですよ。ワタシのせいで王子様がああなっちゃったって。もともと王子様ってあんなんじゃないんですよ。この世に光と平和をもたらす冗談みたいに素敵な人だったんですから」


    「どういうことなのだ！　もう偽りを申すな！　まことを申せ！」


    「えええ？　噓ついちゃ駄目なんですか？　できるかなぁ。しょうがないですねえ。じゃあちょっと頑張って本当のこと言っちゃいますよ」


    　膝ひざを曲げ弥五郎の顔を覗のぞき込む。その顔にはぞっとするような悪意が込められていた。


    「ワタシは姫の国を滅ぼした七人の魔女の一人。この国に逃げ込んだ姫を追ってきました」


    　それは王子が再三にわたって言っていたことだった。


    「ですが、いくら捜しても姫はみつかりません。捜しているうちにワタシの仲間の魔女が一人、王子様にやられちゃいました。まあ、あの娘、途中から捜すのやめて一人で楽しんじゃってる変な娘でしたから、やられちゃっても痛くも痒かゆくもなかったんですけど。それでワタシは思いついたんです。ワタシたち魔女がいくら姫を捜してもみつからない。姫を捜し出せるのは姫の気配を感覚的に探知できる王子様だけだって……」


    　王子が前に言っていた。愛する人を捜し出す力……〈超赤い糸理論〉だったか……。


    「だからワタシは姫を捜している王子様のあとをこっそりつけまわすことにしたんです。そうして王子様はこの水分みくまりの地にやってきました。きっと湖の底に沈んだ姫の船の気配に引かれてきたんでしょうね」


    「本当に湖の底に姫とやらの船は眠っているのか。水分の女神の伝説は本当だったのか!?」


    「女神？　ああ、もしかして姫のことをこの土地の人がそう思っちゃったのかもしれませんね。姫の船がこの国に墜落したのはこの星の時間でざっと一千年ぐらい前ですからねえ」


    「一千年……!?」


    　では、王子やランガはいったい何歳なのだ。


    「でも姫の船には強力なバリアが張ってあって近づけません。それでワタシは外から船内をサーチしてみました。そうしたらがっかりです。姫はもう船の中にはいないじゃありませんか。そこでワタシ気づいたんです。今までワタシたちがいくら捜してもみつからなかった理由。それは姫がすでに船から出て、この国の人間に遺伝子レベルからメタモルフォーゼしちゃってるからなんじゃないかって」


    「ばりあ、さーち……、めたもる……？」


    　よくわからない言葉がずいぶんと出た。だがランガはその言葉の意味を説明するような親切さは持ち合わせていないらしい。話をどんどん続けてゆく。


    「これではワタシたちの探知忍法にも引っかからないはずです。もはや姫を捜し出せるのは王子様の超赤い糸感覚だけ。いや、それでも難しいかもしれません。そこでワタシ、思いついちゃいました。姫の船を利用して姫を炙あぶり出す方法」


    　そこでランガは湖のほうへと視線を向けた。


    「姫の船はたいへん素晴らしい造りをしています。無限にエネルギーを生み出し動力に変換する。巨大な母の胎たい内ないのようなものですね。その力を利用して無限の醜しゆう気きを生み出し、この国を満たしてしまうんです。そうすればメタモルフォーゼしているとはいえ、姫の魂は光の国と同じ星系のもの。きっと耐えられなくなって正体を現します。まあ。つまり姫の船を巨大な如意宝珠イーシーノルブーに変えてしまおうって計画ですね」


    「如意宝珠イーシーノルブー？　あれは……」


    「あれは言ってみれば小型の醜気増幅装置ですよ。つけっぱなしにすれば、いずれ醜気を生み出すだけの木で偶くになっちゃうとも知らず、みんなありがたがって……ぶふふっ！　大馬鹿どもですねえ」


    「そんなものを俺に……この国の民につけてまわっていたというのか！」


    　弥や五ご郎ろうの身体からだが怒りに震ふるえた。


    「実は王子様にも如意宝珠イーシーノルブーを植えつけました」


    「何？」


    「姫の船を王子様が調べている隙すきをついて、弾丸にして撃ち込んだんです。王子様は美び気きが強いんで特別に強力なやつを使いました。それによって王子様の心に暗示をかけることに成功しました。まず、船の中に未だに姫が居続けると思い込ませる。それと、バリアの存在を忘れさせる。そして、醜しゆう気きによって姫への強い渇かつ望ぼうを植えつける。王子様の中に撃ち込んだ醜気は膨ぼう大だいな美気を暴走させながら増殖します。暴走した美気は辺り構わず過剰なまでに人を魅了し、それは王子様自身抑えが利かないほどの垂れ流し状態となっていたんですよ。そして歪ゆがんだ美気はついに王子様そのものを歪めてしまう。その結果、考えなしに姫を引き上げようとしたり、禁制を敷いたりするようになりました。ワタシの狙ねらいは功こうを奏そうしたのです。言ったでしょう。王子様をああ変えてしまったのはワタシだって。これホント」


    　王子の異常な振る舞いはランガによって仕組まれたもの。それによってこの国はここまで乱れきってしまったのだ。


    「なにゆえだ。なにゆえ左様なことをしたのだ！」


    「だから、姫の船を巨大な如意宝珠イーシーノルブーに変えるためですってば。まず、この国の民に如意宝珠イーシーノルブーを植えつけます。そして王子様の横暴によって憎悪、悲哀、激怒などの負の念を強めさせる。負の念を食らって醜気は増殖するんです。今、この国の民は強い負の念を持ち、如意宝珠イーシーノルブーの力で続々と醜気に変換していっています。これだけの醜気を使えば、姫の船を醜気増幅装置に変えるのは容易たやすいでしょう」


    　つまり、こういうことである。王子を錯さく乱らんさせ、民の負の感情を強める。民に湧わいた負の感情は如意宝珠イーシーノルブーの力で醜気へと変わってゆく。ランガはその莫ばく大だいな醜気を使って姫の船を醜気増幅装置に変えようとしている。


    「ですが、美び力りよくを暴走させている王子様をいつまでも放っておいたらワタシの身が危険です。ワタシ、人を[image: ]だますのは得意ですが七人の魔女の中で一番喧けん嘩かが苦手です。どこかで王子様を始末しなければならない。そこで弥や五ご郎ろうサン。アナタが都合よく現れてくれました」


    　ランガが弥五郎を指差した。


    「それがし……？」


    「そうです。アナタはこの星の人間の中でも稀まれなほど大きな器を持った人間です。生まれる場所がこんな辺へん鄙ぴな田舎じゃなければ、何か大きなことをやる人間になったかもしれませんね。ワタシの知る限り、アナタほどの器の持ち主は最近大活躍中の織お田だ信のぶ長ながサンぐらいでしょうか。その器に醜気を注そそぎ込めば、王子様に対抗できるぐらいの力を持った人間になる。はじめ、わざわざ信長サンを連れてこようかと思いましたがアナタが現れてくれたおかげで手間がはぶけました。そしてアナタは見事に王子様を片付けてくれた」


    「それがしは王子を倒すためにそなたに利用されたというのか！」


    　にひ、とランガが邪悪に口元を歪ゆがめた。


    「その顔です。その顔が大好きなんですよ。[image: ]だまされたーって顔。さんざん噓うそついてネタバラシした時、人が必ずするその顔。本当に堪たまらないですねぇ。……さて」


    　ランガが立ち上がった。


    「最後の仕上げに取りかかりましょうか」


    「し、仕上げだと」


    「姫の船を覆おおっているバリアを解かねばなりません。その方法をもうわかっています」


    「な、何をするつもりだ。これ以上この国で何をするつもりなのだ！」


    「王子様が言っていませんでしたか？　姫の船と水分みくまり城は美脈によって繫つながっているって。実は姫の船と繫がっているのは水分城じゃないんです。水分総領家の血族なんです。伝説にあるでしょう。女神を起こす役目を負っているのは水分総領家だと。つまり、バリア解除の鍵は水分家の血筋──鷹たか久ひさ公に眠っているのです」


    　弥や五ご郎ろうは一気に青ざめた。嫌いやな予感が泉のごとく湧わき上がってくる。


    「ランガ……先ほどお屋や形かた様には静かに暮らしてもらうと申していたが、それは……」


    　ランガの顔に禍まが々まがしい笑みが浮かびあがった。


    「忘れましたか？　ワタシは噓が大好きなんですよぉ」


    　ランガが美男びなん城の方角を指差した。


    　美男城には無数の信徒たちが餓鬼の群れのごとく群がり、今まさに城を覆い尽くさんとしている。信徒たちが城の内より一人の小柄な人物を引っ張りだし、抱かかえ上げているのが見えた。


    「お屋形様！」


    　それは弥五郎の敬けい愛あいしてやまない鷹久に違いなかった。


    　ランガがけたけたと大笑いする。


    「鷹久公にはバリアを解除するための生いけ贄にえになっていただきます」


    「ならん！」


    　弥五郎がよろよろと立ちあがった。ランガのにやにや笑う顔を睨にらみつける。


    「させるものか！　お屋形様には手を出させぬ！」


    　ランガが馬鹿にするように溜ため息いきを吐ついた。


    「弥五郎サン。たいへんよく働いてくれました。感謝しますダンニヤワード。でも、もう用なしです」


    　ランガの額ひたいの赤石が赤く輝きだした。


    「お、おのええ！」


    　弥五郎がランガに摑つかみかかろうとするが遅かった。ランガの赤石より光線が発射される。光線は弥五郎にぶつかりその身を弾き飛ばしながら貫いてゆく。


    　弥五郎の肉体は引きちぎれ、湖の中にざんぶと落ちた。

  



  
    　第六章　王子合体


    



    一


    



    　何かが……この船に近づいてきている。


    〈その人〉はそれに気がついた。


    　いや、沈んできている。それは一人の男だった。肉体は傷つき、ちぎれ、その命ももはや尽き果てようとしている。微かすかに醜しゆう気き汚染されている気配を感じた。


    　一瞬、〈その人〉は躊躇ためらう。だが、すぐに思い直した。


    　この男を救おう。この船の装置を使用すればあの程度の醜気は洗浄できる。壊れた肉体も再生させることができるだろう。


    〈その人〉は船の入り口を開き、男を船の内へ招き入れることにした。


    　清らかな光が船より流れ出て、男の肉体を包み込む。男の肉体は湖の底へと引き寄せられてゆき、さらに底の土を透過して船へと吸い込まれた。


    　四次元的空間構造の船内で、男は上下左右の別もなくゆっくりと浮遊する存在となる。


    　船の中の薄ぼんやりした光に驚いたのか、男が薄く瞼まぶたを開いた。


    （ここは……どこだ……）


    　男の精神がそう尋ねてきた。


    （船の中です）


    〈その人〉は労いたわるように男の精神に呼びかける。すでに男の肉体は船の装置によって洗浄・修復がはじめられていた。完全な再生まで地球時間で五分もかからないだろう。


    （船？）


    （はい。貴男あなたはいったい誰ですか？　なぜそんなに傷ついているのですか）


    　男は少し混乱しているようだ。しばし意思の乱れを感じたが、間もなく男の思考が〈その人〉に流れ込んできた。


    　男の名は阿あ東とう弥や五ご郎ろう。この地は魔女によって侵おかされ、男の愛する鷹たか久ひさという国王が危機にあるのだという。


    〈その人〉は強い同情と強い悲しみを抱いた。


    （そうですか。地上ではそんなことになっているのですか……）


    （俺はお屋や形かた様をお救いせねばならない。だが……だが俺にはもう……）


    　そう語る弥五郎の心にあったのは悲しみとともに、強い愛だった。


    〈その人〉の心は弥五郎の愛に触れ、温まるような気がする。そして〈その人〉は決意した。


    （貴男の内には強い〈光〉がある）


    （え？）


    （そこに〈光〉があるならば、私は必ずそれを守ります）


    　その直後である。


    　激しい警告音が鳴り響き、船内に赤いランプが灯ともり点滅しはじめた。


    『外部カラノ力ニヨリ、バリアガ強制解除サレマシタ。バリアガ強制解除サレマシタ』


    　船のＡ・Ｉがけたたましくそう告げる。


    『当船ハ今、外部カラノ攻撃ニ対シテ非常ニ脆ぜい弱じやくナ状態トナッテイマス。バリアノ回復ヲ試ミマス…………不可能デシタ』


    　弥や五ご郎ろうが何事かと辺りを見回す。


    （魔女がこの船を強制的に起動させようとしています）


    『当船ハ強イ醜しゆう気き汚染ヲ受ケテイマス。当船ハ強イ醜気汚染ヲ受ケテイマス。洗浄ヲ試ミマス…………不可能デシタ。マモナク当船ハ醜気ノ影響デ自由意志ヲ失イマス』


    　彼は弥五郎に強い意思をぶつける。


    （もう時間がありません。貴男あなたの器を貸してください）


    （お、俺の器だと？）


    （船が完全に乗っ取られる前に貴男の器へと私は憑ひよう依いし、船を脱出します。私は今、肉体を持たぬ意思だけの存在。貴男の肉体を貸してほしいのです）


    （な、何を言っているのだ）


    　弥五郎の心は困惑している。やむを得ない。突然憑依されると聞けば誰でも戸と惑まどうものだ。


    （鷹たか久ひささんを救いたいのでしょう）


    　彼のこの一言で弥五郎の心は決した。


    （お屋や形かた様をお救いできるのならば）


    （必ずや私が……いや、私と貴男とで鷹久さんを救いましょう）


    　彼は弥五郎の肉体へと実体を持たぬ己おのれを重ねてゆきながら装置を起動させる。


    　弥五郎は自分の器に彼が進入してくるのを感じながらこう尋ねてきた。


    （そなたは……いったい何者なのだ……）


    　彼は微ほほ笑えんだ。


    （私は王子。光の国から姫を捜しにやってきました）


    （王子……!?）


    　間もなく彼の起動させた装置が電子的な声を発しはじめた。


    『王子再さい臨りんシマス……王子再臨シマス……王子再臨シマス……』


    



    二


    



    　時はやや[image: ]さかのぼる。


    　未だ美男びなん城に残る侍たちは城中に侵入してきた夥おびただしい信徒たちと交戦を続けていた。


    　王子の行った人間薔ば薇ら爆弾によって城兵の大半が死に絶えている。頼みの王子も倒され、当主鷹たか久ひさは信徒たちの手に落ちた。すでに城衆の敗北は決しているといっていい。


    　そんな時である。ふいに信徒どもの攻撃がぴたりと止やんだ。


    　引っきりなしに打ち込まれてきていた性火シヤクテイ浄化の爆発音も、信徒たちの上げる獣じみた雄お叫たけびも消え、世界は一瞬にして静寂に包まれたのである。


    　今まで執しつ拗ように城を攻めていた何百人という信徒たちがぼんやりと立ちつくし、空の一点を眺めていた。彼らの額ひたいの如意宝珠イーシーノルブーがぼやぼやと点滅を繰り返している。


    「なんだ？　何が起ころうとしているんだ？」


    　侍たちは信徒らの見つめる先へと目線を向けた。


    　水分みくまり湖の中央、その上空に桃色に輝く光が浮遊している。それは一人の少女であった。


    「魔女……」


    　誰からとなく呟つぶやいた。信徒たちの首しゆ魁かい。王子が幾度も口にしてきた禍まが々まがしい存在。


    　魔女は一人の人物を抱きかかえている。


    「あっ！　あれはお屋や形かた様だ！」


    　侍が指差す。確かにそれは彼らの主君鷹久公であった。気を失っているように見える。


    　魔女は鷹久を抱かかえる手を離す。そのまま鷹久は落下することなく中空に停止した。


    　間もなく信徒たちの肉体に変化が起こりはじめる。信徒たちの額の赤石から赤い光が湧わき上がり、糸のようになって湖上の鷹久に集まっていった。集合した赤光は鷹久の肉体が見えなくなるほどに強まり、大きくなる。


    　ごごごごご……。


    　激しい地響きが鳴り、大地が揺れる。


    　水分湖の湖面が波打ち、やがて渦をまきはじめた。


    　渦の内より、球形のものが浮き上がってくる。


    　それは、巨大な牛車に見えた。


    　四つの車輪状のものがついているのでそう見えたのだろう。だが、その屋形部分は見慣れぬ果実のような形をしていた。博識な者が侍の中にいればそれが近年南蛮人によって日本国に持ち込まれたカンボチャ瓜なる果菜、すなわちカボチャに酷こく似じしていることに気がついただろう。


    「船だ……」


    　古来より女神を信仰してきた水分武者たちは直観的にそれが女神の船であることを理解した。


    　水分湖上に浮上した船はところどころに光粒を点滅させながら宙へと浮き上がる。


    　魔女が胸元で印を結び、こう小さく呟いた。


    「プレアデス忍法〈超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤ〉」


    　それは呟きでありながら美分びくまり国全土へと厳おごそかに響き渡る声であった。


    　その呟つぶやきに呼応するように信徒たちの身体からだに変化が現れだした。如意宝珠イーシーノルブーの紅い光が信徒の全身へと広がって、ついには包み込んでしまう。紅い光膜に覆おおわれた信徒の身体が、一人、また一人と宙に浮き上がりだす。浮き上がった信徒たちは、吸い寄せられるようにカボチャの牛車型戦艦へと集合していった。べきり、ぼきり、と嫌いやな音を鳴らしながら、信徒たちの関節、骨と骨との結合が外れて行く。信徒たちの身体と船の機巧とが歪ゆがみ、ねじくり合い、絡まり合い、合体を繰り返す。そうやって一つの形を成してゆく。最後の仕上げのように信徒たちの赤光を一点に集めていた鷹たか久ひさの身体が船へと吸収されていった。


    「なっ、なっ、なっ、なんだあれはぁ！」


    　城兵たちが恐怖の叫びを上げ、湖上を指差した。


    　信徒たちの身体と船とが集合してそこに出現したもの。それは先ほどまでのカボチャの姿とはほど遠いものだった。頭上に三つの首、背中より無数の腕。体高は水分みくまり城の天守とほぼ同じ。目を、かっ、と見開き、牙をむき出しにした憤ふん怒ぬの形ぎよう相そう。


    　曼マン荼ダ羅ラ絵えに見る不ふ動どう尊そんのごとき大魔神がそこに聳そびえ立っていたのである。細部をよくよく見てみれば、魔神を構成する螺ね子じ、歯車、発ば条ね、管、ピストンなどは、全て臓物や骨格を歪められた信徒でできていた。部品とされた信徒たちは、あぁ、ううぅ、と苦痛とも悦えつ楽らくともつかぬ呻うめき声を上げ続けている。呻きとともに、その口から赤い煙状のものが漏もれ出ていた。


    　──醜しゆう気きである。


    　魔神の全身より立ち昇る夥おびただしい醜気が周囲の空気を汚染し、赤く染めてゆくのが目に見えてわかった。魔神の足元の水分湖はみるみる鮮血のごとく染まってゆき、醜気の毒素にあてられた魚類がぷかぷかと浮き上がってくる。


    「超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤ、発進！」


    　魔女が高らかと声を上げた。


    　魔神はぎょろりと美男びなん城を睥へい睨げいした。ゆっくりと右腕の肘ひじを曲げ、その肘に左手を添える。胸前に二本の腕でＬ字を形作った。重々しく腰を屈かがめ、湖上で膝ひざ立だちになる。その直後。


    「大浄化ダジヤアっ[image: ]」


    　天地を揺るがす大だい咆ほう哮こうとともに、組んだ腕の間より大砲のごとき超強烈な光線が発射された。


    　光線は美男城の西の曲くる輪わに直撃する。


    　大爆発が起こり、曲輪の砦とりでが崩れ去った。とてつもない破壊力である。


    「駄目だ……あんなものが現れたらもう……」


    　城の武将たちは落城を決意した。


    



    　魔神の発する容よう赦しやのない大光線の連発によって城内の砦、塔、居きよ館かんが大爆発を起こしてゆく。土ど塁るい、石垣、城壁、曲輪が崩れ、大火炎に包まれた城内は今や[image: ]しやく熱ねつの地獄へと変じていた。


    　残った城衆の中で、主だった家老、武将たちはここを最期と思い定め、腹を切って果てた。他の者は搦からめ手より城を脱出し、山岳地帯へと落ちてゆく。


    「ひいいいいいっ！　ここは……ここはどこなのだあ！」


    　黒くろ瓜うりは混乱の坩堝るつぼと化した城内で道に迷い、駆け回っていた。方ほう々ぼうの城道は砦や石垣の残ざん骸がいによって塞ふさがり、通過できなくなっている。あちらに行けば出られるはず、と思っても火炎に阻はばまれ、[image: ]う回かいを余儀なくされる。いつしか黒瓜は搦め手とは真反対の南の丸のほうまで来てしまっていた。


    「くそお！　くそお！　王子がこの城に来なければあ！　くそぉ！」


    　ついに黒瓜は大人げなく泣きべそをかいて喚わめき散らす。


    　泣き喚く黒瓜の背後、残骸と化した南の丸が巨大な破裂音とともに爆発した。


    「ひっ！」


    　黒瓜は魔神の光線がついにこの場所を攻撃したのかと思った。だが、そうではなかった。


    　もうもうと上がる粉ふん塵じんの中、深紅に輝く瞳が二つ灯ともっている。


    「姫……姫……姫……。おのれ……おのれ魔女……」


    　瞳の主がこれ以上ないというほど深い憎悪の声を発する。粉塵が薄らぐにつれ、その人物の姿が明らかになってくる。


    　鮮血のように真っ赤に乱れた頭髪。黒くろ漆うるしを塗ったような漆しつ黒こくの肌。全身より燃えるように赤い霊気を発している。左肩口から右脇腹にかけて生々しい刀傷が走っていた。ぽたぽたと滴したたる血液が地に落ちると、しゅうしゅうと煙を上げて土が腐敗する。


    「王子様……？」


    　そう。変わり果てていたが、それは王子に違いなかった。しかし、なんという変わりよう。かつて美び貌ぼうと神こう々ごうしさに満ち[image: ]あふれていた王子が今やケダモノのごとき悪あく念ねん鬼きへと化していた。


    「王子様……生きて……」


    「魔女ぉ！」


    「ひいっ！」


    　叫ぶやいなや王子の全身より激しい赤光が迸ほとばしり出た。赤光は瓦が礫れきを吹き飛ばし、矮わい小しような黒瓜の身体からだを巻き込んでゆく。黒瓜の肉体は瓦礫に呑のまれ、そのまま湖になだれ落ち、水中へと没していった。


    



    「ん？」


    　己おのれの造りだした醜しゆう気き増幅魔神〈超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤ〉の頭頂に立ち、美男びなん城の破壊を楽しんでいたランガは城の内より一つの赤い光が飛び出してくるのを目撃した。


    　それは強力な醜気の輝きに違いない。こちらに向け、矢のごとく飛ひ翔しようしてくる。


    「王子様!?」


    　ランガは一瞬驚きに目を見開いた。赤い髪、黒い肌、と変わり果てているが、それは王子である。憎々しげに燃える瞳はランガへと向けられていた。


    「まだ生きていたのですか。弥や五ご郎ろうさんは倒しそこねたのですね。あらあら。すっかり醜しゆう気きに侵おかされて、王子というより魔王子。これは大ピンチです。ワタシは負けてしまいますね」


    　と、言ってからランガはくすりと笑う。


    「うっそー。超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤを創り出した今、美び気きを持たぬ王子様なんて敵じゃありません。超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤ！　王子様を撃ち落としちゃいなさい！」


    「了解ラジユア!!」


    　魔神超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤが腕をＬ字に組み、大光線を発射する。王子改め魔王子は光線を巧たくみに旋回して回避した。行き場を失った光線は後方の山岳に激突し火柱を上げる。


    「魔女ぉ！」


    　魔王子が細刀を一いつ閃せんさせた。


    　深紅の波動が迸ほとばしり、超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤへとぶつかってゆく。超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤは長大な腕で波動を弾き飛ばす。弾かれた波動は湖畔に降り注そそぎ、森林を火の海にする。


    　超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤと魔王子との醜気光線と醜気波動の応酬が行われた。攻防の余波を受け、美分びくまり国全土に濃厚な醜気が散布され汚染してゆく。


    　湖水がマグマのごとく瘴しよう気きを発しながら泡立ち、強酸性の雨が降り注ぎ、草木は枯れ果て、あらゆる生命が死滅していった。


    　もはや魔神と魔王子の人智を超えた戦いは人の力の介入できるものではなかった。魔神と魔王子。そのどちらが勝利しようと、この国に未来はない。いや、美分一国に限らず、日本全土が滅び去るであろう。


    　城を脱出した侍たちは醜気汚染によって腐敗した大地を踏みしめ、絶望の涙を流す。


    　神よ。この日本国をお救いください。


    　ああ。はたして神などいるのだろうか。神と仰いでいた王子は今あそこで魔王子となっている。女神の船も魔神に変じているではないか。


    　それでも祈らずにはいられない。侍たちはこの水分みくまりの国を愛しているのだから……。


    　はたして侍たちの祈りが天に通じたのであろうか。


    　侍たちはこの後、奇跡の目撃者となるのであった。


    



    三


    



    　てぃら、てぃら、てぃら……。


    　てぃら、てぃら、てぃら……。


    



    　まず音が聞こえてきた。


    　魔神と魔王子の相争うちょうどその中間地点。湖の中央に、ぽっ、と一つの光が灯ともる。


    　それは魔神と魔王子が発する毒々しい赤い光とは明らかに異なる光であった。温かく穏やかで、見る者の心を和なごませる清せい廉れんな光。その光の出現に今まで激しい攻防を繰り広げていた魔神と魔王子とが、つい戦いの手を止めてしまった。


    「悪あく行ぎようはそこまでです」


    　光が声を発した。光の発した声はそれ自体が光を伴っているがごとく神しん韻いんとして響き渡る。


    　その声の影響を受けるように、光を中心にして、赤く濁っていた湖が清らかに澄み渡っていった。ぴちぴちと水面を揺らし、跳ねるものがある。それは無数の魚であった。光が清めた水の内に死滅していた魚類がさっそく満ち[image: ]あふれてきたのである。


    「だ、誰です。アナタは誰です」


    　ランガが困惑の声を上げる。


    「私は阿あ東とう弥や五ご郎ろう」


    　光が名乗った。


    「や……弥五郎さん!?」


    「いや。違いますね。私は阿東弥五郎であって阿東弥五郎ではない」


    「はあ!?　では何者です！　噓うそついたのですか？　ワタシは噓をつくのは好きですが、つかれるのは好きじゃありません！」


    　光が、ふっ、と笑ったような気がした。その微笑が爽さわやかな風となって吹き過ぎる。風の吹いた後、醜しゆう気きに澱よどんでいた空気が清せい浄じようなものへと見る間に浄化されてゆく。

  



  [image: ]



  
    「私は〈王子〉です」


    「おっ、王子ぃ!?」


    　光の中にぼんやりと一つの人ひと形がたが浮き上がった。


    　金色に輝く頭髪。白雪のごとく白い肌。光に[image: ]あおられ白鳥の翼のごとくはためく合羽かつぱ。精せい悍かんにして高貴な冠。絶対的な美の化け身しん。それは王子に紛まぎれもなかった。だが、しかし……


    「王子様が二人!?」


    　ランガは空中で今まで己おのれと戦っていた魔王子と、湖上で光を放はなつ王子とを交互に見比べる。


    　湖上の王子は子を見る母のような目で中空の魔王子を見つめた。


    「愛いとしい私の半身。貴男あなたを切り捨て、一人にしてしまった私をどうか許してください……」


    　そう言われた魔王子自身も何が何やらわからないようだった。充血した瞳を忙しくぎょろぎょろと回している。


    「ど、どういうことなのか説明してください！　噓うそは駄目ですよ！　噓をついていいのはワタシだけです！」


    　ランガが喚わめき散らす。対する王子は落ち着き払って流りゆう麗れいに言葉を紡つむぎはじめた。


    「銀河七魔女の一人〈プレアデスの虚きよ言げん師し〉。私は貴女あなたによってこの身に如意宝珠イーシーノルブーを植えつけられました。あの時の私はその力に抗あらがいきれずこの身が醜気に侵おかされてゆくのを感じました」


    「そうです！　ワタシは確かにアナタに如意宝珠イーシーノルブーを撃ち込んだはずです！」


    「だから私は如意宝珠イーシーノルブーによって醜気に侵された肉体を切り捨て、抜け出したのです」


    「は!?」


    「つまり、私は王子の中身。あちらにいるのが王子の肉体ということになります」


    　王子は上空の魔王子を指差して言った。


    　意味がわからない。誰がこの言葉の意味を理解できよう。


    「私は王子の中の根本的王子部分だけの存在。王子という本質、概念です。肉体を抜け出し根源的王子体となった私は姫の船の中に入り眠りにつきました」


    　ますます意味がわからない。幽ゆう体たい離り脱だつ……ともまた違うらしい。根本的王子部分とはなんだ？　根源的王子体とはなんだ？　もはやこれは王子にしか理解できぬ王子理論の極きわみ。王子的身体論というしかない。


    　とにかく王子は魔女に如意宝珠イーシーノルブーを撃ち込まれた時に二つになったということである。そして、今まで地上にいて醜気に侵され国を惑まどわしてきた王子は、本質的王子部分を欠いた抜け殻のようなものであり、本質的な王子は姫の船の中にずっといた……ということでいいのだろうか？


    「船のバリアは根源的王子体となった私を容易に受け入れてくれました。姫の船はそれ自体が巨大な母ぼ胎たいのようなもの。そこで私は再び肉体を得、王子として船より生まれ落ちる日を辛しん抱ぼう強く待つつもりだったのです。ですが姫の船は貴女によって汚染されてしまいました。だから私は弥や五ご郎ろうさんの肉体をお借りして、ここに一時的復活を遂げたのです。ゆえに私は王子であって王子ではない。弥五郎であって弥五郎ではない。私は……」


    　そこで王子は威い風ふう堂どう々どう名乗りを上げた。


    「弥五郎王子です！」


    　ランガの顔が強こわ張ばった。王子の言った言葉は魔女であるランガにも理解しかねるものであったが、一つだけわかる部分がある。


    　弥五郎は人間の中でも希け有うな器の持ち主。醜しゆう気きで満たせば強大な醜気の化け身しんとなる。その器に今〈王子〉が満たされているのだ。〈王子〉によって満たされた弥五郎は強大な〈王子〉の化身としてここに化け現げんしたということなのである。


    　大器を持った人間と王子が合体した超王子！


    　それがいかほどの力を秘めているのかランガの想像を絶するものであった。


    「姫……姫……姫……」


    　ふいに魔王子が唸うなるがごとき声を発した。その燃える瞳は王子へと向けられている。


    「王子ですって……王子は私です……。おまえも魔女の信徒。姫を狙ねらう邪悪な存在……」


    　魔王子の憎悪の矛ほこ先さきは弥五郎王子へと向かいはじめたようだ。


    　これをランガは好機と見た。魔王子がいくら強大とはいえ醜気に満たされた存在。手て強ごわい相手に違いないが超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤをもってして倒せぬ相手ではない。ここは魔王子とともに弥五郎王子を先に始末してしまったほうがよいだろう。超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤと魔王子の力を合わせさえすれば弥五郎王子など敵ではないはずだ。


    　嫌いやらしい笑みがランガに戻ってきた。


    「王子様。せっかく復活したところ悪いですけど、さっさと退場していただきますよ！　超巨大移マハー・動醜気要塞ラージヤやりなさい！」


    「了解ラジユア!!」


    　超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤが腕をＬ字に組み、王子へと向ける。魔王子が細刀を振り上げる。


    　どうっ！


    　超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤの腕より大光線が、魔王子の刀身より波動が迸ほとばしった。二体の真下にいる王子に逃げ場はない。光線と波動とは王子のいる場所へと直撃し、水柱を噴き上げる。


    　一発では終わらない。超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤと魔王子は二発、三発、四発……とこれでもかというほどの光線、波動をぶち込んでゆく。湖上の空気が熱を帯びはじめ、湖が干上がるのではないかと思われだした時、ようやく二体の攻撃は終了した。


    　これだけ徹底的な攻撃を加えればこの宇宙のいかな生物といえども無事ではすむまい。王子の肉体は塵ちりも残さず消し飛んだはずであった。だが！


    「ええっ!?」


    　そこに王子は涼しげな顔で変わらず立っているではないか！　肉体どころかその合羽かつぱにすら焦こげ一つついていない。


    「なぜです！　躱かわした!?　いや、躱せるはずがない！　美び力りよくで曲げた!?　いや超巨大移動マハー・ラ醜気要塞ージヤの光線は美力には影響されないはず！　どうして!?　どうして!?」


    　王子は決然としてこう言った。


    「私が王子だからです」


    　その一言で十分だった。その一言でランガは納得させられてしまった。


    　とくに今の王子はただの王子ではない。弥や五ご郎ろうと合体した超王子！　超王子だから悪の攻撃は当たらない。超王子だから悪の攻撃は効かない。理屈ではない。そういうものなのである！


    　だが、その絶対的な宇宙の真理に従うことを潔いさぎよしとせぬ者があった。魔王子である。


    　あさましくも強い醜しゆう気きに理性をなくした魔王子は王子が無事であるのを目にし、なおも王子へ波動を放はなたんと剣を振り上げた。


    「魔女の信徒ぉ！」


    　刹せつ那な。王子は魔王子へと憐あわれみを込め、青く澄んだ視線を向けた。


    　その聖なる視線にあてられ、魔王子の肉体が一瞬で、硬こう直ちよくする。


    「愛いとしい私の半身。貴男あなたを切り捨ててしまったのは私の罪。もう何も壊さなくていいのです」


    　王子の身体からだが水面を離れ浮き上がる。王子の足元より虹色の光が[image: ]あふれ出ていた。美を足裏から圧縮噴射させて飛行しはじめたのである。


    　静かに魔王子へと近づいてゆく王子。


    　ぎりぎりと獣のように歯ぎしりする魔王子へと王子はその手を触れる。


    　途端。魔王子の身体が光の粒子となって砕け散った。王子の神聖な美により、醜気の塊と化していた魔王子は完全に浄化され、消え去ったのである。


    「ゆっくりとおやすみなさい」


    　王子は少し寂しげに己おのれの半身へと別れを告げた。


    「さあ」


    　王子がランガへと向き直る。


    「弥五郎さんと私と二つの愛で貴女あなたを倒します。そして鷹たか久ひささんを救ってみせます」


    　王子がすらりと腰の細刀を抜き放つ。ランガの顔がわなわなと震ふるえだした。


    「噓うそ！　噓噓！　噓だって言ってください！」


    「アンドロメダ念流……」


    　王子が細刀を高々と掲げる。刀身に膨ぼう大だいな美が集中されてゆくのがわかった。刀は光り輝きながら天に突き刺さらんばかりの光柱へと長大化してゆく。


    「マ、超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤ！　ワタシを守りなさい！」


    「了解ラジユア!!」


    　ランガが超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤの背後に隠れるように身を移す。


    　次の瞬間、王子が光柱と化した一剣を振り下ろした。


    　激しい輝きが超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤを一刀両断にする。


    　ランガが超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤの後に隠れたのは無駄な足あ搔がきであった。超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤを両断した光柱はそのまま後方のランガを巻き込み、呑のみ込んでゆく。


    「うっ、うっ、うっ！　うっそだあああああああぁぁぁぁ！」


    　ランガの断だん末まつ魔まの叫びをかき消すように超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤが大爆発を起こした。


    　水分みくまり全体が光に包まれ、戦いを見守っていた人々の視界を真っ白く染め上げてゆく……。


    



    四


    



    　光が薄れ、消え去った時、水分湖の中央に聳そびえ立っていた超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤの姿は消えてなくなっていた。


    　ただ、膨ぼう大だいな美び気き爆発の残留と思われる光の粒子が流れ星のように無数に宙を流れている。


    　見れば湖の上にぷかぷかと無数の人影が浮いているのが見受けられた。超巨大移動醜気要塞マハー・ラージヤの部品にされていた信徒たちであった。


    　みな額ひたいから如意宝珠イーシーノルブーが消え去っており、夢から覚めたばかりのような顔をしている。


    　赤く染まっていた空気は澄んだ山気へと戻り、湖の水も清らかなものへと返っていた。王子の美気が、醜しゆう気きに染まっていたこの国の自然も民も、全てを浄化してくれたのである。


    　弥や五ご郎ろうは自分の中にいる王子へと呼びかけた。


    （終わったな。今度こそ本当に……）


    （はい。全て終わりました……）


    　そこでふと弥五郎は悲しげな心持ちになる。


    （だが、水分総領家はもう終わりだ。城はなくなり、家人もほとんどが死に絶えた……）


    （…………）


    （それがしはこれからどうすればいい……）


    　言ったものの弥五郎の心はすでに決していた。もはや己おのれに生きる甲か斐いはない。この上は腹を切って果てるだけ……。


    　その思いがそのまま王子へと伝わったのだろう。王子が弥五郎へと優しく呼びかける。


    （ムッシュー。死ぬことは美しくありませんよ）


    （何？）


    （本当に美しい〈命がけ〉とは死ぬことではないんです。〈生き切る〉ことなんです。まだ貴男あなたには命がけでやらなければならない役目が残されているんじゃありませんか？）


    （え？）


    （ほら）


    　王子が弥五郎の身体からだを動かし、目線を湖へと向けさせる。


    　そこに農民たちに交じって、気を失い、ぷかぷかと浮いている小さな姿が見受けられた。


    （お屋や形かた様……）


    （鷹たか久ひささんの幼い心は醜気の影響を受けて傷を負っています。これからは弥や五ご郎ろうさんが鷹久さんの側にいてその傷をゆっくりと癒いやしてあげなければいけません）


    （俺に……できるか？）


    （できますよ。貴男あなたには光と愛がある。それがあれば人は何度でも立ち上がることができる）


    　弥五郎は湖上で漂っている鷹久と、そのあどけない顔を見つめ、胸の内に温かいものが湧わき上がってくるのを覚える。王子が微ほほ笑えむのが感じられた。


    （さて。いつまでも貴男の身体からだを借りているわけにはいきません。そろそろ私は行きます）


    （行く？　そなたはこれからどこへ行くのだ？）


    （さあ。それは私にもわかりません。もう姫の船もありませんし。ただの根源的王子体である私は貴男の肉体を抜ければ、この地上の大気と混じり合い、私自身を見失うでしょう）


    （それで……よいのか）


    （大丈夫。私にもまだやらねばならないことが残っています。姫がこの星にいる限り、私は必ず姫のもとへ[image: ]たどりつけるはずです。だってそれが……）


    （〈超赤い糸理論〉とやらか？）


    　王子が笑った。爽さわやかな笑いだった。


    （いいえ。ただの〈愛〉です）


    　つられて弥五郎も笑った。


    　次の瞬間、弥五郎の内から王子が抜けてゆくのが感じられた。


    （さようなら……弥五郎さん……）


    　その言葉を最後に今まで感じられていた王子の意思が完全に消えてなくなった。


    　弥五郎の身体はいつの間にかもとの弥五郎へと戻っている。弥五郎は自分の手を開いたり、閉じたりしてみた。常と変わらぬ弥五郎の身体がそこにあった。


    「愛か……」


    　呟つぶやいて弥五郎は一度空を見上げた。山国の抜けるような青空がそこに広がっている。


    　弥五郎は何か決意するように掌てのひらを握ると、湖へ、己おのれの守るべき主君のもとへと駆けだしていた。

  



  
    　終章　王子後身


    



    



    　水分みくまり総領家の滅んだ水分の国は半年間領主不在のまま農民たちの治める国となっていた。


    　だが、それも半年の間。間もなく国外に追放されていた鷹たか久ひさの三番目の兄、鷹たか保やすがこの地の領主として戻ってくることになったのである。


    　鷹保は隣国の有力大名のもとに身を寄せ、その一家臣となっていた。つまり水分国は隣国に吸収され、そこに鷹保が配されたということである。


    　鷹保は水分の地に徳政を敷き、復興に力を注そそいだ。そのおりに水分城も不完全ながら再建されたが、徳川政権時代に発布された一国一城令により廃城となり、現在は水分湖畔に曲くる輪わの跡を残すばかりとなっている。以後、水分の地は大きな争いに巻き込まれることもなく幕末まで長く平和な時代が続くこととなるのであった。


    　さて、鷹久はどうなったのか。その行方は杳ようとして知れない。


    　一説によれば魔女狩りの禁制によって多くの民の命を奪った罪を償つぐなうため、出家し生涯を流る浪ろうのうちに過ごしたといわれている。そしてその傍かたわらには終生、影のように突き従う弥や五ご郎ろうの姿があったとか。


    　後の世に弥五郎の手と伝えられる書が一つ残されている。


    　それにはただ一文字──〈愛〉とのみ大胆な筆致で書かれていた。


    



    　桜舞い散る春の日。


    　日本海に面する漁村に産うぶ声ごえが上がった。


    　生まれた赤子を目まの当たりにした漁村の人々は感嘆の声を発する。


    「こ……これは……」


    「なんと美しい……」


    「玉のようじゃ……」


    　産婆の手に抱かれ、産湯に浸かったばかりの赤子は不思議な姿をしていた。


    　金色の頭髪。雪のように白い肌。そしてあどけなく開いた瞳の色は碧へき玉ぎよくのごとき蒼あお色であったのだ。


    「名は……なんとつけよう……」


    　一同が思案する中、赤子がひくひくと口を動かす。愛らしい仕草にほっこりとした心持ちとなった一同は、赤子の口元に耳を寄せた。


    　その可か憐れんな口がたどたどしくこう声を発する。


    「おうじ……」


    　一同は顔を見合わせた。


    「おうじ……？」


    　人々は自然、屋敷の外へと視線を向けていた。


    　屋敷の外には大振りの桜の木が繚りよう乱らんに花を散らせている。


    「桜おう次じ」


    　誰かがそう言った。


    「桜を次ぐ、と書いて桜次」


    　それが赤子の名となった。


    　その赤子はいったい何者なのか。はたしてどのような成長を遂げ、いかような運命を[image: ]たどるのか。


    　それはまだ先の話。誰にも知れぬことである。


    　もしかしてその赤子は王子の再さい臨りんした姿であったのかもしれない。
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